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逃げるなんて考えないように




「毒なんか入っていないから、安心して。長旅だったし、疲れただろ」

　王族に与えられるような広い部屋の天井からは、煌きらめくシャンデリアが吊つるされていた。

　上品な金色の模様が入ったワインレッドの絨じゅう毯たんに、二、三人は眠れそうな大きなベッド。テーブルには、見たこともないほど豪華な色とりどりの料理が並べられ、スープからは湯気が立っている。

　どう考えても、囚とらわれの身である私が監禁される部屋には思えない。

　生まれて初めて見るようなキラキラした世界を、窓際に立ったまま眺め、これは現実だろうかとぼんやり思う。

「もし、希望のものがあるなら、言ってくれればなんでも用意させるから」

　にこっと細められた青色の瞳に、思わず顔をしかめ、口を尖とがらせた。

「なにが目的ですか？　私は、あなたたちが滅ぼそうと攻め入ってきた国の王族の血を引く者です。それなのに、こんな部屋を与えて、食事まで……意味がわかりません」

　刺とげ々とげしく聞くと、テーブルの脇に立った男の人は「目的って言ってもなぁ」と、困ったように頭をかく。

　彼は、首回りが横に広く開いた黒いシャツに、深緑色のズボンとブーツを身につけていた。平民と変わらない格好をしているけれど、この人が騎士だということは、国に攻め入ってきた時の様子でわかっている。

　――私の部屋に先陣を切って突入してきたのがこの人だったから。

　観察するように見ていると、不意に視線がぶつかった。

　全体的に長めの黒髪は、耳の半分を覆い、襟足は服にかかるほど。目に届かない程度の長さの前髪と、アーモンドみたいな形をした青色の瞳。鼻筋はスッと通っていて、形のいい唇から紡がれる声は高すぎず低すぎず、響きがいい。背も高く、細身だけどしっかりと鍛えられていて、剣の腕が立つのも、昨日の戦いで知っている。

　どこまでも完璧な男の人が憎たらしく思えてじっと睨にらむようにして見ていると、困り顔のまま笑われた。そんな表情さえも魅力的で、美形というのは、こういう顔をいうのだろうと思った。

「そんなに睨まないで、そろそろ機嫌を直してほしい。なにもとって食おうなんて思ってないから」

「わけもわからずただ親切にされるより、丸々と太らせてから食べようと思ってるって言われた方がよっぽど気が楽です」

　淡々と言うと、「そんなに食べてほしいなら他の方法をとらせてもらうけど」と妖しげな色を浮かばせた瞳を細めるから、その呑のん気きな笑顔を睨んだ。

「じゃあ、なんなんですか、この扱い。さっきまで対たい峙じしていた国の王族を捕まえたくせに、拷ごう問もんするわけでもなくこんなに温かくもてなすとか……絶対におかしいです。この国の王が……グランツ王国の王が一体なにを考えているのかがわかりません」

　最後に、はぁ、とため息を漏らすと、男の人は「王……というより、王子の命令かな」と軽い口調で言う。

「王子？」

「グランツ王国の第一王子、シド・エタンセル。聞いたことは？」

　笑顔で首をかしげられ、「名前くらいなら……」と歯切れ悪く答えた。

　私が知っていることは、とても少ない。字や数字の勉強は、幼い頃に母が教えてくれたけれど、世界で今なにが起きているかだとか、十八歳の私が持っている時事的な知識は、きっと平民の子どもとそう変わらないだろう。学ばせてもらえる環境が、私の周りにはなかったから。

　目を伏せた私をおかしく思ったのか、男の人はじっと見つめながら聞く。

「名前はクレア……で合ってる？　テネーブル王国第三王妃のひとり娘、クレア・ソワール」

「……はい」

　間違いなく私の名前だ。

「正直、驚いた。クレアの存在は、他の王族と違って公にされていなかったから、実在するかも微妙だと思っていたんだ。調べているうちに、第三王妃が四年前に病気で亡くなったことは出てきたけれど、クレアのことは名前以外なにひとつ情報がなかったから」

　この人がそう考えるのも無理はない。

　私の存在は、王城でも極わずかな人間しか知らないから。

〝王城〟と考えた途端、居心地の悪さを思い出し、それを紛らわすように腰あたりまで伸びた髪を指先でいじる。ミルクティーみたいな明るい髪色は、母譲りだった。

「残念ながら、実在します」と小さく言うと、男の人はきょとんとしたあと微笑み、私に歩み寄ってくる。

「なんで『残念』なんて言うのかわからないけれど」

　すぐ目の前まで縮んだ距離に構えていると、男の人は私の手を取り、その甲に唇を寄せた。そうしながらも、しっかりと私を捕らえる瞳が柔らかい笑みを浮かべていて、不覚にもドキッと胸が跳ねてしまう。

「お目にかかれて光栄です。クレア姫」

「……っ、ふざけないで」

　一瞬、流されかかった自分に気付き、ハッとしながら手を振り払う。胸の前で、キスされた手をもう片方の手で抱きしめて睨むと、男の人はそんな私を見て嬉うれしそうに表情を緩める。

　はっきり言って、ここに来てから反抗的な態度しかとっていないのに……冷たくされるのが嬉しいのだろうか。

　こんな綺き麗れいな顔立ちをしているのに変態なのかな……と思い、そっと目を逸そらした私に、男の人が思い出したように聞く。

「そういえば、テネーブル王国からこの国に来るまで、馬車の外の景色を食い入るように見ていたね。山道が多かったし、そんなに珍しいものもなかったのに、興味深そうに外を見ていた理由は？」

　視線を戻すと、柔らかい眼差しとぶつかって……さっきあんな風に手を振り払ったのに、と小さな罪悪感に襲われた。

　私はいわば囚われの身だ。その私を、慈じ悲ひに満みち溢あふれたような瞳で見つめてくる理由がわからない。テネーブル王国王族の血筋を絶やす目的で攻め入ってきたのに、私を生かしたまま連れ帰り、広い部屋を与え、おまけに食事まで準備して……一体、どういうつもりなのだろう。

　質問には答えずにじっと見つめていると、男の人はにこりと微笑む。

「よかったら教えてほしい。クレアがあの塔に幽ゆう閉へいされていた理由や……どうして他の王族と一緒に暮らしていなかったのかを」

　どこまでも優しく柔らかい声色だった。それでも引く気はないようで、自信の溢れる表情で見つめてくるから、諦あきらめのため息をひとつ落とす。

　大きな窓から見える空は、もう暗くなってきている。

　昨日、グランツ王国の軍が王城に攻め入ってから、もう一日が経とうとしているのか……と思いながら、口を開いた。
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　――時間は、昨日の夕刻まで遡さかのぼる。

　テネーブル王国の王城の片隅に建てられた塔の中、私と騎士であるガイルは、いつも通りのんびりとした時間を過ごしていた。

　私は、テネーブル王国国王の第三王妃のひとり娘として生まれた。

　姫なんて呼ばれ方は誰にもされたことはないけれど、立場でいえばそうなるらしい。

「おまえ、一応姫なのに全然わがままじゃねーよな。姫っぽくないっつーか」

　王城内でただひとり、私の護衛をしている騎士、ガイルが笑いながら言う。

　ガイルは相当剣の腕が立つのに、目上の人間への礼儀がなっていない、という理由から昇級できず、ついには私なんかの傍付きにされてしまった残念な騎士だ。

　身体は大きく、身長は一八〇センチを超えていて、いつもＶの字に首元が開いた黒のシャツとグレーのズボン姿。その腰元には騎士らしく立派な剣を携えている。

　剣を磨いている姿をよく目にするから、よっぽど大事なのだろう。そうしている時の笑顔は心底嬉しそうだ。

「姫なんて呼び方はよして。だいたい、お姫様はわがままだとか偏見だからね。本に出てくるお姫様はみんな健けな気げで優しいんだから」

「ああ、おまえが気に入ってる本の姫か。たしか、たぬきが葉っぱに願って人間の姫になるっていう……」

「……それ、ただ化けてるだけじゃない」

　呆れながら言うと、ガイルはわからないといった感じに「本当はなんだっけ？」と聞くから、やれやれと思いながら「うさぎが月に願って姫になるの」と教える。

「だいたい、たぬきが葉っぱに願うなんて夢がないでしょ」

　手元の白い布に、本で見た花の刺し繍しゅうをしながら言う。

　母が亡くなってからというもの、ひとりぼっちになった私を心配してか、ガイルはここにいる時間が長くなった。

　私が生まれた時から過ごしているのは、王城の庭の隅っこにある高い塔だ。

　本来、見張り台として作られたらしい塔の一番てっぺんにある部屋は、ベッドがふたつと、ふたりで食事をとれるようなテーブルが置ける程度の広さがある。

　食事は、塔の下までは王城の使用人が運び、それをガイルが高さ十メートルはあるこの部屋まで運んでくれる。もしも私なら息切れがしそうな作業だ。

　母と私が住み始めて半年ほどしてからは、ひとつ下の階に水も引かれたから、すべてのことがこの塔の中でできるようになった。それまでは湯ゆ浴あみのたびに宮殿に行かなくてはならなくて、他の王族や使用人たちから冷たい視線を浴びていたらしい。塔にわざわざ水を引いたのは、私たちのためではなく、王城側の都合だということには母も気付いていたみたいだけれど。

　早急になされた環境づくりは、私たちをここに幽閉し、宮殿内には決して入れないようにという意味だったのだろう。

　第三王妃とされながらも、母が亡くなった時、看取ったのは私とガイルだけだった。

　私と母がこんな扱いを受けてきた理由は簡単だ。

　宰相の娘である第一王妃、侯爵の娘である第二王妃のような上級貴族とは違い、母の両親は平民だった。普通に暮らしていれば、王族とは顔を合わすこともないような立場の母が第三王妃となったのは、国王が城下町を通りかかった際、たまたま母を一目見て気に入ったからで、早い話が国王の気まぐれだ。

　本来ならありえないことで、それを他の王族たちもよく思ってはいなかった。血筋をなによりも大事にするこの国にとって、そこに平民の血が混ざるのは許せないことだったらしい。

　だから、私が生まれてすぐに母と私は、隠されるようにここに幽閉された。平民や他の国に対しても、私たちの存在自体ないものとして扱われているようだった。

　母とふたりで暮らしていたこの塔には、今は私ひとりで住んでいる。とはいえ、日中はガイルがずっといるし、夜だって王城にある専用の部屋に戻るのが面倒だという理由で、下の階に泊まることも少なくないから、寂しさはそこまで感じていない。

「いや、偏見じゃねーよ。宮殿にいるおまえの腹違いの兄妹なんかすげーから。わがまま三ざん昧まい贅ぜい沢たく三昧で、傍付きの兵士とたまに顔合わせると相当疲れ切ってる感じだし。その点おまえは……ああ、でも、頑固ではあるけど。意固地っつーか。俺が王城で暮らせるように話つけてやるって再三言ってんのに頷うなずかねーし」

　窓際に立ったまま外を見て笑うガイルに、その話題がまだ続いていたのか、と思いながら視線を移す。

　私よりも六歳年上だけど、その横顔からはあどけなさが覗いていた。赤茶色の短髪の下にあるのは、髪と同じ色の瞳。端正といえる顔立ちをしているのに、恋人がいないっていうのだから不思議な話だ。

「だって、ここでの生活に不自由してないし。ねぇ、ガイル。そんなことより、まだ恋人はできないの？」

　刺繍の手を止めて聞いた私に、ガイルが振り向き、きょとんとした顔をしたあと苦笑いを浮かべる。

「おまえ、またその話か？　お年頃ってやつ？」

「だって、本の中でしか恋愛を知らないから。実際に本の通りなのかなって気になって」

　読んだ本の中に、恋に落ちる描写はたくさん出てきた。でも、経験したことのない私にはそれらの感情が本当に湧き上がるものなのかわからない。だから、一番身近にいるガイルに聞いているのに、私が何度聞いても、ガイルはまともに答えてくれず、はぐらかすばかりだ。

　むっと口を尖らせていると、それを笑ったガイルがこちらに近づき、私の向かいの椅子を引いた。

「まぁ、たぶん、おまえが読んだ本みたいに綺麗な恋愛ばっかりじゃねーかもな。おとぎ話には出てこないようなモンも街にはゴロゴロしてる」

「そうなの？」

　ガイルがしてくれる、外での話は楽しい。聞いているだけで世界が広がるような気持ちになれるから。

　テーブルに身を乗り出すと、それに苦笑いしながらガイルが続ける。

「娼婦だとか情夫だとか。一時の情を欲しがるヤツも結構いるみたいだ。この間、酒場で知り合った騎士がいるけど、そいつ、すげー美形なんだよ。女が見たら放っておかないだろうなって俺が見てもわかるくらいに」

「へぇ……。ガイルがお酒飲みに行くとか珍しいね」

　いつもは、お酒が入ると剣が鈍ると言っているのに……と思い言うと、ガイルは少しだけ目を伏せ、「まぁ、たまにはな」と笑う。

「で、そいつが言ってた。この世界に本物の愛情なんてないんだって。みんな結局自分が一番大事なのに、口先だけで〝愛〟だのなんだの押し付けがましく言われて嫌気が差すって」

「……捻ひねくれてない？　その人」

「いや、そうでもないだろ。身分とか地位っていうもん目当てのヤツだって結構いるんだよ」

　なんとなく言っている意味はわかる。

　この国では身分や地位が貧富を分ける絶対的なものだから、高貴な立場の男性となれば、愛がなくても近づいてくる女性が少なくないのだろう。どんなに貧しい生まれでも、身分や地位の高い男性と結婚できれば、生活は一気に変わるから。

「そいつ、貴族に仕える騎士だって言ってたけど、それだけでも結構な地位だろ。で、その上あの外見ってなったら、今まで見た目や地位目当てに近づいてきたヤツは相当だったんだろうな。本当に嫌そうだったから」

　そこまで言ったガイルが、私をじっと見る。「なに？」と首をかしげると、ふっと口元を緩められた。

「いや。おまえは、そういう愛情不信気味のヤツに好かれそうだと思ってさ。こんな場所で育ったから世間の汚れを知らねーし、なにより気持ちがまっすぐだからな。それに、身分だとか贈物だとかチラつかされても、揺るがなそうだし」

「……そんなことより、ガイルの話を聞かせてよ。ガイルの恋愛話」

　いつもは言われないようなことを言葉にされて、恥ずかしくなって顔をしかめると、ガイルが苦笑いを浮かべる。

「そうは言っても、俺は剣術にしか興味ねーしなぁ……。俺にばっか聞いてないで、おまえが経験すればいいだろ」

　ドカッと椅子の背もたれに寄りかかりながら言われ、ため息をついてから視線を手元に移した。

　今、縫っている刺繍は薔ば薇らだ。私自身は、もっと可愛らしい野花のような花が好きなのだけど、世間的には薔薇の方が人気らしい。

　針で赤い糸を布にくぐらせていく。

「恋愛なんて、私にはできないから聞いてるのに」

「ここに幽閉されてるからか？　だから俺が出してもらえるように話をつけてやるって言って……」

「そういう意味じゃない」

　ぴしゃりと言い切ると、ガイルが不思議そうな瞳を向ける。赤茶色の瞳がじっと見てくるから、続けようとした言葉が喉の奥へと引っ込んでしまった。

　言ったらきっと、悲しませてしまうから。

「だから……ほら、ガイルが言ったんじゃない。私のこと、頑固だとか意地っ張りとか」

　別の言葉でごまかすと、ガイルは私が隠した言葉なんて気付きもしない様子で明るく笑う。

「なんだ、そんなこと気にしてんのか。大丈夫だって。おまえはたしかに性格はちょっと意地っ張りで面倒くさい部分があるけど、悪いヤツじゃねーし、なにより顔は綺麗なんだから、外出れば恋愛くらいいくらでもできる」

　疑いもせずにそう笑うガイルに「だといいけど」と呆れて笑うと、ますます笑顔を返された。

「俺が保証してやる。ああ、でも、俺の目に適かなうヤツにしろよ。一応、俺はおまえの保護者のつもりでいるから、もし変な男連れてきたら叩き斬るからな」

「……剣持って物騒なこと言わないで」

「おまえは、こうって決めたら一直線なところがあるからな。恋は盲目っていう言葉があるくらいだし、目が狂ってたら俺が修正してやらねーとダメだ」

　うんうん、と自分で言って頷いているガイルに「やっぱり恋愛なんてできない気がする……」と呆れた時、急に外からバンッという大きな音が響いた。続いて聞こえてきたのは、「わぁ……！」という大勢の声のようなもの。それが大地を揺らすほどに大きく響き、思わず「なに……？」という声が漏れていた。

　一瞬にして変わった雰囲気に、ガイルは立ち上がり、「様子を見てくる。おまえはここにいろよ」と言い、部屋を出ていく。その後ろ姿に緊張が走っていることに気付き、「うん」という返事が遅れてしまった。

　持っていた針を針山に戻し、布をテーブルに置いてからゆっくりと立ち上がる。そして、王城の城壁が見える窓に近づいて……驚いた。

「なに、これ……」

　王城が建つ敷地の周りは、厚く高い城壁で四方を囲われている。その真ん中に大きな宮殿があり、王族が暮らしているのはそこだ。この塔があるのは、城壁の中とはいえ敷地の一番端っこだから、宮殿まで数百メートルという距離がある。

　窓の外には、その数百メートル先にある宮殿に……たくさんの人たちが流れ込んでいく光景が広がっていた。剣や松たい明まつを掲げている人も見えることから、これが平和な催しではないことは一目瞭然だった。

　目を凝らすと、ほとんどの人たちは武装をしていない。つまり、平民だ。

　その中にポツポツと、藍色と銀色の鎧よろいや軍衣を身に纏まとった騎士の姿が確認できた。

「この国の騎士なら、黒い武装をするはずなのに……」

　藍色と銀色……その色の組み合わせにハッとする。

　そういえば、昔、母に教えてもらったことがある。東の隣国が、そんな色を国色にしているって……。

『この国の色は黒なのよ。それには、もうこれ以上誰の血も流れないようにって思いがこめられているという話だけど、真っ黒じゃ怖いわよね。せめてお隣の国みたいならよかったのに……』

『お隣の国は何色なの？』

『藍色と銀色よ。流れ星は、幸せをもたらすって言われてるでしょう？　だから、藍色の空に銀色の星が舞うように、この色のもと、すべての人に平等に幸せが降り注ぐようにってそういう願いがこめられているって話よ。素敵でしょう？』

　母がそう教えてくれたのは、まだ私が幼い頃だったけれど、しっかりと覚えている。とても素敵だと私も思ったから。

　じゃあ……これは隣国が攻め入ってきているってこと？

　胸の前に持ち上げた手をギュッと握りしめ、再び外に視線を向けると、塔を下りきったガイルが宮殿の方へと走っていく姿が見えた。

「ガイルっ」

　ガイルは強いけど、あの人数を相手にするなんてまず無理だ。

　しかも、武装もしていない姿であそこに飛び込んでいくなんて危険すぎる。

「待って、ガイル……っ」

　危ないと知らせたくて、窓をガタガタと揺すった。だけど換気の意味しかもっていない窓は、わずか十センチほど開いただけで、それ以上はびくともしなかった。

「ガイル……っ」

　ここに閉じ込められていることを初めて後悔する。危険を知らせたいのに声が届かない。

　それでも、わずかに開いた窓から声を張りあげようとすうっと息を吸い込み……ふと疑問が浮かんだ。

　たくさんの平民が流れ込んできているのは、城門だ。その扉は、壊されたわけではなく、開かれている。……中から。

　中から、誰が開けたの？

　そう考えてハッとした。

「そっか……。ここに仕えている人たちにも、不満はあったから、それで……」

　テネーブル王国が平民をないがしろにしているのは知っていた。今の体制だと、王族以外は生活すらままならないって……母やガイルから聞いていたから。

　つまり、王城に仕えている騎士も使用人も、全員が平民側で……王族だけが敵だということだ。

　これはただ隣国が攻め入ってきたわけじゃない。王国が敷くひどい体制に不満を募らせた平民が起こした革命だ。

　城壁の扉から流れ込んでくる平民を誘導しているのは、テネーブル王国と隣国の騎士だ。ふたつの国の騎士が協力している様子を見て、その時が来たのか……という思いが浮かび、すぐに母の遺影を振り返る。

　テーブルの上、額縁の中の母は相変わらず美しい笑顔を浮かべていた。

　母もいつか言っていた。

『どんなに必死に尽くしても見返りがもらえなかったら悲しいでしょう？　この国を支えている人たちはずっとそういう思いをしているの。だから、いずれ不満は溢れ、その矛先は王族に向けられる。その時は――』

　気持ちを落ち着かせるように胸の前で握った手に、一際力をこめる。

「その、時は……」

「――クレア！　逃げるぞっ」

　突然聞こえてきた声に肩が跳ねる。振り向くと、いつの間に戻ってきたのか、ガイルの姿があった。はぁはぁ、と息を切らせているところを見ると、階段を駆け上がってきたらしい。

　ガイルは、ズカズカと長い足で近づくと私の手を掴む。

「平民が、隣のグランツ王国と手をとって、攻め入ってきてる。目的は、王族だ」

　ガイルの真剣な顔を見つめてから、目を伏せる。

「国の体制に不満を募らせて……？」

「……そうだ。今の体制は、平民にとっては厳しい」

　一応、王族の血を引く私に遠慮したのか、ガイルの声のトーンが少し下がった。

「そう……王室付きの騎士まで、攻め入ってきた平民に協力している姿が見えた。きっと、知らなかったのは王族だけなんでしょう？」

　視線を上げると、つらそうに歪められた瞳があった。じっと見つめたまま続ける。

「だったら、あの人たちの敵は王族だけなんだよね？　ここに仕えてくれていた人たちが傷つけられることはないんだよね？」

　ガイルの服の胸元を掴んで聞く。

　必死に見つめる先、ガイルの瞳が驚いたように大きくなったあと、またくしゃっと歪む。

「……ああ。狙いは王族だけで、それ以外の人間は傷つけない。最初からそういう計画だから」

　そう言ったあと、ガイルが申し訳なさそうに目を伏せる。

「悪い。計画自体は俺も知ってたんだ。いつ決行になるのかまでは知らなかったけど。でも、おまえのことは逃がせるようにちゃんと――」

「よかった……」

　はぁと息をついて、ガイルの服から手を離す。それから、ガイルに掴まれた腕をそっと抜いた。

「他の人が無事でいられるなら、それでいいの。もしも巻き添えになる人が出たら嫌だったから」

　椅子に座り直すと、さっきまで縫っていた布に手を伸ばす。

　こんなことになってしまった以上、もうこれも役に立たないなぁと思いながら、途中までできあがっている赤い薔薇を眺めた。

「クレアっ、そんな縫いもん持ってく暇なんかないんだって！　ここにだってそのうち誰かしら攻め入ってくる。この日がくることを見越して、裏の城壁に抜け道を作ってあるから、早くそこから……」

「ごめん。私は、逃げない」

　もう一度私の手を掴んだガイルに言う。ゆっくりと見上げると、驚きを顔中に広げたガイルが私を見ていた。

　外からは、わぁわぁと激しい怒号が聞こえてくる。

「逃げないって……おまえ、なに言って……」

　信じられないとでも言いたそうなガイルをじっと見上げた。

「私は、ここに残る」

「は!?　おまえ、こんな時にそんな冗談……」

「昔ね、お母様が言ってたの。『もしも革命が起きたらその狙いは王族。王族は、平民を苦しませた罰を受けなければならない』って」

　強い眼差しでそう言ったあと、静かに涙をこぼした母を思い出し、胸の奥が痛む。

『ごめんね……クレア。こんな立場に産んでしまって……普通の女の子として産んであげられなくて、ごめんね……っ』

　幼い私は、あの時の母の涙の意味がよくわかっていなかった。けれど今、こうした場面に立って、ようやく気付く。母が謝った意味を。

「その言葉なら、俺も聞いてた」

　さっきまでとは違い、落ち着いた声で言ったガイルが真面目な顔で続ける。

　宮殿に火でも放たれたのか、焦げたような臭いがわずかに窓から入り込んできていた。

「でも、おまえの母親はこうも言ってた。罪を償うのは自分だけで十分だ、その時がきたらクレアは逃げろと。俺に、クレアを連れて逃げるように何度も頼んできた」

　怖いくらい真剣な眼差しを見つめ返す。

　いつだって正義感に溢れるガイルに、なんとか微笑みを浮かべた。

「そのお母様はもういない。だから私が代わりに償うの。王族の責任は引き継がれるものだと思うから」

　母が亡くなったからって、そこで終わるものじゃない。終わらせていいことじゃない。

「だから、俺はおまえの母親から頼まれて……っ」

「王室付きの騎士が向こう側についているなら、王族の名前も人数も全部知られてる。なのに逃げたら、きっと数がそろうまでみんな私を探す。もしも今逃げて見つかったりしたら……その時は、ガイルまで罪を問われることになる」

　本来なら始末しなくてはいけない王族を連れて逃げたなんて知られたら、もしかしたらガイルまで処分されてしまうかもしれない。

「そんなの……嫌だよ」

　浮かべていた微笑みがくしゃりと崩れたのが自分でわかった。

　せめて涙をこぼさないようにとひとつ深呼吸して、気持ちを落ち着かせた。

「それに、こんな私でも王族だもん。国民にとっては憎くて仕方ない存在だから。今まで、この国のあり方に疑問を持ちながらも、私はなにもできなかった。誰も助けてあげられなかった。だから……せめて逃げたくはない。これはお母様から受け継いだ私の仕事だから」

　じっと見上げ、「お願い。ガイル……」と絞り出すような声で言うと、ガイルは瞳を大きくし……それから、思い切り顔を歪めた。髪に差し込んだ手で頭をくしゃくしゃとかき、視線を落とす。

　その瞳はわずかに潤んでいるように見えた。

「おまえの母親は……なんで、そんな王族の品格だけを教えたんだよ……っ。おまえは、もっと自分のためになにかを望んだり、生きたり……していいヤツなのに……。なんで……っ」

　掠れた声が胸を打つ。

　ガイルはいつだって私の傍にいてくれた。だから私は、母が亡くなったあとも、立ち直ることができたし、笑ってもいられた。感謝しかない。

「お母様は、いつでも優しくまっすぐな方だった。悪く言わないで」

　しんみりとしてしまった雰囲気を壊すように、わざとふてくされたように言うと、ガイルが何度か瞬きをしてから、苦笑いみたいなものを浮かべる。

「悪かった。そうだな。おまえの母親は優しい人だった」

　そう言ったガイルが、テーブルの上の遺影を見つめてから、私の向かいにある椅子を引き、そこに座る。

「そういや、腹減ったな。昼過ぎに持ってきた焼き菓子が残ってたよな。それ出して食うか」

　呑気な笑顔で言うガイルにパチパチと瞬きを繰り返してから、ハッとして慌てて口を開く。

　煙の臭いがさっきよりもきつくなってきていた。

「なにしてるの？　早く逃げて！　この塔にだってすぐに誰か攻め入ってくるってガイルが言ったんじゃないっ。ガイルは王城に仕えていた騎士だし、私から離れればすぐに向こうの人たちと合流できる……」

「俺は、王城に仕えていたわけじゃない」

　ぴしゃりと遮られ黙ると、ガイルが続ける。

「おまえに仕えてるんだ。だから、おまえがここに残るなら、俺もそうする」

　まっすぐな瞳に言われ、呆然としてしまう。

「今だから言うけど、俺は他の王族はどうでもいい。強欲で意地汚く、王族以外の人間をなんとも思わないヤツらなんかどうなっても構わないし、俺だっておまえに仕えてなければ革命派として先頭切って城に攻め入っていたかもしれない」

「だったら、今からだって……」

「でも、おまえは他の王族とは違う。ひどい扱いを受けて、挙句、こんな場所に閉じ込められても文句も言わずに、平民を見下すこともしなかった。他の王族は、おまえの血筋がどうのって言うけど、俺にとってはおまえが一番品格のある王族に見えてた」

　ふっと、少し恥ずかしそうに笑われる。

　ガイルからこんな褒め言葉をもらうのは初めてだったから、こんな時なのに、私も気が抜けてしまう。なんで今、そんな話を……と口を尖らせる。

　じわっと涙が浮かんでしまっていた。

「買い被りすぎだよ。それにいくら心配したところで、結局なにもできなかったなら、なにもしなかったも同じだし」

　王城を囲っているであろう人々の声がどんどん近づいてきている気がした。いつ誰がここに現れてもおかしくない緊迫した状況なのに、不思議とそこまでの恐怖はなかった。ガイルがそういう雰囲気を作ってくれているからかもしれない。

　窓の外では、太陽が地平線に姿を隠そうとしているところだった。もうすぐ日が暮れる。

「そうでもないだろ。おまえが毎朝窓から落としてたパンで命を繋いでた子どもだっているんだから」

　突然言われた言葉に、目を見開く。

　気付かれていたなんて思わなかったのに……。

「知ってたの？」と呟くように聞くと、ガイルは鼻で笑う。

「バレバレ。ついでに、一日中、布に刺繍してそれも渡してたんだろ。こういう刺繍は技術がいるし誰でもできることじゃない。売ればそれなりの金になる。ここ数年、城壁の修復のために平民がこの敷地内で働いてた。その子どもってとこだろ？」

　なにもかもお見通しのガイルには、本当に敵わない。

　あの男の子を見かけたのは、一年ちょっと前だった。たまたま塔の窓から外を見ていたら、迷ったのか外に立っていた子どもと目が合った。

「ガイルの言う通り、たぶん、城壁の修復に来てたんだと思う。私はここから出られないから、会話はできなかったけど……痩せてる子だったから心配になってパンを落としたら喜んでくれて……。食料が足りてないんだってわかったから、手紙を落として毎日ここに来るようにって伝えた」

「で、自分の分のパンをやってたわけか」

「もともと出される食事の量は多いと思ってたから、ちょうどよかったの。刺繍は、お母様から教わって趣味としてしていただけだったけど、もしも売り物になるならと思って……今の流行りは薔薇みたい」

【売れた！　ありがとう、おねえちゃん】

　書いた紙を私に向かって広げる男の子の姿を思い出すと笑みがこぼれる。決して上手とは言えない字だったけれど、とても嬉しかった。

　ふふっと笑うと、呆れたような笑顔を返される。

「だから、ここ半年くらいは薔薇ばっか縫ってたのか。おまえ、もっと可愛い花の方が好きなのに」

　ガサツそうに見えるのに、随分しっかりと見られていたんだなと思い、苦笑いを浮かべる。

「やたらと布と刺繍糸のお使い頼まれるとは思ってたんだよな。おまえ、日中はずっと刺繍してるし、もしかしたらこんなとこに閉じ込められてるせいで精神的におかしくなったんじゃねーかってちょっと心配だったんだけど……途中で気付いて納得した」

　そう微笑んだガイルが続ける。

「あの子どものために、あんなに頑張ってたんだな」

　その言葉には頷かずに「あの子は、どうしたかな」と窓の外に視線を移す。

　この革命の目的は王族のみ。となれば、平民であるあの子は危険な目には遭ってはいないだろうし、これからの日々は今まで以上に豊かなものになってくれるといい。

　そんな風に考えていた時だった。

「――話は終わった？」

　突如、第三者の声が部屋に響く。

　瞬時に、私をかばうように目の前に立ったガイルの腕と身体の隙間から、その声の主が見え、言葉を失う。

　白い丸首のシャツに黒いズボン、こげ茶色のブーツ姿の男の人が、こんな時なのに思わず見とれてしまうほどに美しかったから。

　目にかからない程度の長さの黒髪が、青い瞳の上でサラサラと揺れている。彫刻みたいに端正な顔立ちの男の人は上背もあり、ガイルと対峙しても気迫負けしないくらいに身体つきもしっかりとしていた。

　形のいい瞳が、私を捉えてにこりと微笑む。

「おまえ……っ。グランツ王国の騎士だったのか……？」

　ガイルの声にハッとし、今の状況を思い出す。男の人を知っているような口ぶりだった。

「酒場では世話になった。まさか、クレア姫付きの騎士だったとは」

　苦笑いを浮かべた男の人の言葉に、さっきまでの会話を思い出す。

　ガイルが酒場で会ったっていうのはこの人で、おそらく、今日のために王国内に忍び込んでいたのだろう。いつでも行動できるように。

　でも……それにしては軽装だ。

　窓から見たグランツ王国の騎士は、銀色の鎧と藍色のマントを身につけていたのに、この人は銀のアームカバーとフットカバーしかつけていない。

　宮殿に攻め込んでいった人数は圧倒的だったし、王族で剣を握れる者なんて限られている。その勢力の差を考え、こんな軽装なのだろうか。

　そんな風に思いながら見ていると、男の人が口の端を吊り上げる。

「そちらにいるのがクレア姫なら、渡してもらいたいんだが……穏便に話を済ませる気はなさそうだな」

　剣を抜いたガイルに気付いて、男の人が腰に携えている剣にすっと手を伸ばす。鞘さやから剣が引き抜かれる金属のこすれるような鈍い音が響いた瞬間、ガイルが足を踏み出し、素早く間合いを詰める。

　ガイルが振り下ろした剣を、鞘から抜いたばかりの剣で受けた男の人は身を低くし、ガイルの懐まで入り込むと下から振り上げるように拳を突き出した。

「……ぐっ」と低く苦しそうな声がガイルから漏れたと同時に、ふたりの間に距離ができる。片手で剣を構えているものの、胴を打たれたガイルの顔はつらそうに歪んでいた。

　それもそのはずだ。ガイルは防具をつけていないのだから。

「……あれ。驚いたな。あれを受けて立っていられるなんて思わなかった。あばらのひとつかふたつ折れたはずなのに」

　そう笑った男の人が続ける。

「無理しない方がいい。身体の線が太くないせいか舐めてかかられることが多いけど、俺の拳は結構重いらしいから。国で催された武術の大会でも、集められた屈強な男相手にいい線までいったくらいだしね」

「はっ……それが本当なら、グランツ王国の男はたいしたことねーな」

　いまだ目元を歪めながらも、口元には笑みを浮かべたガイルが言う。

　ポツポツと浮かんでいる脂汗を見る限り、本当にあばらが折れているのかもしれない。

「へぇ……。正直、クレア姫さえ渡してもらえれば、と思っていたけど……やる気が出てきた」

　冷たい笑みを浮かべた瞳と、自信に溢れる声に、背筋がサッと冷たくなる。獲物を見定めているような表情が怖くて……ガイルが殺されてしまうような気がして、気付いたら足を踏み出していた。

「やめて……っ！」

　剣先を向け合う真ん中に立ち、ガイルをかばうように両手を広げると、目の前に立つ男の人の顔に驚きが広がっていく。背中から「クレアっ、どいてろ！」という怒鳴り声が聞こえたけれど無視して男の人を見つめた。

「私が、テネーブル王国第三王妃の娘、クレア・ソワールです。あなたの命に従いますから、この人は逃がしてください」

　男の人は理解できないといった風に眉を寄せ、そして静かに問いかける。

「アンタは姫で、こいつはただの騎士だろ？　盾にすることはあっても、その逆は初めて見た。姫のアンタが直々にこいつを守らなきゃいけない理由でもあるのか？」

　不思議そうに聞かれ、じっと見つめ返す。

　理由……と言われても、思いつかないけど、でも。

「守らなきゃいけない理由はなくても、私が、ガイルを守ってはいけない理由もないはずです」

「……ただ、守りたいから？」

　呆然としたような声に聞かれて頷く。

「大事な人なんです。だから、失いたくない……」

　また目を見開いた男の人が静かに剣を下ろしたのを見てから続ける。

「話をどこから聞いていたかわかりませんが、この人は、革命派と同じ意見を持っています。ならば、あなたと戦う理由はない。無差別に殺しているわけではないんでしょう？」

　王族だけが目的だという話だったはずだ。そう思い、訴えかけるように聞くと、男の人は「まぁ……」と考えるような声を出した。

「たしかに、王族以外の人間の血はなるべくなら見たくない」

「だったら、私を……っ」

「でも、残念ながらそいつを逃がすわけにはいかない」

　困り顔で微笑まれ、言葉をなくす。

　この人とガイルの力の差は、さっきの戦いで一目瞭然だった。王室付きの騎士であるガイルを一撃で手負いにしてしまうのだから、この人は相当強いのだろう。そんな人を相手に、すでに負傷しているガイルが勝てるとは思えなかった。

　だから、私が大人しく捕まれば……。そう思ったのに、それも許してもらえないなんて。

「そんな……」

　ガイルを守る術すべをなくして、呆然としていると、そんな私を見て男の人が声をかける。

「大丈夫。なにも殺そうってつもりじゃないし、そんなに肩を落とす必要はない」

「え……」と声を漏らし顔を上げると、男の人は私を安心させるような笑みを浮かべて言う。

「悪いようにはしない。もともと王族だけが目的だったんだし、それ以外の人間を傷つけるのは本意じゃない。だけど、その騎士にも一緒についてきてもらう」

　カシャ……と金属のこすれる音とともに、男の人が剣を鞘にしまう。それからこちらに視線を向けた。

「それに、その騎士にとってもその方が都合がよさそうだ。お姫様を守ろうって必死に俺の隙を狙って攻撃のタイミングを計っているくらいだし」

　振り向くと、敵意をむき出しに睨みつけるガイルの姿が映る。

　私が話している間、ずっとこんな険しい顔をしていたのだろうか……と驚いていると、男の人は「忠実な犬だな」と眉を寄せて笑った。

「さっき宮殿に火を放ったと報告があった。いずれここにも攻め込む計画だし、その前に出よう。……もちろん、逃げるなんてことは考えないように」

　そう細められた瞳が、底光りして見えた気がして、知らずのうちに、コクリと喉が鳴った。




　＊　＊　＊




　そのあと、ガイルとともに塔を下り馬車に乗せられ、ほぼ一日かけて辿り着いたのが隣国であるグランツ王国。そして、どんな仕打ちを受けるのだろうと不安に襲われながら案内されたのが、王城の端にある、この広く綺麗な部屋というわけだった。

　馬車の中で、他の王族はみんな捕えられたという話を聞いたけれど……正直、心配するだけの関わりを今まで持ってこなかっただけに、特別思うことはなかった。

　男の人は私に気を使ってか、『捕えた』という言葉に留めたけれど、つまりはそういうことなのだろうと想像がつく。テネーブル王国の王族で生きているのは私だけだろう。

　一応、血の繋がりがある国王さえどうでもいいと思ってしまう私は……母を苦しめた国王を心の底ではずっと憎いと感じていた私は、冷たいのだろうか。

「国王が母を見初め、子どもまでもうけたのは王族からすれば予想外の出来事だった。ずっと守ってきた血筋に平民の血が混ざることをひどく嫌っていたから……だから、母と私はあの塔に隔離されたんです。周りの目から隠すために。そして、その汚れた血が私で終わるように」

　大きな窓から、外の景色を眺めながら話す。

　十八年間、小さな窓から同じ景色ばかりを眺めてきたから、いくら眺めても飽きる気がしなかった。日の落ちた空には星が瞬き、暗くなった庭を王城から漏れた明かりが照らしていた。

　なんて豊かなのだろう。小さな噴水から弾ける水がキラキラとして、とても綺麗だ。まるで、絵本の中の世界みたい。

「血筋か……」

　ソファに座った男の人に、『くだらない』とでも言いたそうな笑みのこもった声を返され、苦笑いを浮かべた。

「あの王国にとって、それは絶対だったんです。だけど……そんなの間違っている。だから、革命が起きたって気付いた時、よかったとさえ思いました。これでこのおかしな制度は壊れるんだって」

　そこまで言ってから、ゆっくりと振り返る。そして、ひとり掛けのソファに座っている男の人と目を合わせた。

「私を殺さないんですか？」

　静かに聞くと、男の人は驚いたように目を大きくし……それから「殺さないよ」と少しだけ苦しそうに微笑む。

「なぜですか？　今回の革命は王族を滅ぼすことが目的だったはずです。私が生きている限り、成功とはならないでしょう？」

　納得がいかなくて聞くと、男の人は立ち上がり、ゆっくりとした足取りで私に近づいてくる。

　相変わらず、悲しそうな、つらそうな顔だった。

「そうでもない。厳しい身分差をなくすことがそもそもの目的だし、だとすればそれは王国が散った今、事実上解消されたことになる」

　目の前まで来た男の人が「だから、すでに成功している」と言い切るから、眉を寄せた。そんな私に続けて言う。

「それは、生き延びたのがもしも国王だとしても考えは変わらない。王座から退いた以上深追いするつもりはないし、そんな時間や労力は国の再建に注ぐのが正しいと思うから。……納得してもらえたかな」

　革命の目的はあくまでも身分差の解消であって、王族の生死ではないということだろうか。

　私をかばっているのか、グランツ王国の意向が本当にそうなのかはわからないけれど、これ以上粘ったところで仕方ないと思い話題を変える。

「……テネーブル王国は、これからどうなるんですか？」

　この国、グランツ王国に吸収されるのだろうか。

　そう思い聞くと、男の人はにこっと笑う。

「今回、俺たちはテネーブル王国の革命派の意見に賛同して力を貸したまでだ。だから、革命派の指揮をとっていたヤツが上手いことまとめて、国の再建は自分たちでするだろうから、俺たちはそれを見届けるだけだ」

「見届けるって……」

「ああ、でも、国が崩壊したって聞けばそこを攻め込んでくる国もあるかもしれないから、テネーブル王国は今後、グランツ王国の支配下に置くということで周辺の国には伝えている。再建に必死になっているところに邪魔が入るのはかわいそうだからね」

　手厚すぎるように思える対応に、自然と顔をしかめていた。

　だってそんなのおかしい。なんの利益もなしに他国の問題に介入するなんてありえない。

「無償で力を貸したんですか……？　リスクだってあったのに……。お人好しすぎませんか？」

　信じられない思いで聞いた私に、男の人が「ははっ」とおかしそうな声をあげる。

「たしかにそうかもしれない。だけど、協力してほしいと頭を下げられて、その目的が正しいと思えることで……そしてその力を自分たちが持っていたなら、ためらわず差し出すべきだと思ったから。苦しんでいる人が減るに越したことはない」

　綺麗な言葉に、押し黙る。

　そうだ……。本来、誰が相手でもそうあるべきなんだ。そして、それを国同士の問題にも当てはめてくるこのグランツ王国の人々は、とても心が豊かなのだろう。

　テネーブル王国だったら……あの国王だったら、見返りがないなんて考えられないことだ。自らはなにひとつ与えることはないのに、ただひたすらに与えられることだけを当たり前だと思い、平民を見下していたあの国王だったら。

「敵になったら話も別だけど、いい関係が築けている限り、手を取り合っていけたらそれでいい。それに、今回のことで手を貸したという恩は、テネーブル王国の国民の心の中には残り続けるわけだし、いざとなったらそこをつつかせてもらうこともあるかもしれない」

　口の端を上げて男の人が続ける。

「だから、完全な無償ってわけでもない」

「それでもテネーブル王国の人たちにとっては、救いだったに違いありません。……ありがとうございました」

　頭を下げると、男の人は呆気にとられた顔をしたあと、ふっと笑う。

　柔らかい表情ができる人だなぁと思う。

「クレアにお礼を言われることじゃないよ」

「あの……ガイルは、私と一緒に連れてこられた騎士は、無事でしょうか……」

　悪いようにはしない、とは言われたけど……それを信じていいのかはわからない。

　だから不安に思いながら聞くと、笑顔を返される。

「ああ、問題ない。ここよりは見劣りするけど個室を与えてあるし、怪我の手当ても済ませた。……ただ、クレアを心配して部屋を破壊して出ようとするから、部屋の物を壊したり逃げ出したりした場合、クレアの命は保証できないと脅してある」

　ガイルが暴れている様子が想像できるようで、ふっと力の抜けた笑みがこぼれる。

　別々の馬車に乗り込む際、ガイルは胸のあたりを押さえて痛そうに顔をしかめていた。それを見て心配に思っていたから、手当てしてもらえたならよかった。

「よかった……」と安堵の声を漏らすと、男の人は納得いかないといった目をする。

「俺は今、クレアの命は保証できないと脅したって話をしたはずだけど。ただ、あの騎士の無事を喜ぶだけでいいの？」

「……はい？」

　言っている意味がわからなくて聞き返すと、男の人は眉を寄せてから、はぁと息をついた。

「いや、いい。あくまでもあいつへの脅しであって本気じゃない」

　男の人が眉間から皺しわを消し、私をじっと見つめる。探るようなそんな瞳だった。

「あいつはただの傍付きの騎士なんだろ？　それがそんなに大事？　自分の命をかけても守りたいくらいに」

　塔でも同じようなことを聞かれた気がして、戸惑いながら「はい」と頷く。

　すると男の人はしばらく私を見てから「そうか」と小さな声で呟き、黙り込んでしまった。

　その様子に不安を覚えた私は、「あの……っ」と話しかける。

「ガイルは本当に悪い人じゃないんです。少しがさつなところはあるけど、優しくてまっすぐで……きっと、ここでだって役に立てるほどの剣術だってある。だから、ガイルを傷つけたりは――」

　すっと伸びてきた手に髪をひと掬すくいとられ、肩が跳ねる。びくっと反応した私を見つめる瞳は青色に光っていて……気付けば今までの穏やかな雰囲気が消えていた。張りつめたような空気に、ドクッと胸が不穏な音を立てた。

「そんなにあいつが心配だなんて妬けるな」

　手にとった髪に唇を寄せられ、身体がカタカタと細かく震え出す。

　私は今まで、異性はガイルとしか接したことがない。もちろん、ガイルはこんな風に私に触れることはなかった。だから……色気を漂わせた瞳に見つめられ、どうしていいのかわからなくなってしまう。

「ガイルは……私を守ってくれた騎士です。心配するのは当たり前でしょう」

　それでも震える声で言うと、男の人はまた半歩距離を縮める。

　つま先同士がぶつかりそうな距離に困り、うつむこうとした瞬間、顎を掴まれてくいっと持ち上げられる。彼が触れていた髪がパラリと胸の前に落ちた。

「その道理でいくなら。俺がクレアを守れば、俺のこともあいつと同じように心配してくれるということになる」

　私は、こんなに色気を帯びた声を聞いたことがない。耳に毒なほど甘く響く声に、呼吸が震えていた。

　吸い込む空気さえ甘さを含んでいるように感じるのは、気のせいだろうか。

「あなたが、私を守る理由はないはずです」

「クレアのことが気に入ったから、という理由だけではダメかな」

　どうにか離れたくて一歩後ずさると、腰に回された手でそれを止められる。グッと抱き寄せられると、もう逃げ場がなくて……端正な顔を見つめる以外できない。

　恐怖からじゃない胸の高鳴りが、身体中に響いていた。

「そんな発言は、騎士としてはあまりよくないと思います。私を誰だかもう一度考えた方が――」

「ああ、そうだ。自己紹介がまだだった」

　話を遮られて眉を寄せると、にこっと瞳を細められた。

「俺は、シオン。……呼んでみて」

　そんなことを、こんな至近距離から要求されても困る。

　だから、ぐっと黙り目を伏せると、「クレア」と催促するように名前を呼ばれ……その声が乗せる甘さに惹きつけられた自分に気付いて唇をキュッと結ぶ。

　そして、睨むように見上げながら小さな声で「……シオン、さん」と呟いた。

　途端に「……うん」と嬉しそうな声で返事をされ、ポカンとしてしまう。

　一体、なんのやりとりなの。

　幸せをめいっぱい広げたみたいな顔をするシオンさんに急に恥ずかしくなって、慌てて腕の中から抜け出そうとするも、さっきと同じようにシオンさんの腕に止められる。

「クレア。もう一度」

「嫌です。あんなくだらないやりとりひとりでやっててください……っ」

「それだと俺が馬鹿みたいだろ」

　私が抵抗しているというのに、ハハッと呑気に笑うシオンさんを睨みつけると、彼の親指がそっと私の唇に触れた。異性から唇に触れられるなんて初めてで驚くと、軽くそこを押しながらシオンさんが意地悪に瞳を緩める。

「どうしても呼んでくれないの？」

　しっとりとした色気を多分に含んだ声は、まるで脅迫みたいだった。

　唇の上を撫でる親指が、くっと下唇を軽く押すから、びくっと身体が揺れた。

　このまま口の中に指が入ってきたらどうしようと焦りに襲われ、困惑して見上げると、にこっと微笑まれる。

「どうかした？」

　どうかしてるのは、シオンさんの方だ。この人やっぱり変態なんじゃないだろうか。

「……ん？」

　いまだ唇の上を這う親指が、横に動いたり、イタズラに奥に進むような動きを見せたりとするものだから、その恥ずかしさに耐えきれなくなって白旗を上げる。

　もう、限界だ。精神的にも、胸のドキドキも――。

「シオンさん……っ」

「……ん。よくできました」

　目をギュッとつむり名前を口にすると、すぐにそんな言葉が返ってきて……親指が離れたと思い、胸を撫で下ろした瞬間。視界が一気に暗くなり、唇にむにっと、指とは違う感触があった。

　近すぎて焦点が合わなくて、それが、目を閉じたシオンさんだと、すぐにはわからなかった。でも、二度三度パチパチと瞬きをしているうちに、唇をペロッと舌で舐められたことに気付いてハッとする。

「な……っ、なに……」

　ドン、と胸を押すと、私がその衝撃で後ろによろけてしまい、転びそうになったところで「おっと」と腕を掴まれる。

　すぐにその手を振り払い、キッと強く睨みつけた。

「今っ、なにを……っ」

「その反応だと初めてだったのか。よかった。もしかしたらあいつとそういう関係かもしれないと思っていたから」

　軽く笑って言うシオンさんに声も出せない。

　だって今、この人私に……。

「ああ、そうだ。さっきの話だけど、無償で力を貸したっていうのは少し違う。テネーブル王国の革命派のヤツらが、あまりに上手い話で逆に信用できないって言うから、王城にあるものなら報酬代わりに持ち帰っていいという話でまとまったんだ。盗賊みたいだけど……まぁ、早い話が現物支給ってところかな」

　急に戻った話に頭がついていけずに困惑していると、シオンさんが意味ありげな笑みで続けた。

「俺は、特に欲しいものもないし、もらってくるつもりはなかったけれど……考えが変わった」

　思い当たった考えに青くなればいいのか、赤くなればいいのか、わからない。

「まさか、こんないいものが手に入るなんて思わなかった」

　事態についていけず、呆然としてしまう。

　自惚れじゃなければ……シオンさんが言っている〝いいもの〟というのは私のことだろうか――。

　伸ばした手で再び私の髪を掬いとり、そこに鼻をうずめるシオンさんの手を、振り払おうとも思えなかった。

　ただ、混乱することしかできない私を、細められた青い瞳が見つめていた。










簡単だよ。俺を好きになればいい




　シオンさんは、本人が言うには王室付きの騎士らしい。

　それは、テネーブル王国への侵攻の様子からなんとなくそうじゃないかとは思っていたけれど……だとしても、結構、位の高い騎士なのだろう。だって、こうして私に広い部屋や食事を与える権利を持っているんだから。そう考え、でも、それを命じたのは王子なんだと思い出す。

　そうだ。私は王子の命でここに捕えられているのだから、昨日のシオンさんの発言は冗談だったのだろう。

『まさか、こんないいものが手に入るなんて思わなかった』

　微笑みながら告げられた言葉を真に受けて戸惑ってしまった自分が恥ずかしい。

　王子……たしか、シド・エタンセルと言っていたっけ……。

　部屋には五、六人で囲めるほどの丸いテーブルに、ワインレッド色の張り地に上品な刺繍がほどこされた椅子がある。その一脚を窓際に寄せて座り、外を眺める。

　窓から見える景色の中に、朝日が半分ほど顔を出していた。たくさんの木々が朝の光に照らされキラキラと輝く。新緑が美しく色づいていて、小鳥のさえずりまで聞こえてきそうなほど朝の空気は澄んでいる。

　シオンさんには、朝は使用人が起こしに来るまで寝ていていいと言われたけれど、そういうわけにもいかないし、囚われている身でのんびり寝ていられるほど呑気でもない。

「シド・エタンセル……どんな人だろう」

　本当に、そのシド王子が命じて私をここに留めているのだとしたら、一体、なにが目的なのだろう。取引の材料として使うにしても、テネーブル王国が事実上崩壊した以上、いくら王族といっても私にはなんの価値もない。

　他の国に売り飛ばすだとか、それくらいしか、今の私に価値は見出せないはずだ。

「売り飛ばす……」

　そう考えた途端、背中が冷たくなりブルリと身体が震える。

　人身売買が裏で行われているのは、世知のない私でも知っていることだった。取りしまってはいるけれど、昔からずっとなくならないと母から聞いたことがあったから。

　十歳を越えた若い男女が被害に遭いやすいらしい。若い男性は労働力として使えるからで、若い女性は……。

　その先を考え、ブルブルと首を振る。

　テネーブル王国の王城に革命派とグランツ王国の騎士が攻め込んできた時、死ぬ覚悟を決めたっていうのに……ここに連れてこられてからの数日で気が緩んでしまったのか、自分のこれからを考えると恐怖を感じた。

「落ち着こう。大丈夫。直面してから考えればいい」

　わざと声に出し、自分に言い聞かせる。

　恐怖を感じ取り、ドクドクと嫌な音を立てる胸の前で、そっと手を握りしめた。

　その拍子に肩にかけていたショールがぱさりと床に落ちた。それを座ったまま拾い上げ、白いレースのショールに視線を留める。

　あの塔からグランツ王国に持ち込めた物はほとんどなく、衣服に関しては着の身着のまま連れてこられたから、着替えなんて用意していなくて困った。でも、シオンさんはそんなことはお見通しみたいな顔をして、すぐさま用意してくれた。

『クレアは肌が白いし、濃い色も淡い色も似合うと思う。でも、デザインが派手なものはあまり好きじゃなさそうだから、そのへんを考慮して選んでみたけど……どう？』

　シオンさんがキラキラした笑顔で持ってきてくれたのは、色とりどりのドレスだった。淡いピンク色や黄色、黄緑色。シオンさんの瞳と同じ青色もあった。

『着られればなんでも構いません。……でも、こんなに高価そうなドレスを私が着ていいのでしょうか？』

　まるで王族が身につけるようなドレスに、囚われの身である私が袖を通すのは分不相応ではないかと不安になり聞くと、シオンさんは軽く笑った。

『いいもなにも、クレアのために用意したものだから遠慮する必要はないよ。ただ、急だったから、サイズが少し合わないかもしれないけど……すぐにクレアに合うものを仕立てさせるから』

『仕立てさせるって……それも、王子の命なのですか？　あの、王子は一体なにを考えて……』

『そのためにもサイズを計らないと。ほらクレア、ドレスを脱いで俺に身を預け――』

『きゃぁあっ！　どこ触ってるんですか……っ！』

　ウエストを撫で上げてきた手に、とっさに拳が出てしまい、それがシオンさんのお腹に入ってしまったのは昨日の朝のことだ。

　あの人は、なんでああも緊張感がないのだろう。どこまでふざけているのかがわからない。シオンさんの笑顔を思い出すと、気が抜けてしまう。

　もっとも、シオンさんは意図的にあんな風にしているのかもしれない。なんとなくだけどシオンさんは、その場を明るくしたり、やたらとしっとりとした色気を含ませたり、緊張感を持たせたりと、空気を操ることに長けている気がするから。

「騎士って言ってたけど……」

　ガイルとはあまりに違って思え、いろんな騎士がいるんだなと感心していると、コンコンコン、とノックが響きドアが開く。

　見ると、シオンさんが入ってくるところだった。続いて運び込まれたのは、今日の朝食だろう。焼きたてのパンの匂いが部屋に広がる。

　椅子に座って考えごとをしていた私に近づいたシオンさんがにこりと微笑む。

　無意識にホッとしたのは……パンのいい匂いになのか、それともシオンさんの存在になのか。

「おはよう、クレア。よく眠れた？」

　シオンさんは、腰を折って私の耳の上あたりの髪に鼻を埋める。

　最初は抵抗があったけれど……もう三日目となれば注意する気も起きなかった。人の髪の匂いを嗅いでなにが楽しいのかわからないけれど、いろんな趣向の人がいるのだろうと片付ける。

　天は二物を与えずというくらいだし、シオンさんは完璧な外見と引き換えに、少し残念な趣向になってしまったに違いない。

「おかげさまで。ふわふわしたベッドにもやっと慣れました」

　与えられたベッドは、おかしいんじゃないかというほど柔らかくて、横になると身体が沈み込むものだから、初日はほとんど眠れなかった。それでも二日目の昨日はようやくその不安定さにも慣れ、なんとか眠りにつくことができた。

「このベッド、そこまで柔らかいわけでもないと思うんだけど……。クレアは硬めの方が好みなのかな。必要なら用意させようか」

　髪の匂いを嗅いで満足したのか、シオンさんはベッドまで行くとマットレスを手で押し、弾力を確かめる。

「いえ、大丈夫です。柔らかいのが苦手というわけではなくて……これまで使っていたのが硬いものだったから、慣れないだけです」

　言った途端、「そうか……」とシオンさんが沈んだ声を出すから、ため息をつく。

「別に、私は不自由な思いをしてきたわけじゃないですから、いちいち不ふ憫びんに思うのはやめてください。硬いベッドだって不満に思ったこともなかったし快適でした」

　眉を寄せて言うと、シオンさんがハッとした顔をしてから「すまない」と謝る。それから「朝食にしようか」と明るく笑った。




　テーブルの上に並べられたのは、サラダにベーコン、卵料理にコーンスープ、そして焼きたてのパン。

　ここに来て三日目となるけれど、料理の種類がたくさんあることにはまだ慣れない。あの塔では、スープとパンが大量に出されるだけだったから。

　敵か味方かもわからないここでの方が、衣食住すべてが豪華だなんておかしな話だ。

　ひと口大にちぎられたレタスを口に入れると、瑞々しさが溢れる。生野菜はここに来てから初めて口にしたけれど、食感が新鮮でとても気に入っている。

　自然と「美味しい」と言葉がこぼれ、それを見ていたシオンさんが微笑むから、バツが悪くてすっと目を逸らした。

「そういえば、クレアと一緒に連れてきた騎士……たしか、名前は……」

　私と一緒に朝食をとりながら思い出そうとしているシオンさんに「ガイルです」と教えると、「ああ、そうだ。ガイル」と明るい笑みを返される。

「あいつ、驚異の回復力で怪我はもうそこまで痛まないらしい。だから、クレアが望むなら顔を合わせて話せるように場を設けるよ。もちろん、逃げる可能性も考えられるから、第三者も立ち合わせることになるけど……どうする？」

　予想もしない提案をされて、返事が一拍遅れてしまった。口に運ぼうとスプーンを持っていた手も、止まってしまう。

　もちろん、会って話がしたい。無事だとは聞いているけれど、実際に顔を見ない限り完全に安心はできないから。でも……。

「いいんですか……？」

　なんでここまで親切にしてくれるのかがわからなくて、少し疑うような聞き方になってしまった私を、シオンさんが笑う。

「いいよ。誤解されていると嫌だから言っておくけど、俺は、クレアをいじめるためにここに連れてきたわけじゃない。今はまだ難しいけど、逃げないと俺が判断したら、もっと自由だって与えるつもりだし。そのうち、ここが快適だと思ってくれるといいなと思ってる」

　敵とまではいかなくても、私はグランツ王国の軍が攻め入った国の王族だ。周りには極力秘密にされてきたけれど、テネーブル王国の国王に認知だって一応されていたはず。

　だから、「なんで、そんなによくしてくれるんですか？」と本音を漏らすと、シオンさんはにっこりと微笑む。

「気に入ったからだと、伝えたはずだけど」

　ここに連れてこられた初日のことが頭をよぎり、そういえばそんなことを言っていたと思い出す。

「ああ……冗談だと思ってました」

　ポカンとしたまま言うと、シオンさんが「ひどいな」と困り顔で笑う。

「誰にでもキスする男だと思われてたなら心外だな」

　本当に傷ついたように眉を下げたシオンさんに、頷くこともできず……もごもごと口を動かした。こんなにショックを受けるなんて思っていなかったから、予想外の反応をされて対応に困る。

「だって急でしたし……あの、ああいうことは、想いを寄せる相手にすることだと、本では読みましたけど……」

　たしかにそう書いてあった。

　本当にそうなのかは、さすがに恥ずかしくてガイルに聞けなかったけど。

　ぼそぼそと言い訳みたいに話すと、シオンさんはきょとんとした顔をしたあと、「本……？」と不思議そうに聞くから頷いた。

「はい。本で知るか、ガイルに聞くかしか物事を学ぶ機会がなかったので」

　答えた途端、また悲しそうに眉を下げたシオンさんに、すぐさま「同情するのはやめてください」と釘を刺すと、困ったような顔で笑われる。

「ごめん。……キスの話だけど。クレアの言う通りだよ。まぁ、そうじゃないヤツもいないとは言わないけど、俺の場合は、その本の通りにとってもらっていい」

　ニッと弧を描いた口元に、ドキリと胸が跳ねる。

　この人は、急に色っぽい表情を浮かべるから困る。見るたびに驚いて、心臓が騒がしくなるから。

「そうですか」

　真面目に受け取る必要はないのだと自分に言い聞かせながら返事をすると、シオンさんが柔らかい笑みで告げる。

「俺は、好きな子が苦しんでいる顔を見て喜ぶような趣味はないし、できたらいつでも笑顔でいさせてあげたい。だから、クレアの態度次第ではさっきも言った通り、自由だって与えるつもりでいる」

「私の態度次第……？」

　引っかかりを感じて聞いた私に、シオンさんは優しく目を細める。

「簡単だよ。俺を好きになればいい」

「……はぁ」

　朝から眩しいほどの笑顔と響きのいい声で言われ、パチパチと瞬きをしてからそう返事をする。

　シオンさんは私の反応が予想外だったのか、驚いたように「……それだけ？」と眉を寄せた。物足りないとでも言いたそうな顔だ。

「いえ。いろいろ思うことはありますけど、頭がついていかないんです。拷問されるわけでもなく衣食住を与えられ戸惑っていたら、今度は好きになれと……いよいよ夢かと思ってきました」

「夢ならさっき見終わったはずだけど。そのベッドで」

　ふわふわの柔らかいベッドを視線で示すシオンさんをじっと見て……持っていたフォークをお皿に置く。

「出会って数日しか経っていない相手にそんな気持ちになるなんて、夢だとしか思えません」

「そうかな。人の感情がどう動くかなんて自分にだって予想できないものだと思うけど。実際、俺はそうだしね」

　最後、言葉に含みを持たせたシオンさんが、意味ありげな笑みを浮かべるから、ひとつため息を落とした。

　シオンさんの言っていることはわかる。私は恋をしたことはないけれど、時間をかけて育む恋もあれば、一瞬で燃え上がる恋もあるのだろう。

　だから、シオンさんの言葉自体を否定する気はない。ただ……。

「これが現実で、もしもさっきのシオンさんの言葉が本気だとするなら」

　そう前置きすると、シオンさんがすぐに「現実だし、本気だよ」と笑った。

　私を傷ものにしてやろうっていう気持ちで言っているならまだわかる。でも……シオンさんはおそらく、そんな人じゃない。

　冷たく感じることもあったけれど、この人の声はいつも温度があったから。

「私がテネーブル王国の王族だってことを思い出してください。そんな女に気まぐれでも現うつつを抜かしているなんて、この国の国王や王子が知ったら悲しみますよ」

　膝に置いていたナフキンで口元を拭いながら言う。

「国王や王子は、シオンさんを信頼して王室付きの騎士にしたんでしょうから」

　王室付きの騎士なんて、剣の腕だけではなれない。腕が立って、なおかつ信頼の置ける人間だと判断されなければ無理だろう。シオンさんは一見呑気そうだけれど、今の地位につくまでに相当な努力があったはずだ。

「せっかくシオンさんが積み上げてきた信頼を、こんなことでなくすのはよくないです。正直、髪の匂いを嗅いだり、ベタベタ触ってきたりする趣向はどうかと思いますが、せっかく剣の腕はたしかなんですから」

　そこまで言ってから、視線を上げ、シオンさんを見た。

「さっきの言葉は聞かなかったことにします。いつか大事な女性ができた時に、また言ってあげてください」

　そう微笑んでも、シオンさんはしばらく驚いたように呆然とした表情を浮かべていて……そのうちに、ふっとそこに笑みを広げた。

　こういう、柔らかい表情が似合う人だなぁとしみじみ思う。

「俺は、個人的には身分や立場で人間を量るのは好きじゃないし、間違っているとも思う。だから、テネーブル王国の革命派に力だって貸した」

　食事を終えたシオンさんが、食後にと使用人の方が淹れてくれた紅茶に手を伸ばす。そして、白いカップに口をつけながら言う。

「でも、クレアを見ていると、姫って立場がぴったりに思う。芯があって優しい」

「私は姫でもなんでも……」

「だから、やっぱり俺はクレアが気に入っているし、こうして一緒に過ごすたびに惹かれていく。そこは嘘をつけないしつく気もない」

　さっき私が言ったことを否定するシオンさんに思わず顔をしかめると、笑顔を返された。

「でも、俺の立場を考えてくれてありがとう」

「だから、その立場をもっとシオンさん自身が大事に……」

「ああ、そうだ。紹介するよ」

　わざとなのか、さっきから私の言葉を最後まで聞いてくれないシオンさんにムッとしていると、彼は部屋の隅に立っていた使用人の方をテーブル近くに呼ぶ。

　私と同じ歳くらいの女の子で、綺麗な顔立ちをしていた。赤茶色の髪は肩の上で切りそろえられていて、瞳はシオンさんと同じ青色。足元まである黒のワンピースに白いエプロンというのが、ここの女性使用人の制服らしい。

「彼女は、ジュリア。これからクレアの身の回りの世話を任せることにしたから、不便なことがあったらなんでも言ってくれていい」

　そう紹介されたジュリアさんがにこりと微笑む。

「ジュリアです。私は基本的にクレア様の近くにいますので、遠慮せずなんなりとお申しつけください」

「……よろしくお願いします」

　身の回りの世話なんて言ってはいるけれど、早い話が見張り役なのかもしれない。騎士であるシオンさんがずっとここで見張るわけにはいかないから、代わりに……ということなのだろう。

　これも、シド王子の命なのだろうか。

「じゃあ、俺はそろそろ午前の任務につかないと。名残惜しいけど」

　立ち上がったシオンさんは、椅子に座ったままの私に近づくと手をとり、その甲に唇を寄せる。

　これはもう、この人の癖なんだろうと諦めた。

　私は今まで母とガイルくらいとしか親しく接していない。だから、比べようがないけれど、シオンさんは、おそらく、他人との距離感がものすごく近いのだと思う。人柄も軽い……というか、やたらと友好的だし、これくらいは挨拶同然で、なんでもないのだろう。

　だから数日前のキスだってきっと深い意味なんてないのだと、今でも思い出すたびにドキドキしてしまう胸に言い聞かせる。

　いちいち驚いて抵抗するんじゃなくて、こういう人なんだと受け入れなきゃダメだ。私が思う常識や普通なんて、あの塔の中で、ごくわずかな人間を見て築き上げたものなのだから、それを基準にしていても仕方ない。

　数年前、病床で、母が言っていたことを思い出す。

『本当につらくて仕方なくなったら、そういうものなんだって簡単に片付けて受け入れちゃいなさい。間違っても、考えすぎて〝自分のせい〟なんて結論を出さないで』

『楽観的っていうんでしょ？　本に載ってたよ』

　得意げに言った私に、母は嬉しそうに笑った。

『よく知ってるわね。そう、楽観的にね。どうか、あなたの置かれた立場を重く捉えすぎないで。少しでもたくさん、幸せになって』

　お母様こそ、と言いたくなったのをのみ込んで『うん』と答えたのは、母は私が頷くことを望んでいるんだとわかったから。安心したように微笑んだ母を、今でもしっかりと覚えている。

　楽観的に……か、と高い天井に母を思い描き、考える。

　母がこの状況を見たら、なんと言うだろう。あの塔から解放されたことをまず喜ぶだろうか。そして、これから先のことを楽観的に捉えろと言うだろうか。

「夕食の時にまた」

　そう微笑んだシオンさんが部屋から出ていく。その後ろ姿を、椅子に座ったままぼんやりと見つめていると、「お済みになった食器をお下げしてもよろしいでしょうか」と聞かれ、振り向いた。

「はい。お願いします」

「では、失礼いたします」

　ジュリアさんが、シオンさんが使った食器をワゴンにのせていく。それを手伝うために席を立とうとすると、「クレア様は、ゆっくりなさっていてください」と止められてしまった。

「でも……もし許されるのでしたら、自分で使ったものくらいは自分で下げさせていただきたいです」

　塔で過ごしていたときも、使った食器をトレーに片付けるくらいのことは自分でしていたし、ただ見ているのも落ち着かない。

　だからお願いすると、ジュリアさんは驚いたように目をパチパチとさせてから笑う。

「そうは言っても、シオン様は許してくれないと思いますけど」

　その態度に親しみやすさを覚える。今まで来てくれていた使用人さんは、こんな風に笑ったりはしなかったし、私との間に引いている一線が見えるようだったけれど、ジュリアさんは少し違うように感じた。

「シオンさんって、随分明るくて友好的ですけど……いつもあんな感じなんですか？」

　目の前の食器が片付けられていくのを見ながら聞くと、ジュリアさんは「んー」と首を捻る。

「まぁ……基本的に人懐っこいし。友好的っていうのも、外面だけで判断するならそうでしょうね。誰にでも同じような態度と笑顔で接していますから」

「それは……どんな折り合いの悪い人が相手でも、という意味でしょうか」

〝誰にでも〟というのは、自分がどんなに嫌いな相手でもその感情は見せずに笑顔で接すると、そういう意味だろうか。

　ジュリアさんはじっと私を見たあと「ですね」と短く答えた。その声が慎重さを含んでいるように思え、そこにこめられた重みみたいなものを感じた。

　折り合いの悪い相手、という言葉に、テネーブル王国の国王や王妃、王子や姫たちを思い出す。顔を合わせたのはほんの数回だけれど、私や母を、蔑さげすんだ目で見ていたっけ。まるで汚いものでも見るように、見下していた表情や態度がまざまざと脳裏に浮かぶ。

　幸いにも私は、彼らと接する機会はごくわずかに限られていたから、笑顔を取り繕う必要もなかったけれど……騎士であるシオンさんの場合は違うのだろう。

　騎士団には階級制度だってあるはずだ。大勢の中で切せっ磋さ琢たく磨ましているといえば聞こえはいいけれど、上位をかけて争うことはプラスの面だけではない気がする。王室付きということは王城で暮らしているのだろうし、あまり気が抜ける時間はないのかもしれない。このグランツ王国がテネーブル王国ほど立場にものを言わせないおおらかな考えを持つ国だとしても、権力争いがまったくないわけでもないはずだ。

　なのにあの人は、私の前では疲れた顔ひとつ見せない。いつもニコニコして、そういう暗く重たい部分は隠してくれている。

「そうなんですね……」

　声が沈んで聞こえたのか、ジュリアさんは、困ったように笑う。

「クレア様が心を痛める必要はありませんよ。まぁ……シオン様は立場もあるから、他の人よりもいろいろ面倒なのは確かですけど、そんなにヤワじゃありませんし」

「立場……王室付きの騎士ってことですか？」

　ジュリアさんは、テーブルクロスを交換しながら「あー、えっと……」と迷っているような声を出す。

　囚われの身で立ち入ったことを聞いてしまっただろうか。

「答えにくいようでしたら……」と質問を取り下げようとすると、すぐに「あ、違うんです。考えていたのはこっちの事情なのでお気になさらず」と笑顔を向けられた。それから、「うん」とひとつ頷いたジュリアさんが口を開く。

「グランツ王国には王室付きの騎士団が、四つあるんですけどね。シオン様は第二騎士団の団長なんです」

「え……団長って、でも、シオンさんお若いですよね？」

　実際の年齢は知らないけれど、私よりいくつか年上くらいだと思っていただけに驚く。

「今年二十三……四だったかな。まぁ、団長としては若いですけど、ここは年齢よりも腕を買うので。シオン様の場合、人懐っこい性格のおかげで騎士団に属する年長者から反対意見も出なかったですし、そういう理由もあるかと」

　たしかに、あのキラキラした笑顔でこられたら、年長者からは可愛がられそうだ。

　すぐに頭の中にポンと浮かぶシオンさんの笑顔に、ふっと笑みをこぼしながら「たしかにそうですね」と呟く。

　するとジュリアさんは、私をじっと見たあと静かに言う。

「さっきの話ですけど。あの人はいつも、誰が相手だって笑顔を絶やしませんけど、クレア様相手の時には、その笑顔は作りものじゃないと思いますよ」

　予想もしていなかったことを言われて驚く私を、ジュリアさんがじっと見つめてくる。まるで感情を探られているようで、居心地の悪さに目を伏せ……それから、ゆっくりと口を開いた。

「シオンさんは、私がどこの誰なのかを理解していないんだと思います。……いえ。シオンさんだけじゃなく、シド王子も。捕えられた身である私によくする理由がわからないですし、正直なところ、戸惑いしかありません」

　綺麗なドレスも、美味しい食事も、ふかふかのベッドも。嬉しいけれど、そこまでしてもらえる理由がわからなくて怖い。

　シオンさんの話を聞いて、この国が情や正義を大事にするというのはわかったけれど……それでも、今のこの扱いをすんなり受け入れることはできなかった。

「ただ、与えられるだけの今のままじゃ……自分の存在する意味がわからなくて、時間をどう過ごせばいいのかがわからないんです。足元が見えなくて」

　あの塔では、こんな風に感じたことはなかった。あそこで暮らすのが私の義務だと思っていたし、母とガイル以外から優しさや情をかけられたことも一度もなかった。

　それが今は……出会って三日しか経たないシオンさんにこれでもかというほど甘やかされていて、それが落ち着かない。

　うつむいて目を伏せていると、ジュリアさんがしばらくしてから言う。

「そんなの、ただ図々しく受け入れとけばいいんじゃないですか？」

　あまりの言い分に顔を上げると、ジュリアさんがきょとんとした顔で私を見ていた。

「でも、理由もないのに……」

「理由だったら、さっきシオン様が言っていた通りだと思いますよ。クレア様を気に入っているから、点数稼ぎをしたくて、いい顔してるだけですよ。好きにこき使って放っておけばいいんです」

　あっさりと言われて呆けていると、そんな私をジュリアさんが不思議そうな目で見つめた。

「綺麗なお顔をしてるから、男を手玉にとるのはお手のものだと思っていたのに……全然そんなことないんですね。驚きました」

「手玉……？」と思わず眉をひそめると、ジュリアさんが「ああ、すみません。言葉が悪かったですね」と笑う。

　手玉って、どういう意味だろう。

「この国は基本、立場では人を見ないんですが、さすがに王族となるとそういうわけにもいかないでしょう？　だから、王妃様や姫君は割と性格が毒々しい方が多いんです。せっかくお顔は綺麗なのに」

　テネーブル王国の妃や姫たちを思い出し、ああ、と思う。たしかにそうだった。

「だから、クレア様があまりに真面目なことを言うので驚いちゃって。〝私って顔がいいからこんなによくしてもらえるのねー。まぁ当たり前だけど〟って他の姫が片付けそうなことを、そんなに根を詰めて考えてらっしゃるので」

　ふふっと笑ったジュリアさんが「でも、考えすぎも美容に悪いですよ」と軽い口調で言う。

「人生、楽観的に考えるのが一番の長生きの秘訣だって、うちの祖父が言ってました」

〝楽観的〟という響きに、母の微笑みが浮かび……ふっと笑みが漏れる。

「ありがとうございます」

　沈みかけていた気持ちを浮上させてくれたことにお礼を言って頭を下げると、「お姫様に頭を下げられたのなんて初めてです」とジュリアさんは驚いたように言った。

　だけど、そのあと「手玉って、どういう意味なんですか？」と聞いた私に、複雑な表情を浮かべ答えを濁した。










迷子にならないように繋いでいようか




「クレア！　無事だったか！」

　部屋に入ってきて私を見るなり、ガイルが安心したような笑顔を見せた。

　五日ぶりの再会に、私も胸を撫で下ろしながらガイルに駆け寄る。

　場所は、私が与えられている部屋。シオンさんが言ったように、ジュリアさん立ち会いのもと、面会は約束通り行われた。

　大きくて厚い胸に飛び込むと、怪我したあばらが痛むのか、ガイルはわずかに唸るような声をあげながらも、私の背中を抱きしめる。

「ガイル……よかった、元気そうで……」

「おー。正直、ここの飯はテネーブル王国で食ってたもんよりうまいし、部屋も広いしで快適だった」

　素直な感想にクスクスと笑うと、「でも」とガイルが続ける。

「おまえのことだけが心配だった。だから、本当によかった」

　ぎゅうっと優しくも力強く抱きしめるガイルに、じわっと浮かんでしまった涙を隠すように私も抱きしめ返した。




「しかし、そうしてると本当に姫みたいだな」

　テーブルの向かいの椅子に座ったガイルが笑う。

　塔で暮らしていた時も、いつもガイルは向かいに座っていたから、なんだか懐かしかった。

　テーブルの上には、ジュリアさんが淹れてくれた紅茶が湯気を立てている。

　ガイルが『そうしてると』と言ったのは、私のドレスのことだろう。塔ではドレスではなく、平民の娘が着るような、くるぶしまでのワンピース姿だったから。

　今日着ているのは、オフショルダーの青いドレスだ。肩を出したままにするのは慣れていないから、透けない素材の白いストールを羽織っている。ふわっとした形のスカートは、動きづらいし足がスースーして、いまだに落ち着かない。

「私も、こんなに豪華なドレス、ここに来て初めて着た」

　苦笑いを漏らすと、ガイルが「だよな」と笑う。

「しかし、おまえ相当気に入られてるんだな。ドレスとかこの部屋用意したのってシオンだろ？」

　当たり前のようにシオンさんの名前を出されて驚くと、それに気付いたガイルが説明する。

「見張りって意味だと思うけど、シオン、俺んとこにも日に一度は顔出して話してくんだよ。怪我の痛み具合とか、剣の話とか……まぁ、ほとんどはクレアの話だけど」

「私？」

「そ。クレアは今までどう育ってきたかとか、他の王族とはどう接してたかとか……あと、俺とクレアが本当に恋仲じゃないのかとか。俺にとっては大事な家族みたいなもんだって言っても、どうも納得しねーんだよな、あいつ」

　背もたれに背中を預け、天井を仰いだガイルが、あばらに走った痛みにか少し顔をしかめる。だから「気を付けてよ」と心配して声をかけると、それまでただ傍ぼう観かんしていたジュリアさんが言う。

「あの人、育った環境が少し複雑だから他人同士を結ぶ情みたいなものが理解できないんですよ。だから今まで、どんなに想いを寄せてくれる子がいても冷たく切り捨ててきたみたいです」

　壁際に立ったまま淡々と言われた言葉に驚く。

　だって……とてもじゃないけど、そんな風には思えなかった。

　あんな柔らかい表情を浮かべられる人が、しっとりとした優しい声で話す人が、女の子を冷たく切り捨てるなんて……嘘だとしか思えない。

「でも……シオンさん、優しいですよね？　趣向とか少しおかしな部分はありますけど、いつも気にかけてくれますし、私が言葉にしない部分まで気遣ってくれて……」

「ですから言ったでしょう。クレア様への態度は別だって」

「……それこそ、何度も言ってますけど、私は五日前に初めてシオンさんに会ったんです。そんな私に情が注げるなら、どんな子が相手だって優しくできると思います。私をかわいそうに思って同情しているっていうなら、話もわかりますが」

　紅茶のカップを口に運びながら言うと、ジュリアさんは少し黙ったあと、静かに話し出す。

「人間の本性が現れるのは、生死がかかった時だっていいます。それは言葉通りに自らの命をかけた状態だったり、富や名声を得られるかどうかの瀬戸際だったりするんでしょうけど。人間の本質は、そういうギリギリの場面にこそ現れやすい」

　たしかにそういうものかもしれない、と想像している私を、ジュリアさんがじっと見つめてくる。青い瞳がシオンさんと重なって見えた。

「クレア様は、ご自分の身を呈してガイル様を守ろうとした。それこそ、命をかけて。そこに、誰かを想う気持ちを見て驚いて……感動したらしいですよ。本当に他人に対してそこまでの気持ちが抱けるのかって。そして、自分もこの子をまっすぐに想いたいし、想いを返されたいって思ったらしいです」

　ジュリアさんが最後に嫌そうな顔で、「数日前、キラキラした顔で延々語られて、心底うっとうしかったです」と付け足す。

「身を呈して……」

　ジュリアさんの言葉に、塔での出来事を思い出す。私がガイルをかばいに入った時、そういえばシオンさんは驚いた顔をしていたかもしれない。

『アンタは姫で、こいつはただの騎士だろ？　盾にすることはあっても、その逆は初めて見た。姫のアンタが直々にこいつを守らなきゃいけない理由でもあるのか？』

　そう聞いてきたシオンさんは、心底わからないという顔をしていた。

『守らなきゃいけない理由はなくても、私が、ガイルを守ってはいけない理由もないはずです』

　そして、私がそう答えたのを聞いたあと、なにも言わず剣をしまったのを覚えている。

　でも……あんなことだけで？

　そこが納得できなくて黙ると、ジュリアさんがふっと笑った。

「今までずっと、あの人は、決して一過性ではない、揺るがない愛情を求めてるのかなぁと思ってたんですけど……それこそ母性みたいなそういうものを。でも、それ以上に愛したかったみたいですね。安心して想いを注げる先を見つけて、ちょっとうっとうしいくらいに生き生きしてますから」

「クレアに会うまでは違ったってことか？」

　ガイルが不思議そうに聞くと、ジュリアさんが笑顔をわずかに崩す。

「そうですね。日々をもっと淡々と過ごしていました。感情の起伏が少なかったとでもいうんでしょうか。常に笑みは浮かべていましたけど、どこかつまらなそうでしたし」

「ああ、そういやそうだったかもなぁ。酒場で飲んだ時、結構グチグチ言ってたのを覚えてる」

　納得したように言い、カップに口をつけたガイルが、私を見てニッと口の端を上げた。

「だから言ったろ。ああいうヤツはおまえに惹かれるんだって」

　まるで、どうだ！とでも言いたそうな笑顔に、塔での会話を思い出す。ガイルが、酒場でシオンさんに会った時の話を。

　たしかに言われたかもしれない……と口を尖らせると、楽しそうに笑われた。

　自信満々の顔に腹が立つ。

「おまえは本でしか知らないから受け入れにくいかもしれないけど、そういうもんは理屈じゃねーんだよ。特に男の場合は本能に近い」

「恋愛のひとつもしたことない人がよく言う……」

「俺の恋人は剣だからな」

「大事な恋人を随分簡単に取り上げられちゃってかわいそうに」

　ガイルがぐぐっと黙ったところでスッキリして笑う。それから、ジュリアさんに視線を移した。さっきからどうしても気になっていることがあるのだ。

「あの、ジュリアさんはどうして、シオンさんのことをそんなによく知ってるんですか？」

　今日、朝食の席でシオンさんから、ふたりが王城で暮らしてることは聞いた。だからお互いに色々知っていてもおかしくないのだろうけれど……少し、詳しすぎるような気もする。

　シオンさんが誰にでも同じ笑顔で接しているというのが本当なら、ジュリアさんはなんでそれに気付いたのだろう。シオンさんが、ジュリアさんには〝その他大勢〟に向けるものとは違う、素直な感情を見せたから……？

　そんな風に思い答えを待っていると、ジュリアさんはきょとんとした顔をしたあと、ニッと口の端を上げる。

「まぁ、長い付き合いですから。でも、クレア様が心配するような関係ではありませんので、お気になさらず」

「別に心配したわけでは……」

　やきもちだと思われてしまったのがわかって訂正しようとする私に、ガイルが目配せをしてきた。どうしたのかと思っていると、ガイルがテーブルの上になにか紙切れみたいなものをスッと差し出したところだった。

　ジュリアさんからは死角になって見えない位置に置かれた紙切れ。

　驚いている私を見て、ガイルが視線で頷いてから、ジュリアさんに話しかける。

「悪いけど、紅茶おかわりしていいか？」

　ガイルが頼むと、ジュリアさんは「かしこまりました」と背中を向けた。そして、彼女がワゴンの上にあるティーポットにお湯を注ぎ始めたところで私は紙切れを手に取り、テーブルの陰になるようにして中を確認する。

【シオン、第二騎士団の団長だって話だけど、それにしては権力が大きい気がする。隙を見て調べてみる。もしもおまえがここの暮らしに耐えられなくなったら俺の部屋に来い。二階の一番西の部屋だ。死ぬ気でおまえを逃がしてやる】

　顔を上げると、微笑んだガイルと目が合う。

　ポンポン会話をやりとりしていたさっきまでとは違い、優しい顔だった。その瞳は細められていたけれど、強い意志がこもっていて……キュッと口を結んでから頷いた。

【こんなもんしか用意できなかったけど、逃げ出す時、なにもないよりはマシだろ。やり方わかるよな？】

　メモに挟まっていたのは、一本の細い針金だった。

　武器になりそうなものは、テネーブル王国を出る時に全部取り上げられた。これはきっと、ガイルがここに連れてこられてからどうにか探してくれたものなんだろう。

　銀色の針金を握りしめながら、唇を噛みしめていた。

　この五日間、たくさん心配をしてくれたのだろう。軽口を叩いたのだってきっと、私を安心させるためだ。

　それが文字から伝わってきて、うっかり涙が浮かびそうになってしまう。

　そんな私に気付いてか、ガイルが明るい声で言う。

「しかし、この国のベッドは随分柔らかいよな。初日は首を寝違えて大変だった」

「……クレア様も慣れないようでしたが、テネーブル王国のベッドはみんな硬かったんですか？」

　不思議そうにしながらカップに紅茶を注いでくれるジュリアさんには見つからないよう、瞳の端に溜まった涙を拭った。




　シオンさんが急に、「少し外に出てみようか」と言ってきたのは、翌日の午後だった。午後の仕事を二時間ほど抜けたらしいシオンさんに連れられるまま向かったのは王城の中庭だった。

　グランツ王国の王城は広大な敷地の真ん中に建てられていて、その周りを城壁が囲っている。正門があるのは北側で、この中庭があるのは王城の南側だった。

　王城がもうひとつ建てられるほどの広さがあるそこには、たくさんの花が咲き誇っていた。抜けるような青い空には白い綿みたいな雲がぽかぽかと浮いていて、穏やかな風を受けてゆっくりと流れていく。じっと眺めていると、雲は大きくなったり長くなったり、千切れて薄くなったりと、数秒ごとに形を変えていた。

　ずっと小さな塔の中で暮らしていた私にとって、こんなに広い世界を感じたのは、生まれてから初めてで……あまりの感動に胸が震え、声を失った。

　壮大な世界にぽつんと立つ自分がおぼつかなく感じ、思わず一歩よろけてしまうと、隣にいたシオンさんが支えてくれる。

「大丈夫？」

「はい……すみません。あまりに……あまりに広くて、高くて美しくて、自分がどこにいるのかわからなくなっちゃいました」

　塔から出てこの国に来るまでは、こんな風に景色を眺める余裕はなかった。馬車の中から見る外の世界は小さな四角い窓越しだったし、与えられた部屋の窓から見るのとも実際に肌で感じる感動がまるで違う。枠のない大きく広い空間に圧倒されて驚くばかりだった。

　塀の遥か向こうに見えるのは、山だろうか。山の地面はどうなっているのだろう。ここから見える通り、緑一色なんだろうか。足で踏んだら、どんな感触がするのだろう。

　希望にも似た疑問がどんどん浮かび上がり、視線を動かせない。

　そんな私の手を、シオンさんがギュッと握った。

　ようやく景色から視線を移すと、私を見下ろして嬉しそうな微笑みを浮かべるシオンさんがいて……外の光のもとで見ると、余計に綺麗だなと思った。

　周りにはとてつもなく美しい世界が広がっているというのに、シオンさんの優しい笑顔がそれ以上に魅力的に見え、思わず目が離せなくなってしまう。

「迷子にならないように繋いでいようか。クレア、景色に夢中で転びそうだから」

　否定はできずに黙ると、にこりと笑ったシオンさんがゆっくりと歩き出すから、私も半歩遅れて続く。

　足元に視線を落とすと、そこは白やベージュのタイルが敷かれ、でこぼこした道のようになっている。幅にして一メートルほどの道は縦横に何本も通っていて、庭をいくつもの大きな四角に区切っていた。

　私が通っているところには、薄い紫色の可愛らしい花が咲いている。鈴みたいな小さな花がいくつもぶら下がっている様子に惹かれ、思わず足を止める。

「あの、これは……？」

　本で見たことがある気がするけれど、名前がわからない。実際に見るのはもちろん初めてだ。

　興味が止まらなくてわくわくする。こんな気持ちになるのは初めてだった。前に進みたいのに、一つひとつの花もきちんと見たくて、心が引きさかれそうだ。

　花の前にしゃがみ込むと、シオンさんも同じようにしゃがんでくれた。

「これはたしかスズランだったかな。どこかの国では花嫁に贈るなんていう話も聞いたことがある」

「そうなんですか、スズラン……可愛い」

　そっと手を伸ばし、小さな花に指先で触れてみる。少し湿って感じる花びらの感触に、じわじわと嬉しさが湧き上がる。

「スズランってとってもいい香りがしますね！　花の形も可愛いです」

「この国の気候は、花にとっては育ちやすいようで、いろんな種類が咲いているんだ。育てるのが難しい花は温室にあるから、そこもそのうち見せるよ」

「本当ですか!?」

　くるっと隣を見て言うと、シオンさんは面食らったみたいな顔をしたあと、手で口元を覆って目を逸らした。

「……うん。本当」

「どうかしましたか？」

　目を逸らすなんて、いつものシオンさんらしくない。顔もうっすら赤いし……。

　不思議に思っていると、私をチラッと見てからシオンさんが言う。

「いや、クレアのそんなキラキラした笑顔を初めて見たから。可愛いなって意識したら……ちょっとごめん」

　目を逸らしたままもごもごと話すシオンさんに、はしゃぎすぎていた自分に気付いてハッとする。まるで子どもみたいに振る舞ってしまったかもしれないと思うと、今さら恥ずかしさを覚えた。

　でも……見るものすべてが私にとっては初めても同然で、興奮が止まない。

「ごめん。クレアは自由に感じたままはしゃいでくれていいよ。ただ俺がいちいち幸せに撃ち抜かれているだけだから」

「……そんなこと言われて自由にはしゃげるわけないでしょう」

　本当に照れているのか、シオンさんは困ったような微笑むから、私の方が困ってしまう。

　私が本気で抵抗しても簡単に押さえつけられるくらいしっかりした身体をしているくせに、ガイルだって倒せてしまう腕前のくせに、たったこれだけのことで幸せだなんて……やっぱりシオンさんはおかしい。

　スズランの香りとは違う、どこか甘い空気が辺りを包んでいるように感じて、落ち着かなくなって立ち上がる。シオンさんも同じように立ったから、彼を見ずに口を開いた。

「昨日、ガイルと話す機会をくださり、ありがとうございました」

　シド王子から許しが出た……と言っていたけれど、進言してくれたのはシオンさんだ。だからお礼を言うと、緩く首を振ったのが視界の隅でわかった。

「俺はなにもしてないから」

「それに……こうして、外に出してくれたことも」

　穏やかな風に、スズランの小さな花が揺れている。その一つひとつから鈴の音が聞こえてきそうだった。

「こんな庭だけじゃなく、城外にも連れていってあげられたらいいんだけどね」

　申し訳なさそうに言うシオンさんに、今度は私が首を振る。

「十分すぎるくらいです。私をここに連れてくるには、きっとたくさんの手順を踏まなければならなかっただろうことは、私にもわかります」

　捕まえた隣国の王族を外に出すなんて、普通なら許されない。それは、いくらこのグランツ王国がおおらかでも変わらないはずだ。グランツ王国が……シド王子が私をこの先どう使うつもりなのかはわからないけれど、逃がしたりしたら問題になるから。

　それなのにシオンさんは、こうして連れてきてくれた。きっとたくさんの反対にあったに違いないのに……。

「感謝しています」

　じっと隣を見上げると、シオンさんは瞳に驚きを浮かべたあと、それを細めた。

「たいしたことじゃないよ」

　たいしたことだったはずなのに、それを見せずにさらっとそう言ってしまうところに、ふっと心の底が温かくなり、なんだろうと不思議に思う。トクリと鳴った胸の奥から、ふわっとした感情が溢れ出し、気持ちが舞い上がるような、おかしな感覚に戸惑う。

　少しだけ落ち着かないような、ドキドキするような、変な感じだ。……でも、嫌ではない。

　繋いだままの手を、キュッと握られ……それを見つめていると、「ガイルとはいろいろ話せた？」と聞かれて頷いた。

「はい。顔を見て話せて安心しました」

「それならよかった」

　本当にそう思っているような顔をするシオンさんを見上げ……そういえば、と口を開く。

「シオンさんは、私がガイルを守ろうとしたことを、随分買ってくださっているみたいですが」

　シオンさんの視線が私に留まったのを視界の隅で確認しながら、「本当は違うんです」と続けた。

　花を揺らすように吹く風が、腰まで伸びた髪を柔らかく撫でる。

「私はたぶん、自分を大切にできないだけで、シオンさんが思うような女ではありません。結果的にガイルをかばった形になっただけです。だから……」

「だから、諦めろって？　そんな可愛い声でひどいこと言うね」

　途中で遮られた言葉に驚いて見上げると、優しい微笑みがあった。さらさら揺れる黒髪の間から、綺麗な青い瞳が覗いていた。

「クレアが自分に価値を置いていないということは、今までの会話でもなんとなく気付いてたけど……まぁ、そこは育ってきた環境が環境だし仕方ないから、徐々にでも変えていければいいと思ってる」

　そう穏やかな声で言ったシオンさんが続ける。

「クレアがどう考えていたとしても、あの時、ガイルを逃がしてほしいと訴えてきた瞳に嘘はなかった。あいつを守りたいって、それだけに見えた」

　最後に「悪ぶったところで諦めるつもりはないよ」と口の端を上げたシオンさんに、眉をひそめた。

「ぶってるんじゃなくて、本当に悪い女なんです。ひどいことだって平気でできますし」

「こんな小さな花を見ただけで目キラキラさせていた子が？　もしそれが本当なら、どんなひどいことができるのか見たいくらいだな」

　余裕を浮かべた表情にムッとして黙る。そして、シオンさんにどうにかひどいことができないかと考え……そうだと口を開いた。

「正直に白状すると、シオンさんのこと若干変態だと思っています」

　常々思っていたことだ。

　突然のカミングアウトに、シオンさんは呆気にとられた顔をしたあと、「それがひどいこと？」と、おかしそうに笑い出す。

「だって……変態って言われて嬉しい人はいないでしょ」

「たしかにそうかもしれないけど。クレアが言っているのは、俺のどのへん？」

　楽しそうに聞かれて、目を逸らしながら「髪の匂いを嗅いできたり、やたらベタベタ触ってきたり……」と答える。

　シオンさんは「まぁ、我慢ができなくて好き勝手しすぎているところは認めるよ」と前置きしたあとで言う。

「でも、そんなことを言えば、俺以外の男もみんな変態ってことになる」

「ガイルはそんなことしませんでした」

「あいつの想い人は剣だろ。剣磨いて恍こう惚こつとした表情浮かべている方が俺には危なく見える」

　苦笑いを浮かべながらそう言われてしまえば、そんな気もしてきてぐぐっと黙る。

　私は、ガイルくらいしか知っている人がいないから、他に比べようがない。シオンさんに他の人はみんなこんなものだと言われてしまえば言い返すこともできない……と、分の悪さを感じて話題を変えることにした。

「じゃあ、マッシュルームを残すのはどうかと思います」

　シオンさんはマッシュルームが苦手らしく、食事の時、いつもお皿の端っこに残す。そこをつつくと、すぐに「クレアが苦手だっていうトマトジュース、いつも代わりに飲んであげてるのに」と微笑まれ、また押し黙る結果になってしまった。

　私がムッとしているのに、シオンさんは終始楽しそうに、そして余裕たっぷりに笑っていて……この人に口で勝つなんて無理に思えて悔しくなる。

　そもそも、論点がずれてしまったけれど、シオンさんを傷つけようとして始めたことだったのに……と思い、あ、と思いついた言葉を口にした。

「シオンさん。嫌いです」

　考えた末、これなら傷つくに違いないと判断して言ったのだけど、シオンさんは目を丸くしたあと、「もしかして、それがひどいことのつもり？　だとしたら逆に嬉しいけど」と笑った。

「嬉しいって……嫌われるのがですか？」

　変態って言われるのも、嫌いって言われるのも、なんとも思わないどころか嬉しいのならもうお手上げだ。

　おかしそうに笑う姿に、ムッとした気持ちさえ忘れて聞くと、シオンさんはまだ笑みの残る顔で言う。

「今ので俺を傷つけようとしたなら、俺がクレアを好きだってことをついに信じてくれたってことになるから」

　……言われてから、しまったと思う。

　完全に無意識だったけれど、言われてみればそういうことになってしまう。

　私が『嫌い』だと言えば傷つくだろうと考えたということは、シオンさんが私を好きだということを、認めたということだ。好意的な言葉を向けられても、そんなのは嘘だとか軽い気持ちだとか考えていたのに……いつの間に受け入れていたのだろうと、自分のことなのに不思議になる。

　隣から、太陽に負けないくらいに注がれる熱い眼差しに居心地が悪くなり、ぷいっと顔を背けた。

「こんなに毎日つきまとわれたら、嫌でも信じます。シオンさんだけじゃなくて、ジュリアさんやガイルまで同じようなこと言ってくるし――」

　照れ隠しのあまり、ふてくされたような態度をとっていると、突然強く腕を引かれた。トンと軽くぶつかる衝撃があり、なにかと思えば……目の前にはシオンさんの肩があって、気付けば正面から抱きしめられていた。

　背中に回った腕にぎゅうっと力がこもるから、焦って口を開く。

「ちょっと、こんなところで……っ」

「ありがとう。クレア」

　耳に直接注ぎこむようにして囁かれた言葉が、抵抗しようとしていた気持ちを包み込み、小さくしていく。

　たったひと言で、声だけで、シオンさんの言いなりになってしまう自分が嫌なのに、もう抵抗する気にならなかった。心臓がドキドキうるさく鳴り響く。

　居心地が悪いのに……シオンさんといると初めての感情ばかりが生まれて忙しいのに……嫌じゃない。

「たいしたことじゃありません」

　さっきのシオンさんの言葉を真似たことに気付いたのか。

　耳元で空気が楽しそうに揺れた。










冷たく思ってくれて構わない




「やっぱり無理してたんだ。そんな気はしていたけど……大丈夫？」

　ベッドに横になったガイルは、眉を下げて笑う。蒸気した頬を見る限り、熱が随分とありそうだった。

「ピンピンしてる……って言いたいところだけど、正直、少しきついかもな」

　そう答える声にも、いつもの元気がない。

　グランツ王国に来てから十日。ガイルは驚異的な回復力を見せているとは聞いていたけれど、きっと無理して元気に振る舞っていたのだろう。私のことをどうにか逃がそうといろいろ考えてくれていたみたいだし、ここにきて疲れが出たのかもしれない。

　ガイルが寝込んだと聞き、シオンさんにガイルの部屋に行きたいとお願いをした。無理を言っているのはわかっていたし、さすがのシオンさんも難しい顔をしてしばらく考えていたけれど、最終的には私の希望を叶えてくれた。『クレアがそう願うなら』と許してくれたシオンさんは、ジュリアさんに『まったく。甘すぎます』と怒られていたけれど。

　廊下の人払いをしてからシオンさんに連れてきてもらったガイルの部屋は、私が与えられているものよりも少しだけ狭く、家具や装飾品も最小限だった。ベッドの他には、棚と小さなテーブル、椅子があるくらいだ。

　シオンさんがベッド脇に用意してくれた椅子に座らせてもらい、つらそうな呼吸を繰り返すガイルを見て眉を寄せた。

「無理しないでよ。ちゃんと、自分のことを一番に考えて」

　じっと見つめて呟くように言うと、ガイルはふっと困ったような笑みを浮かべ、私の頬に手を伸ばす。

　その手の熱さに、私まで苦しくなってしまいそうだった。

「そんな顔するな。こんなもん、すぐに治る」

「……うん」

　大きくて分厚い手に、たまらず、さらに頬を寄せようとした時……私の後ろに立っていたシオンさんがガイルの手を払う。

「さすがに目に余る」

　怒ってるようにも見える表情を浮かべるシオンさんに、ガイルが力ない笑みを返す。

「病人相手でも余裕ねーな」

「無駄口叩いている暇があるなら早く治せ。おまえが完治しない限り、クレアが心配し続けることを考えると頭がどうにかなりそうだ」

「言われなくても治す。ついでに、おまえもその嫉妬深さ直したらどうだ？」

　浅い呼吸を繰り返しながらも憎まれ口を返すガイルに、「ガイル、ちゃんと休んで」と注意する。

　眉を吊り上げた私を見たガイルは、「はいはい」と適当な返事をして目を閉じた。

　そのまま眺めていると、たいして時間が経たないうちに寝息が聞こえてきて、相当つらいんだろうなということがわかる。

　眠りながらも眉間に皺を寄せているガイルを見つめ、シオンさんがひとつため息を落とす。

「クレアの前だから無理していたんだろうけど、この熱じゃかなりつらいはずだ。ガイルがここにいることを言うわけにはいかないから、今、症状だけ話して薬を調合させてるけど……遅いな」

　チラッとドアの方を見ながら呟いたシオンさんが、私に視線を戻す。そして「少し様子を見てくるから、クレアはここから出ないように」と言い残して部屋を出ていく。

　その後ろ姿を見送ってから、ガイルの寝顔を眺めた。

　私だけじゃなく、シオンさんまでいたのに眠ってしまうとは、よほどのことだ。ガイルはがさつだけど警戒心は強いから、まだよく知らないシオンさんの前で目をつむるなんて普通だったら考えられないだろう。

　よほど具合が悪いのか、それともそれなりに信頼しているのか……。

　ここに来てもう十日が経つけれど、いまだに私たちへの処分は言い渡されないし、こちらから聞いてみても曖昧にごまかされるばかりだ。『心配しないで』『安心してほしい』とシオンさんは口癖のように言うけれど、その言葉だって、どこまで信用していいのかわからない。

「……悪い人ではないんだろうけど」

　シオンさんの柔らかい微笑みを思い出し、そうぽつりとこぼした時、ドアが三回ノックされる。こちらの返事を待たずに開いたドアに、シオンさんかな、と思って振り向き……ギクリと心臓が縮こまった。

　ドアを閉めて部屋の中に入ってきたのは、私より少し年上に見える、知らない男の人だった。紺色のシャツにグレーのズボン、そして黒いブーツという服装から、グランツ王国の兵士だということはわかる。

　茶色い短髪の下で、狐みたいに吊り上った瞳が驚きを浮かべる。

「……あれ？　これは失礼。以前まで空き部屋だったものですから、まさか人がいるとは思わず……突然、申し訳ありません」

　ぺこりと頭を下げる兵士に緩く首を振る。

「いえ。大丈夫ですが……」

　人払いをしているはずなのに、どうして……と考えていると、兵士が笑顔を見せて話す。

「実は、少し昼寝をするのに使っていた部屋なんですよ。今日もそのつもりで来たんですが、先客がいたようですね」

　こちらにゆっくりと近づいてくる兵士から、ガイルを隠すように立ち上がる。瞳を細めて笑みを浮かべている兵士に違和感を覚え、じっと見据えた。

　本当に昼寝の場所を探していたのなら、ここに私がいるとわかった時点で出ていけばいいものを、この人はそうしない。

　わざわざ近づいてくる理由がわからず警戒していると、私の数歩先で立ち止まった兵士は腰を折り、私の顔を覗き込んだ。

　観察するようにジロッと動く瞳に、恐怖心が背中を這う。部屋の空気が身体に纏わりつくようで、息苦しさを感じた。

　……この人はおそらく、ガイルと私がいると知って、この部屋に来ている。

　私の直感がそう知らせていた。

「ところで。随分と美しい顔立ちをされていますが、どこの姫でしょう？　王城内にいて綺麗なドレスを身に纏っている方のお顔は全員覚えているはずなのですが……どうも初見に思えてしまうのは、私の覚え違いでしょうか」

　ぐっと顔を寄せたまま、まじまじと見つめてくる瞳が笑みを浮かべる。

　追い詰めるような聞き方から、この人は私たちがグランツ王国の人間ではないことを知っているのだとわかり焦る。

　シオンさんは、私やガイルのことは秘密にしている。知っているのは、本当に数人で信頼が置ける人だと言っていたけれど……この人がそうだとは思えない。

　シオンさんやジュリアさんの雰囲気とは明らかに違う。でも……じゃあ、どうして私たちのことを知っているのだろう。

　疑問に思いながらも、ただ視線を合わせていることしかできずにいると、兵士が顔をしかめる。

「そんな顔をされても困るんですよ。私にも私の仕事がありますし……」

　困ったような声で呟いた兵士はひとつため息を落とし、気を取り直したように私を見た。今までとは違う、鋭い眼差しにビクッと肩が上がる。

「とにかく。あなたの名前と国を――」

「こいつに、なんの用だ」

　後ろから手首を掴まれて振り向くと、いつの間にか、ベッドの上で上半身を起こしていたガイルが睨むようにして兵士を見ていた。思わず名前を呼びそうになって、慌てて口をつぐむ。シオンさんが私たちのことを秘密にしている以上、勝手に名を告げたりしたらまずい。

　ガイルがあまりに険しい顔で睨むからか、兵士が面倒くさそうにひとつ舌打ちをした時……。

「どこの騎士団の者だ」

　そんな声が聞こえ、見るとシオンさんが部屋のドアを開けたところだった。

　シオンさんの姿を見るなり、兵士がひどく青ざめたのがわかった。その焦り具合は、見ていてかわいそうになるほどだった。

「見覚えのある顔だな。所属と名前は？」

「第四騎士団所属の、コンラッドと申します……」

　オドオドと視線を泳がせる兵士をじっと威い嚇かくするように見つめたあと、シオンさんは私の前まで歩いてきて、片手に持っていた白い紙袋をガイルに向かって投げる。

「薬だ。ありがたく飲むんだな」

「おー。悪いな……いろいろと面倒ごとを増やしたみたいだ」

　力なく笑顔を作ったガイルに、シオンさんは「まったくだ」と苦笑いを浮かべてから、私を見る。

「この部屋から出ないように。大丈夫。すぐ戻る」

「……はい」

　私が頷いたのを確認してから、シオンさんは兵士に視線を移し、「コンラッド。話がある。部屋から出ろ」と冷たく命じた。

　ふたりが出ていく様子を見ながら、どうしようと気持ちばかりが焦ったけれど、私にできることはないんだと自分自身に言い聞かせる。言われた通り、ここで大人しく待っているのが最善だと納得し、椅子に腰を下ろそうとした時……ダン！と廊下から大きな音が聞こえてきて驚く。

　私のせいで、なにかまずいことになっているのはたしかだった。シオンさんが責められることになったらどうしよう……。

　いても立ってもいられなくなり、「クレア」と私を止めるガイルに「部屋からは出ないから」と言ってから、ドアに近づいた。

　そっと、少しだけドアを開けて外の様子を窺うと、シオンさんが兵士の胸倉を掴み、廊下の壁に押しつけているところだった。

　シン、とした静かな廊下で、シオンさんの青い瞳が兵士を捉えていた。

「ここ数日、俺たちの周りを嗅ぎまわっていたのはおまえか」

　いつも私に向けているのとはまるで違う、冷たく温度のない声に思わず耳を疑う。響きのいい声は間違いなくシオンさんのものなのに……感情がこもっていないだけでここまで違うのかと驚いてしまった。

　声だけじゃなく、表情からも感情を消したシオンさんが「俺が気付いていないとでも思ったか？」と静かに続ける。

「目的はなんだ？」

　冷たい瞳に見据えられた兵士は、額に汗を浮かべながら震える唇を開く。

「い、言えません……」

「……俺が聞いてもか？」

　またひとつキーを下げた声に問われても、兵士は青い顔で口をつぐむだけだった。

「つまり、それだけ立場のある者の命というわけか……」

　シオンさんは第二騎士団の団長だ。そのシオンさんに言えないということは、彼と同等かそれ以上の立場の人が命じたということになる。それは一体誰なんだろう……。

　そんな立場の人に、私たちがこの王城にいることが知られているということだろうか。……もしそうだとした場合、こうして探りに来たということは、私たちのことをよくは思っていないということになる。

　そう考え、胸の前で手をギュッと握りしめる。

　人払いをしているからか廊下は静かで、シオンさんと兵士以外には誰もいないようだった。青く冷酷に光る瞳が、兵士を見据えている。

「誰の命にしろ、おまえは知る必要のないことに首を突っ込んだことになる。たとえこの場で口外しないと約束させたところで信用はできない」

　グッと兵士を壁に押しつけながら緊迫感を漂わせるシオンさんに、兵士の喉がごくりと鳴ったのが見ていてわかった。

　私のせいで……あの兵士に処分が下されてしまうと、そういうことだろうか。

　考えるだけで怖くなり、思わずシオンさんを止めに入ろうとした時。

「悪いが、しばらく俺が管理する部屋に幽閉させてもらう。おまえに命じた者のもとに帰すわけにもいかない。不自由かもしれないが、外出、王城外の者との接触は禁止させてもらう」

　シオンさんが淡々と告げる。

　私が想像していた処分とは違っていて、ホッと胸を撫で下ろしていると、兵士が拍子抜けしたような顔をしていることに気付く。あの兵士も、もっと重い処分が下されると覚悟していたのかもしれない。

　まだ理解しきれていない兵士を見て、シオンさんがわずかに表情を緩める。

「心配するな。おまえにも守るべきものがあるからこそ、従ったのだろう。命令を下したのが誰か、予想はついている。この一件さえ片付けば解放し、その後はこの件に関して追及しないと約束する」

　信じられないといった様子の兵士の肩をポンと叩いたシオンさんが、衛兵を呼び、その兵士を引き渡す。それから、なにか思うことがあるのか、目を伏せて考え込んでいる姿を眺めていると、不意に顔を上げたシオンさんと視線がぶつかってしまい……。

　しょうがないな、とでも聞こえてきそうな微笑みを浮かべたシオンさんが「部屋に戻ろうか」と優しい声で言った。




　ガイルにきちんと休むように告げ、シオンさんと部屋をあとにする。そして、誰もいない廊下を通り、私の部屋に戻ったところで、シオンさんが話を切り出した。

「さっきのことだけど。怖がらせたならすまない」

　私をエスコートし椅子に座らせながら、申し訳なさそうに笑っていたから、ふるふると首を振る。

「いえ。怖がるようなことはなにもありませんでした」

「だけど……」

「むしろ、ホッとしました。……比べることでもありませんが、テネーブル王国だったら簡単に一番重たい処分が下されていたと思います」

　シオンさんの、きちんと相手の立場を配慮した、一方的ではない処分はとても温かく安心した。

「そう」と短い返事をしたシオンさんが、私の隣の椅子に腰を下ろす。

「シオンさんは、どんな思いで剣の稽古に励んでいるんですか？」

　昼下がりの明るい日差しが入る部屋。私の質問が唐突だったからか、「ん？」とわずかに首をかしげたシオンさんに説明する。

「あ、すみません……。その、私から見たシオンさんはとても優しい方なので、たとえ敵国の兵士だとしても傷つけることに抵抗があるんじゃないかと……少し、思って」

　さっきの一件があった時、シオンさんは間違いなく怒っていたと思う。漂う雰囲気から柔らかさが消えたから。

　それでも、権力にものを言わせ、自分の思い通りに事を進めるわけではなく、相手の事情をきちんと配慮しようとするなんて、誰にでもできることじゃない。優しくなければ無理だ。

　そう思って聞いたのだけれど……シオンさんは言いづらそうに笑みを崩した。

「怖がらせるつもりはないけれど」

　そう前置きしたシオンさんが目を伏せて話す。

「もしもそれが敵で、この国や俺の大事にしている者を傷つける可能性があるのなら、ためらわずに斬る。一瞬のためらいや油断が最悪の事態を招く。そういう意味では、俺は、その場の情に左右されることはない」

　静かな口調でシオンさんが続ける。

「さっきの兵士はこの国の者だということは明らかだったし、命令した人物にも心当たりがあるから幽閉という処分を下したまでだ。もしもあれが他国の見慣れない者だったら、剣を抜いていた」

　シオンさんは、話しながらテーブルの上で両手を組む。その表情は見たこともないくらいに冷静だった。……騎士団長の顔だった。

「だから俺が特別優しいわけじゃない。もちろん、全員を守れたらいいとは思うけれど、実際、俺がこの手で守れる者はそう多くない。だからその他は切り捨てる」

　最後に「クレアには冷たく思われてしまうかもしれないな」とつらそうに微笑んだシオンさんを見て、しっかりと「いえ」と答える。

　冷たいだなんて思わない。きっと、そういった考えに至るまでにいろいろなことがあったのだろう。そのたびに受けた苦しみや傷を思うと、私の胸まで痛むようだった。

　こんなに優しい人が、どんな思いで剣を握ったのだろう。そういう宿命を背負って生まれたのだとしても、同情せずにはいられなかった。

　今だってきっと、誰かを斬った時、なにも感じないわけではないのだろう。それでも、シオンさんはしっかりと前を向いている。

「シオンさんは、守りたいからその剣をとったんですね」

　手を伸ばし、テーブルの上で組まれたシオンさんの手を包むように触れる。そのまま両手でキュッと握りしめて微笑んだ。

「どうか、この手で守る者に、ご自身のことも入れてくださいね」

　見つめる先、シオンさんの瞳が大きく見開かれる。そのあと、ふっと困ったような笑みを浮かべ、私の手を握り返した。

「クレアも大人しく守らせてくれると嬉しいんだけどね」

「守るもなにも、私の運命はとっくにシオンさんやシド王子の手中ですから」

　握ったまま、私の手の甲を指先ですりすりと撫でるシオンさんに言うと、納得いかないような顔を返される。

「手中、か……」

「言い方が気に入りませんか？」

「いや、どうせなら、もう少しロマンチックな言葉で表してくれると嬉しいと思っただけだ」

　首をかしげているとそんな言葉を言われ……優しくどこまでも甘い微笑みを浮かべたシオンさんが不意に手の甲にキスを落とす。

　一拍遅れてから頬を赤く染めた私を、シオンさんが愛しそうに見つめていた。




　――私やガイルのことを裏で探っている人物が誰なのか、そして、どんな思惑が渦巻いているのかを私が知るのは、これよりしばらくあとのこととなる。










これ以上、深入りしちゃダメだよ




　グランツ王国に連れてこられて二週間。ガイルとの面会は、私の部屋で二、三日に一度の頻度で行われた。

　私が部屋から出られるのはシオンさんが中庭に連れていってくれる時だけ。中庭での散歩は毎日一時間から二時間ほどだったけれど、その間、誰かと廊下や庭で顔を合わせたことはない。

　たくさんの人が働くこの場所で誰とも顔を合わせないなんてことがあるだろうか。そう疑問を募らせていると、その答えをジュリアさんが教えてくれた。

「クレア様がお散歩される数時間、この部屋から中庭までの廊下および、中庭は立ち入り禁止になってるんです。シド王子の命で」

　昼食を済ませたあと、食器を片付けながら、さらりとジュリアさんが言う。

　私は驚いて、口をぽかんと開けてしまった。

「え……なんでそこまで……」

　私とガイルが囚われていることを知っているのは、ごく一部の人たちだけだ。そんな中、誰に見られるかもわからないのに中庭に連れていってくれることに感謝していたけれど、いつも少しハラハラはしていた。バレて、シオンさんが責任を負うことになったらどうしよう、と。

　だから、中庭に行くまで誰とも顔を合わせないことにはホッとしながらも不思議に感じていたのだけれど……まさか人払いまでしていたなんて。

　この間、ガイルのお見舞いを願った時とは、人払いをする時間の長さが違う。しかも毎日なのに……。そこまで手間をかけて私を中庭に連れ出すよりも、この部屋から出さない方が楽なはず。

　グランツ王国にとってそこまでする価値は私にはないのに、どうして……？

　疑問に思い黙り込む私に、ジュリアさんが言う。

「そんなに深く考えなくても大丈夫ですよ。もともと、中庭を使うのなんて国民くらいですから。一時間や二時間、貸し切っても特に文句も出ませんので」

「国民……？」

「テネーブル王国でいうところの〝平民〟ですね。特に位をもたず、自分たちで生計をたて暮らしている方々のことです」

　いい呼び方だなと思う。国の民と書いて、国民……平民よりもずっといい響きに思えた。

　でも、中庭があるのは、当たり前だけど王城内だ。そこに国民が入ってこられるのだろうか……と考えていると、食器を片付け終えたジュリアさんが説明してくれる。

「中庭は国民に開放しているんです。もちろん、衛兵は立てますが、自由に花を楽しんでもらえるようにと何代か前の王からの命で。もう、五十年以上前から続くことのようです」

「……平和なんですね」

　テネーブル王国では、使用人以外の平民が王城内に入るなんて、城壁や王宮の修理がある時ぐらいだった。それも、ただ労力として必要とするだけで、平民に楽しんでもらうなんて考えはまるでなかった。

　グランツ王国の王や王子の国民を思う気持ちを知るたびに、胸が温かくなる。思い描いていた国の形がここにある気がして。

「あの……シド王子もこの王城で過ごしていらっしゃるんですよね？」

　ずっと不思議に思っていたことを口にすると、ジュリアさんが頷く。

「はい。そうですけど……ああ、一度も顔を見せに来ないからですか？」

「私をここに置いているシド王子が、一体どんな方なのか気になって……。もし、お話する機会があるなら、私をどうするつもりなのかも伺えたら、と」

　私の声に緊張が混ざっていることに気付いたのか、ジュリアさんは同情するように微笑みながらも、手元では食後の紅茶を淹れるための準備をする。

「たしかに、いつまでも閉じ込めておくなんてどういうつもりなのか、気になりますよね。でも……申し訳ないんですが、シド王子とお会いできるのはまだ先になるかと」

「……そうですか」

　普通に考えて、シド王子が私と会う必要がないのはわかる。王子という立場ならわざわざ会うまでもなく、命ひとつで私をどうすることもできるのだから。

　つまり……ただの気まぐれで生かされているだけなのだろうか。でも、だとしたらこの待遇はなんだろう。まるで客人のような扱いを受け、ガイルの怪我まで治してくれて……。わからないことだらけだ。

「まぁ、なにも取って食おうってわけじゃないですから。気を楽に……というのも無理かもしれませんが、あまり畏い縮しゅくされないでください」

　気を使ったように声をかけてくれたジュリアさんが、にこりと笑う。

　たしかに……一度は捨てたはずの命だ。どうにでもなれという気持ちで、大きく構えていた方がよっぽどいいかもしれない。

「同じことをシオンさんにも言われました」

　クスクスと笑うと、ジュリアさんがホッとしたような表情を浮かべる。

　ジュリアさんは、この部屋に来てからというもの、私の様子に常に気を配ってくれる。食事の進み具合や、顔色、体調をしっかり気にしてくれる。

　ここの王や王子がなにを考えているのかはわからないけれど。

　私の周りにいる人は、いい人ばかりだ。




　よく晴れた空の下を、強い風が吹き抜けていた。

　こうして散歩するようになってから一週間、この国はいつでも穏やかな天気だったから、こんなに風が吹いているのは珍しい。でも、強い風を肌で直接感じるのは初めてだから、それも楽しかった。

　ただ、花たちはたくさん揺られてしまってかわいそうだなぁと思う。花びらが落ちたりしないだろうか。

「クレア、少し肌寒いな。そろそろ中に入る？」

　心配そうに聞いてくるシオンさんに「大丈夫です」と首を振る。

「風をこんなに受けたのは初めてだから、ドキドキします」

　ふふっと笑うと、シオンさんは仕方ないなという顔で笑ってから、私の頭をポンと撫でる。

「じゃあ少し待ってて。羽織れるようなものを持ってくるから」

「あ、私だったらこのままで大丈夫……」

「俺が勝手に持ってくるだけだから。クレアは風を楽しんでていいよ。ただし、飛ばされないようにね」

　冗談めかして笑ったシオンさんが今まで歩いてきた道を戻っていく。その後ろ姿を見送ってから、風が吹いてくる方向に視線を移した。

　この風は、山から下りてくるものだとシオンさんが教えてくれたけれど、〝上昇気流〟だとか〝気圧〟だとか、聞き慣れない単語が出てきてよくわからなかった。

　上昇気流も気圧も、目には見えないらしい。それなのに、こんなにも強い風を作り出すなんて一体どんな仕組みなのだろう。

　見えない風が、私を避け、後方へと走り抜けていく。

　髪が後ろに流れる感覚。見えない風圧が顔に当たる感覚。

　今、自然そのものに触れているんだということを実感できて嬉しかった。

「っわ……」

　しばらく目をつむり、風や風が揺らす花木の音に耳を澄ましていると、なぜか突然、子どもの声が聞こえた。

　驚いて振り向くと、そこには十歳にもならないような小さな男の子が倒れている。膝を気にしながら立ち上がったところを見て、転んだのかな……と思い近づいた。

　服装からすると普通の子みたいだけれど……間違えて入ってきてしまったのだろうか。

「大丈夫？　膝以外に痛いところは？」

　しゃがんで声をかけると、男の子は目からこぼれた涙を手でぐいぐい拭いながら首を振った。

「大丈夫……。痛くない」

「そう……よかった。強くていい子だね。膝だけ、これを巻いておこうか」

　気丈に振る舞う男の子に笑顔を向けてから、ハンカチを取り出し、赤くすりむけてしまった膝にそっと巻く。

「どこから入ったの？」

　一応、この時間は外から立ち入りができないようになっているとジュリアさんは言っていたけれど……と不思議に思い聞くと、男の子が自慢げに笑う。

「あそこの鉄のドア、見える？」

　男の子が指さしたのは、中庭の隅にある鉄の格子でできた小さなドアだった。人ひとりが入れる幅ほどしかないドアは、何度もここに来ている私でも初めて気付くくらい目立たない。花の苗などの搬入で使うのだろうか。

「あそこよじ登って入った。衛兵の人がこの周りグルグルしてるから見つからないように」

「よく登れたね……」

　見る限り、他の塀と同じくらいの高さがある。二メートルはあると思われる鉄格子をよじ登るなんて……と驚いていると、男の子が言う。

「鉄のドアの近く、今、木の枝が伸びてるんだ。ドアは登りにくいから、途中からは木に移った。でも、たぶんそのうちあの枝切られちゃうから、そうなるともう登れなくなっちゃうけど」

　たしかに、敷地内から外に枝が伸びている。それを登って、木を伝って入ったのだろう。

　でも……子どもがすんなり入れてしまうなんて少し心配になる。もしも悪事を働こうとして入る人がいたら、と。

「膝の怪我、帰ったらきちんと水で洗ってね。ばい菌が入ったりしたらもっと痛くなっちゃうから」

「うん……あ。このハンカチ、絵が描いてある」

　男の子が言ったのは、私が縫った薔薇の刺繍だ。あの塔を出てからは道具がないから刺繍はできていないけれど、それまで作りためていたものをこうして使っている。

　男の子は赤い薔薇の刺繍を見て、目をキラキラとさせていた。

「あのね、僕のお友達もこういうの持ってたの。いつも、綺麗なお姉さんがパンと一緒にハンカチくれて、そのおかげでご飯が食べられたって言ってた」

　笑顔で言う男の子の言葉に、いつも塔に来ていた男の子のことを思い出し、一瞬声を失う。「お友達……？」と思わず呟くと、男の子が頷く。

「前は隣の国で暮らしてたんだけど、最近、こっちに来たんだって言ってた」

「ああ……そうなんだ」

　テネーブル王国は、今はグランツ王国の支配下に置かれた形になっているから、国同士を行き来できるようになっている。その子の家族はきっと、グランツ王国に移り住んで新しい生活を始めたのだろう。

　でも……そうか。無事だったんだ。

「よかった……」

　ぽつりと呟くと、男の子が「あのね」と話しかけてくる。

「その友達、パンとかハンカチをくれたお姉さんを探してるんだって。名前とかわからなくて顔しか知らないけど、お礼を言いたいって」

「え……」

「お姉さんのこのハンカチ、誰にもらったの？　もしかして、そのお姉さん!?」

　大きな瞳が太陽の光を受けてキラキラと輝く。

　いつの間にか穏やかになった風がさわさわと花を揺らしていた。

「ううん。違う。これは……このハンカチは、私も別の人からもらったものだから、わからないの」

「そっかー……」

　残念そうに眉を下げ、口を尖らせた男の子の手をとり、目を細める。

「でも、そのお姉さんは今頃、幸せに暮らしていると思う。だから、そのお友達に伝えてくれる？　もうこれ以上探さないでいいって」

　もしも、あの子が探しているのがテネーブル王国の王族だと周りに知られた場合、どうなるかわからない。あの子と同じように、テネーブル王国から移動してきた人たちの耳に入ってしまったら……私がここにいると知られてしまったら。

　革命派の人たちは、ここに乗り込んでくるかもしれない。

　――テネーブル王国の王城に攻め入ってきた、あの日みたいに。

「その子に、伝えられる？」

　手をギュッと握りながら言うと、男の子は一拍空けてからコクンと頷いた。

「わかった！　お姉さん、綺麗だから約束してあげる。友達に言っとく」

「ありがとう」

　なにか大きな仕事でも任されたみたいに、「任せて！」と意気込む男の子にクスクス笑いながら「ところで、ここに用事があったんじゃないの？」と聞く。

　すると男の子は「そう！」と真面目な瞳で私を見た。

「お母さんがね、熱出して……だから僕、お花をあげたくて、それで……」

　徐々に小さくなっていった声と比例して、男の子の顔からも元気が消えていく。

「そう……心配だね。ここのお花、お母さんが好きなの？」

「うん。いつもいろんなお花が綺麗に咲いてるから、よく一緒に見に来てるんだ。でも……せっかく咲いてるのに、切ったらかわいそうだよね……」

　難しい選択に、男の子と同じように顔をしかめる。

　そんな優しい理由でお花が欲しいなら、少しくらい切ってもいいと思う。でも、そもそもここは私が自由にしていい場所じゃない。『大丈夫だよ』と言ってあげたくても、その権限がない。

　どうしよう……と考えていた時、男の子の後ろに、走ってくるシオンさんと衛兵の姿が見えた。

　どうして衛兵まで……と驚きながらも、慌てて男の子を自分の後ろに隠す。

「ごめん。ちょっと静かにしててね」

　勝手に入り込んだことがシオンさんに知られてしまったら、なにかしら処分が下されてしまうかもしれない。だから、どうにかごまかせないかと焦りながら笑顔で迎えたけれど、シオンさんは「今、かくまったのは？」と、すぐに私の後ろを覗き込んだ。遠目からも見えてしまっていたらしい。

「あ、あの、この子は悪気があって入ったわけじゃなくて……っ」

　慌ててかばおうとする私を見て、シオンさんはふっと表情を和らげ、「大丈夫。心配する必要はないよ」と教えてくれる。

「え……？」と声を漏らした私に微笑んでから、シオンさんが衛兵に指示を出し、適当な花束を作らせると、それを男の子に手渡した。

　黄色い花を中心にした色鮮やかな花束に、男の子の顔に喜びが広がる。

「いいの!?」

「もちろん。お母さん、早く元気になるといいな」

「ありがとう！」と満面の笑みでお礼を告げた男の子を、衛兵が連れていく。

　中庭から離れていく後ろ姿をぼんやり眺めていると、シオンさんが説明してくれた。

「あの子の友達が門の前で、入れてやってくれって騒いだらしいんだ。事情が事情だしってことで強く止められず考えているうちにあの子が塀を登り始めたから、俺に許可を取るために衛兵のひとりが走ってきたっていう話だった」

「そうだったんですね」

「驚かせたかな」

　シオンさんが、私の肩にストールをかけながら聞くから首を振った。

「いえ。大丈夫です。そういう事情でここに入れたなら安心しました」

「うちの衛兵はそこまでザルじゃないよ。……少し情にもろいところは否めないけどね」

　苦笑いで言うシオンさんに、笑みを返す。

「許可を出したシオンさんも十分情にもろいかと。でも、あの子が花束を手に入れることができてよかったです。……優しいですね」

　さっき男の子に向けていた笑顔を思い出しながら言うと、シオンさんが「惚れてくれた？」なんて妖美に微笑むから、それは無視する。

「でも……すみません。国民の方の楽しみを私のわがままで奪ってしまっているんですよね」

　これまでは日があるうちはいつでも出入りできていたそうなのに、私のせいで制限されてしまっていることを思い出す。申し訳なくなり「あの、明日からは今まで通り国民の方に開放を……」と言いかけた私に、シオンさんが困り顔で微笑む。

「んー……そこまで気にしなくていいと思うよ。この庭はたしかに花の種類も豊富で綺麗だけど、正直、クレアほど花を珍しがる人もいないしね。中庭の開放を始めた当初は賑わっていたって話だけど、最近は人もまばらで子どもの遊び場状態だったから」

　ははっと笑うシオンさんの言葉に、ここを走り回る子どもの姿が浮かび、自然と表情が緩んだ。

「いいですね。王家のお庭でも、国民が自由に出入りできるなんて……理想の世界です」

　広く美しい中庭を眺めながら言うと、シオンさんがふっと笑ったのがわかった。

「衛兵のヤツらには、大変だって文句を言われるけどね」

「そうやって軽口を叩き合える関係も素敵です。私のところは、兄妹間でさえピリピリしていましたから」

　まっすぐに中庭を見つめていると、シオンさんに手を握られた。一瞬戸惑ったけれど……温かい手を振りほどく気にはなれずに、そのまま受け入れる。

　この人の手は、いつも温かい。温かくて、優しい。

「末っ子なんて可愛いものだと思うけどね」

　穏やかな声で言われ、しばらくしてから口を開く。

「王家の血筋に、平民の血が混じることが許せなかったんでしょうね。血筋をとても大事にしていましたから」

　なにを大事に思うかは、人それぞれだ。王家の純粋な血筋をなによりも大事にする気持ちも、わからなくはない。それが長く続いてきたのなら、余計に。

「でも、母も私も、ずっと、国のそういう部分に疑問を覚えていたからよかったです。きっと今、テネーブル王国の皆さんは平穏に暮らせているでしょうね。ありがとうございます」

　変わるきっかけをくれたのは、グランツ王国だ。テネーブル王国だけなら、情けないけれど変えることなんてできなかった。

　だから、隣を見上げてお礼を言うと、シオンさんは私をじっと見つめた。

「クレアは？」

「え？」

「クレアは、人の心配ばかりだけど……自分はいいのか？」

　真面目な顔をして聞いてくるシオンさんに、ふっと笑みを漏らす。

「私も、幸せですよ。こんな広くて素敵なお庭を独り占めできて、これ以上の幸せなんてないですから」

　目の前に広がる、色とりどりの花。頬を撫でていく風。抜けるような青空。

　……そして、それを身体で感じられる今。

　これ以上の幸せなんてない。










本当はずっと憎んでたんだ




「なんか、気が抜けるよな」とガイルが漏らしたのは、グランツ王国に来て二十日が経った頃だった。

　もう何度目になるかわからない面会中に、本当に気が抜けたように呟いたその言葉の意味は、私にもわかった。

　連行された身なのに、この待遇……ということを言いたいのだろう。

　テーブルには、温かい紅茶と焼き菓子が並んでいて、部屋の壁際には相変わらずジュリアさんの姿があった。

　ガイルが紅茶をすすりながら言う。

「俺んとこにも見張りが立ってるんだけどさ、そいつ新米らしくて剣術とかあまり得意じゃねーって言うから、動き方とか剣筋とか教えてたんだよ。そしたら、こないだあった剣術の稽古ん時に騎士団長に成長を褒められたとか嬉しそうな顔で報告してくるから、俺も嬉しくてな」

　剣を持たせてはもらえないガイルは身振り手振りで教える、ということを毎日のようにしていたらしい。もとから面倒見がいい部分は知っていたし、新米兵士との話は聞いていて微笑ましい。

「なんか、ガイルらしいね」と笑うと、苦笑いを返された。

「いや、俺も楽しいけど……なんか違う気がするんだよな。予想してたのと違う。もちろん、いい方向に違うからいいんだけど、そのうちに罠でもあるんじゃねーかなってたまに考える」

　言いながら、ガイルが紅茶をズズッと飲む。大きな手には白いカップは小さすぎるように思えた。

「ここの偉いヤツらは、俺たちをどうするつもりなんだろうな。まさか一生、幽閉しておく気でもないだろ」

「……うん」

「ってなると、いずれ今の状況は変わる。……どういう方向にかはわかんねーけど」

　難しい顔をして、前髪をくしゃっとかき上げたガイルをじっと見つめた。

　テネーブル王国の他の王族たちがどうなったのかはわからない。聞けば教えてくれるのかもしれないけれど、残酷な話になるだろうし、わざわざ聞こうとも思わない。

　でも、ここに捕えられているのが、私とガイルだけなのはたしかだ。国王や王妃ならまだしも、私やガイルをここに生かしたまま幽閉する理由はなんだろう。

　ずっと頭から離れない疑問を考えながら紅茶のカップに口をつけると、これまで傍観していたジュリアさんが言う。

「まぁ、もう二十日ですからね。よからぬ想像をしてしまっても当然です」

　そう、ため息をついたジュリアさんが続ける。

「簡単に言うと、今、グランツ王国の国王が留守なんです。この国の南側に大きな砦とりでを作る計画があってその視察や他の公務のため、帰還するのはまだ十日ほど先の予定です」

「つまり、国王の指示待ちってことか？」と聞いたガイルに、ジュリアさんが頷く。

「勝手なことはできませんから」

「でも、それって矛盾してねーか？　テネーブル王国の革命は、国王ではなくシド王子が指揮してたんだろ？　だったら、俺たちのことだってシド王子が決めればいいだろ」

　たしかに、ガイルの言う通りだった。シド王子が指揮していた以上、そこに関わるすべてのことをシド王子が任されているはずだ。

　疑問に思い見ていると、ジュリアさんがすっと目を逸らす。

「これ以上は、私の口からはちょっと」

　それでも、ガイルと一緒になってじーっと見続けていると、視線に耐え切れなくなった様子のジュリアさんが「はぁーっ」と声に出して息を漏らした。

「とにかく、悪い方向にはおそらく進みませんし、呑気に過ごしてください。だいたい、シオン様を見てればわかるでしょう。あれだけ毎日、クレアクレアと言っているのにある日いきなりクレア様たちを厳しく処分するはずがありません」

　面倒くさそうに言ったジュリアさんを、ガイルが「まぁなぁ」と頭をかきながらなだめる。

「ここの騎士団長がどれだけの権限を持ってるかは知らねーけど、あれを見てる限り、クレアが悲しむことはしなさそうだ。……それにしてもおまえ、あんな態度で来られて絆ほだされたりしねーの？」

　急に疑問を向けられ、「絆される……？」と返すと、ガイルがテーブルに身を乗り出す。

「顔も身体も剣の腕もいい男にあれだけ駄々漏れの好意向けられてたら、まんざらでもない気になるだろ？って話。そもそもおまえ、母性本能みたいなのが強いから、ああいうヤツ放っておけないだろ」

「母性本能……」

　たしかに、放っておけないような気持ちになる時はある。あんまり冷たく突き放すとすぐに肩を落としてしまうから、そうなると優しい言葉をかけなきゃと思うし、なんでもない話なのに嬉しそうに聞いているシオンさんを見ると私も嬉しくもなる。穏やかな笑顔の似合う人だから、いつでもそういう顔をしていてほしいし、私にできることがあればしてあげたいとも思う。

　でも、それは母性本能からくるものだったのだろうか。それもあったとしても、もう少し違う感情も混ざっているように思え、組んでいる指先を動かす。

　だって、シオンさんは結構、したたかなところがあるし、なんだって臨機応変にこなせてしまう、強くて頼りになる人だ。彼に任せておけば大丈夫だと思わせる懐の深さだってある。

　最初は信じられなかった騎士団長という立場も、今なら適任だと思える。

　ガイルは団長以上の権力を持っている気がすると言っていたし、私もそう思うけれど……国によって、どの立場の人がどれだけの権力を持つかは変わる。身分や生まれよりも、実力重視のグランツ王国が、騎士団長に大きな権力を与えていてもおかしくはない気がした。

　王子に直接、進言できる立場にいるとしたら、相当なのだろう。




「このお花、可愛いですね……。明るくてお日様みたい」

　中庭の一角。通路で区切られた花壇に咲き誇る花を見て、思わずしゃがみ込む。

　緑色の細い茎の先に花がひとつついている。花びらは白く細く、中心は黄色い。どこかで見たことがある花だった。

　絵に描いたような可愛らしい花に嬉しくなり眺めていると、隣にしゃがんだシオンさんが首をかしげる。

「たしかに可愛い花ではあるけど……薔薇にあるような華やかさに欠ける気もするかな。クレアはこういう花の方が好き？」

「どちらも好きです。もちろん、薔薇も綺麗ですし好きですけど……高貴な印象が強くて近寄りがたいイメージがあるんです」

「言っている意味は、なんとなくわかるけど」

　そうは言いながらも不思議そうにしているシオンさんを見てから、花に視線を戻した。

「塔でたくさんの本を読んだんですけど、その中にお気に入りの話がありました。うさぎが主人公のお話で……そのうさぎは、こういうお花がたくさん咲いている野原で過ごしてるんです。そうしたらある日、その国の王子様が通りかかって……頭を撫でる優しい手に、うさぎは王子様に恋をするんです」

「……ん？　待って。恋をするっていうのは、うさぎがうさぎのまま王子に？」

　意味がわからないといった感じのシオンさんに笑いながら頷く。

「はい。でも、それを不憫に思った月が、うさぎの願いを叶えて女の子にしてくれるんです。期限は次の満月まで。自分があのうさぎだと言わないまま、王子がもしもその事実に気付いたら人間でいられるけど、気付かなかった場合はうさぎに戻ってしまう」

　表情のない、まん丸い月が『約束ですよ』と告げるページを思い出す。何度も何度も、ドキドキしながら読んだ部分だ。

「なるほど……人魚姫みたいな感じか。満月から満月まで……三十日ないくらいか」

「はい。結末から言うと、王子はうさぎだと気付くんです。ふたりで過ごす時の雰囲気とか、いろいろ理由はあるんですけど……そのひとつにお花がありました。女の子が髪飾りとして耳のあたりにつけていたお花が、うさぎがいた野原に咲いていたものだって気付いてから、王子は女の子にうさぎを重ねるようになるんです」

　もう何度も読んだ本だから、話しているだけで頭の中でページがめくれるみたいだった。ガイルに恋の話を聞くようになったのも、この本がきっかけだ。

「その話に出てくるお花が、これにそっくりなんです」

　そう言いながら、指先で花びらに触れる。しっとりとしていて柔らかい花びらをそっと撫でていると、シオンさんが「そっか」と呟いた。穏やかな声だった。

「この花、マーガレットっていうんだ」

「え……」

　驚いて振り向くと、シオンさんが私を見て目を細める。

「あまりどの花が好きだとか意識したことはないけど。俺も、好きになった。ところで、今の話はテネーブル王国の童話？　初めて聞いた話だけど」

　それもそうだろうなと思いながら笑う。

　だって、この話は。

「母が書いたお話なんです。私に、字や文章を教えるために」

「え……」

「塔の中には勉強の本はなかったし、その頃はお使いなんて頼めなくて。だから、母が書いてくれたんです。教材代わりに」

　瞳の中に驚きを広げるシオンさんに、微笑む。

「一ページ一ページに絵が描いてある、可愛い本でした。小さな私が飽きないように、時間をかけて描いてくれたんだと思います。いつか、ガイルに見せたら笑われちゃいましたけど。母は、絵があまり上手じゃないから。うさぎの耳も手足もしっぽも、みんな同じ長さで……白い星みたいになってました」

　母が亡くなってから読み返したその本は、たしかに下手な絵が目立っていて私も思わず笑いそうになったけれど……決して上手ではない絵が温かくて、結局こぼれたのは涙だった。

「塔に置いてきたから、きっと燃やされてしまったんでしょうけど……。その本に出てくるお花の名前がずっと気になってたんです。だから……今、すごく嬉しいです。母はきっと、この花を思って描いてたんだってわかって」

　ふふっと笑みをこぼしながら、目の前で揺れるマーガレットを眺める。

　母も塔に幽閉される前、同じようにマーガレットを眺めたのかもしれないと思うと、母の思い出に触れられた気がして不思議な気持ちだった。

　しばらく、静かな時間が流れた。

　いつもなにかしら話題を振ってくるシオンさんだけど、この人は私の気持ちをよく察してくれる。思い出に浸る時間をくれているのかもしれない。

　いつかガイルが、剣の腕が立つ人は、人間的にもよくできていると話していたけれど……本当なのかもしれない。

　流れる空気がとても優しかった。

「聞いてもいい？」

　沈黙のあと、シオンさんが言った。

　隣を見ると、私を見つめる瞳とぶつかり……静かに告げられる。

「あの塔でのこと」

　私が傷ついていないかを慎重に探っているような瞳に、ふっと笑い、目を伏せる。

　緩い風に揺れるマーガレットが、じゃれつくようにドレスに触れていた。

「いつか言った通りです。血筋を問題視した王族は、母や私を公にはしたくなかった。だからまるで隠すようにあの塔に閉じ込めて……いないものとして扱われました」

　十八年の中で数回、国王の気まぐれで宮殿に呼ばれたことがあったけれど、他の王族からは嫌悪感の滲んだ眼差しを向けられた。あんなに醜い瞳を、私は他に知らない。

「いないも同然だったから、母が亡くなった時も誰も看取ってはくれなかった。私とガイルだけで……見送ったんです。国王が母を見初め、強引に手に入れたくせに……」

　国王や他の王族の勝手さ、非道さを思うと、膝を抱える手に自然と力がこもっていた。ギュッと握ったドレスに深い皺が寄る。

「小さな頃から、母には、王族の血を引いている以上、国のために尽くさなければならないと言われてきました。それをずっと忘れたことはない。でも……母が亡くなった時からずっと、私は国王たちが憎くてたまらなかった……」

　いつの間にか声は震えていた。

　今までこんな話はしたことがない。口にしてはいけないことだと思っていたし、言葉にしたところで母が戻ってくることはないから。

　でも……それが、ずっと胸の奥につかえて苦しかった。

　不意に、膝を抱えていた手に、そっと大きな手が重なる。ハッと顔を上げると、シオンさんが心配そうに私を見つめていて……慌てて口を開いた。

「すみません。今のは、忘れてください」

　口にしていいことじゃなかった。いくら、テネーブル王国がもう崩壊したとしても、仮にも王族であった私が言っていいことではない。

　気が緩んだのか、うっかり出てしまった言葉にどうしようと思っていると、そんな私にシオンさんが微笑む。

「なにを？　なにか聞こえた気はするけど、クレアがあまりに綺麗で見とれていたからわからなかった」

　あまりにおかしなごまかし方だったけど……シオンさんの優しさだとわかったから、私も笑みで返した。

「母君は、病気で？」

「はい。……最後、謝っていました。『ごめんね』って」

　弱々しい声が、今も耳の中に響くようだった。

「小さな頃にも、謝られたことがあったんです。涙ながらに謝る母に、小さな私は理由もなにもわからなかったけど……今思うと、私の運命を思い謝っていたのかもしれません」

　王家の血なんて継がせてしまって……という意味だったのかもしれない。

「母だって、運命を強引に暗いものにされてしまったのに。愛してなんかいない国王の子どもである私を、母は大事に育ててくれた。それだけで十分だと、あの時、母に言えていたらよかったんですけど」

　ゆらゆらと揺れるマーガレットを見つめながら、ふっと笑みをこぼす。

　足元にトントンと触れるマーガレットが、私を慰めてくれているみたいだった。

　大丈夫。わかっている。

　母が私にこんな後悔をしてほしくないと思っていることくらい。

　どんな時だって前を向いて自分の意思を持っていた母の瞳は、今でもしっかりと覚えている。

　スッと立ち上がり、視線を空へと移す。今日もそこに広がっている青空から空気をたくさん吸い込むと、花の甘い香りに満たされる。

　小さな窓から、自由に流れる雲をうらやましがっていたあの頃とはもう違う。

　隣で同じように立ち上がったシオンさんを見上げ、笑顔を向けた。

「私の世界は、あの塔の部屋とそこから見える場所だけだった。だから……シオンさんにここに連れてこられて、初めてこんなに綺麗なものを見た気がします。聞いてはいましたが、とても広いんですね」

　世界が広くて、それが嬉しくて……空気の流れを肌で感じるために目を閉じる。

　揺れる草花の音だけが響く世界はとても綺麗で、自分が今ここに立っていることが信じられなかった。

　母は、こういう世界を見せたいと、野原を自由に駆け回るうさぎのお姫様を描いたのだろうか。

　ふと、まぶたの向こう側が暗くなる。太陽が雲で隠れたのだろうかとそっと目を開け……目の前にいるシオンさんに驚く。

　心臓が跳ねたところで、肩を抱かれてそのままキスされる。

　まるで上から降ってきたようなキスに一瞬、言葉を失ってから、シオンさんの胸を押した。

「こ、こういうこと、普通にしないでください……っ」

　顔が一気に熱を持ち、それを隠すようにうつむいて抗議する。するとすぐに腕を引かれ、今度は抱き寄せられるから、頭の中が混乱しすぎて声も出せなくなってしまう。

　ドキドキする胸が緊張を煽あおり、どうしたらいいのかわからなくなっていた時、シオンさんが言った。

「俺は正直、テネーブル王国の国王が憎かった」

　その重みのある声と言葉に……困惑していた頭がすっと温度を下げたのを感じた。

　私の頭を抱き寄せたシオンさんの声が、とても近い位置から耳に響く。

「平民にのみつらい思いをさせ、自分はなにもせず王座で笑っているなんて、王のすることじゃない。だから話を聞いて許せないと思ったし、テネーブル王国の平民のためにも今の王族を滅ぼすべきだと、革命派と必死に計画まで練った」

　私を抱きしめる腕に力がこもり、視線だけでもとシオンさんを見ようとしたけれど、視界の端でシオンさんの髪を見ることしかできなかった。

　今、彼がどんな顔をしているのか知りたくて、シオンさんの腕に手で触れた時。

「なのに……その国王がいなければ、クレアは生まれなかったんだと考えると……。クレアの父親も、母親との思い出の場所も、俺が失わせたのかって考えると……わからなくなる」

　苦しそうな声で「結局俺も自分の気に入らないことを排除したいというだけの、暴君なのかもしれない」と言われ、シオンさんの腕をギュッと掴んだ。

「それは違います」

　私を抱きしめる腕を緩め、見つめ合えるほどの距離をとったシオンさんに視線を合わせる。

　自己嫌悪のせいなのか、不安のせいなのか、眉を下げているシオンさんから、目を逸らさずに口を開いた。

「テネーブル王国の国王は、ただ私利私欲のためにしか動かなかった。でもシオンさんは違う」

「……そうかな」とまだ自信がなさそうに言うシオンさんに続けた。

「国王に虐しいたげられてきた平民を救うために行動を起こしたシオンさんは、暴君でもなんでもありません。テネーブル王国にとってはナイトそのものです。もちろん、私にとっても」

　優しいシオンさんは、私のことを気にしてくれたのだろう。母が描いてくれた本が燃えただろうなんて話をしたから。まったく……騎士団長なんて、時には残酷でなければいけないのに、優しすぎるのも考えものだ。

「足りないのなら何度でも言います。私はこの国にもシオンさんにも、感謝しています」

　じっと見上げていると、私の気持ちが伝わったのか、シオンさんがゆっくりと表情を緩める。それから、もう一度私を抱き寄せた。

「クレアの新しい居場所は俺が作るから。もう少しだけ待っていてほしい」

　さっきとは違う、優しく柔らかい声に元気を取り戻してくれたのだろうかとホッとする。それから言葉の意味を考え、『もう少し』というのはグランツ王国の国王が戻るまでを言っているのだろうかと思った。

　シオンさんもジュリアさんも、肝心なことは話してくれないからよくわからない。

　だけど……。

「もう……十分すぎるくらいですよ」

　最初こそ、なんだか胡う散さんくさく感じて信じられなかったけれど、この人に与えられたものはもう両手から溢れるほどたくさんある。夜空をたくさんの流れ星が落ちていくみたいに、全部がキラキラしていて目が離せない。

「でも、キスとかさらっとするのはやめてください」

「ん？　なに？　クレアの髪の香りがあまりに俺を魅了してくるから聞こえなかった」

「……変態」

「褒め言葉として受け取っておくよ」

　たとえ、どんな運命が待っていようとも、この二十日間でもらったものはどれも素敵すぎるから、心の底から十分だと思えた。

　この人がくれる笑顔や言葉。一緒にいるだけで柔らかくなる雰囲気。その全部が、溢れるほどの幸せに思えるから。

　本の中では、こういう感情をなんていったっけ……。

　私を抱きしめたまま離そうとしないシオンさんの肩におでこを寄せながら考えた。

　胸が、ドキドキしていた。










クレアを頼む




　――事件が起きたのは、マーガレットの名前を教えてもらった三日後だった。




　グランツ王国の天気は、あまり崩れることはないのだろうか。それはそれで作物の成長に影響が出てきてしまいそうだけど……。そう考え心配になるほど、私がこの国に来てから晴れが続いていたから、今日の曇り空は珍しい。

「グランツ王国には晴れの日しかないのかなって思ってました」

「そんなことないよ。雨も降るし、長い時は一週間雨が続いたこともある。ただ、たまたま晴れが続いているだけだよ」

　曇り空を見上げながら言った私に、シオンさんはおかしそうに笑って答えた。

　肌に当たる風が、いつもとは違い、湿気を含んでいるように感じる。こんな風はここに来て初めてだ。

　今日、新しく教えてもらった花は、ダリア。とても大きく立体的に咲く花で、紫の色合いが綺麗だ。花びらの先に行くほど色が薄く白くなる。そのグラデーションは自然のものとは思えないほど美しく、どれだけ眺めていても飽きない。

　シオンさんは、グラデーションがなく一色のものもあると教えてくれた。

　もとからそこまで花に詳しいわけではなさそうだから、おそらく、私に教えるために調べてくれたのだろう。

「そうなんですね。私は晴れているとこうして散歩ができるから嬉しいですけど、そろそろ雨が降った方が自然にとってはいいかもしれないですね」

　同意するように、ぴゅっと勢いよく風が吹き抜ける。空には厚い雲が目立つし、そのうち雨になるのかもしれない。

　雨を直接受けてみたいなんて言うと、怒られるかな……怒られるだろうな。

「土地柄なのか、一気に天気が崩れることも多いから……今日なんかは危ない。ほら、あの辺り、雲の色が違うだろ。ああいう雲の下はもう降ってるんだ」

　シオンさんが指さしたのは、すぐそこに見える灰色の雲だった。他の雲よりも低い位置にあるように見える。

「ああいうのが増えてきて、そのうちまとまった雨になる」

「そうなんですね」

　こうして空や天気のことを教わるのも楽しい。私は知らないことが多いから、シオンさんからいろんな話を聞くのが毎日の楽しみになっていた。

　朝目が覚めると、今日はどんな話ができるだろうとワクワクする。そんな感情は生まれて初めてで、それに気付いて苦笑いがこぼれたのは数日前のことだ。

　自分の置かれている立場を考えれば、ワクワクしている場合じゃないのに……呑気な頭だ。シオンさんやジュリアさんが『悪いようにはしない』『心配する必要はない』と呪文みたいに言い続けるから、洗脳されたのだろうか。

　でも……おかげで、この先に待つ未来に不安を感じる時間は大きく減っていた。

「ガイルにクレアから注意してくれない？　あいつのタラシっぷりすごいんだけど」

　見れば、しゃがんだシオンさんがげんなりした顔でダリアを見ていた。

「タラシ？」

「すぐ人の懐に入り込むんだよ。おかげであいつの見張りにした新米兵士が随分打ち解けちゃってさ。問題が起きたら困ると思って、別の兵士にしたんだよ。正直、態度が反抗的で手に余ってたヤツ。そしたら、そいつまですっかりあいつを慕っちゃって」

　はぁ、とため息を落とすシオンさんに、ふふっと笑みをこぼす。

「ガイルは面倒見がいいから、すぐ好かれるんです。器も大きいし。剣術の腕はあるのにそれをひけらかしたりもしない。若い兵士が懐くのもわかります」

「俺だって面倒見はいいんだけどなぁ……」

　ぼそっと言われ、たしかにそうかも……と考える。

　寒くないかを心配してストールを取りに行ってくれたり、食事を残すとどこか悪いのかと心配してきたり。私がスズランの香りが好きだと言ったその日の夜から、湯浴みの石鹸がスズランの香りに変わっていたり。

　……まあ、面倒見がいいというのとは、なんだか少し違う気もするけれど。

「シオンさんのは、過保護というか、ちょっとガイルとは違うと思います……」

　ガイルは、そこまでなんでもかんでも手を貸したり、気を配ったりはしない。

　そう思い言うと、困り顔で笑われた。

「いや、クレアにするような態度で他のヤツらに接したりはしないよ。ちゃんと団長と団員っていう関係の中で面倒見てるし。そうじゃないと気持ちが悪い」

　くっくと喉の奥で笑われ、それもそうかと納得する。

　この人と会う時は、こうしてふたりきりかジュリアさんがいるかくらいだから、私以外の人にどう接しているのかがまるで想像つかないけど……。

　シオンさんは、団員にどういう態度をとるのだろう。どんな言葉をかけるのだろう。剣を握った時、どう表情を変え、どう動くのだろう。

　次々に興味が湧く。

　それが、知らないことを知りたいと思うただの探究心とは違う気がして……。

　自分でもわけがわからず、なんだろうと首をかしげたくなった時、塀の向こうが騒がしくなった。

　いつかの……テネーブル王国の王城が攻め込まれた時に似た大勢の声に、一歩たじろぐ。

　あの時ほど大きな声ではないし、騒ぎは塀の向こう側で起きているのだから、ここからは距離だってある。なのに……なんとなく嫌な予感がして胸がざわざわした。

「なんだろう」

　動揺を感じ取ったのか、シオンさんが私の肩を抱き寄せながら言う。

　落ち着かせるように優しく肩を撫でてくれてはいるけれど……その横顔には、いつもはない種類の真剣さがあった。あの時……王城が攻め込まれて、様子を見てくると言ったガイルが背中に浮かべていたものと同じ種類の――。

　雲は厚くまとまり、ピュッと強い風が地面を這う。

「冷えてきたし、今日はもう部屋に戻ろうか――」

　シオンさんがそう微笑んだと同時に、中庭に第三者の声が響いた。

「シオン様、大変です！」

　振り向いて、声の主がジュリアさんだと気付く。

　こちらに走り寄りながら、ジュリアさんが叫ぶように言う。

「王城の外で暴動が起きていますっ。どうやらテネーブル王国からこちらに移動してきた平民たちのようで……クレア様がここにいるのが外に漏れ、それを聞きつけたようです……！」

「え……」

　無意識に声を漏らしたのは私だった。今の言葉を頭の中で理解しようとするのに、動揺してしまってきちんと考えられない。

　足がすくんでしまったところで、シオンさんが私の肩を抱く手に力をこめ、ハッとする。

「それで、規模は？」

　私の肩を抱いたまま聞いたシオンさんに、ようやく目の前まで来たジュリアさんが説明する。

「それほど多くはありません。でも、この中庭は普段から国民に開放していますし、もしも誰かが入り込んだ場合、ここは危険です。早くお部屋に」

「そうだな。……クレア？　今の話は理解できた？」

　私が呆然としていたからか、顔を覗き込むようにしてシオンさんが聞く。心配そうにする顔を見て、目を伏せた。

　だって……この暴動は、私のせいだ……。

「はい……」

　どうするべきだろう。どうすればいい？

　緊張ばかりが襲ってきて呼吸が苦しいほどだった。

　そんな私に、シオンさんが微笑む。

「クレア」

「え……あ、はい……」

　呼ばれて見上げると、柔らかい表情のシオンさんが私を見ていた。肩を抱かれているから、シオンさんの顔が思っていた以上に至近距離にあって驚く。

「俺の瞳、何色だかわかる？」

「え……青ですか？」

　ブルートパーズみたいな瞳を見て答えると、シオンさんが目を細める。

「この色の花、見てみたくはない？」

「でも、青い花は、たしか確認されていないって聞いたような気が……」

　今する話だろうか、と思いながらも首をかしげた私に、シオンさんが「そう」と頷く。

「だから、青い花の花言葉は〝不可能〟らしい。でも、実は青い花を咲かそうと王城の庭師が研究しているんだ。まぁ、いつ実を結ぶかはわからないけどね」

　私の頭をポンと撫でたシオンさんが微笑む。

「その研究をしているところを、今度見せてあげるよ」

「え……」

「だから、そんな顔してないで」

　その言葉に、この場違いな会話の意味を知り、キュッと唇を引き結んだ。

　一刻を争うこの大事な時に、シオンさんは私の緊張を拭おうとしてくれたんだ……。

「大丈夫。クレアのせいじゃないし、無事解決するから。夕飯は一緒に食べよう。俺が部屋に行くまでいい子で待っていてほしい」

　まるで子どもにでも言い聞かせるような優しい声に「はい」と頷く。

　シオンさんはそれを見るとふわりと笑い、それから「ジュリア、クレアを頼む」と言い、王城へと走っていく。

　その後ろ姿をしっかりと目に焼き付け、背筋をピンと伸ばす。

　さっきまでの緊張はもうなかった。シオンさんが綺麗になくしてくれたから。

「クレア様。お部屋に戻りましょう」

　そっと背中を押すジュリアさんに……中庭を一度見渡してから静かに頷いた。




　暴動は、王城の正門前で起こっているらしかった。人数はそこまで多くないし、今、兵士たちが話を聞いているから、時間が経てば収まるだろうとジュリアさんは言うけれど。それを、そうですかと聞き入れるのはあまりに無責任な気がした。

　原因は私なのに、なぜそれをグランツ王国の、テネーブル王国のために力を貸してくれた人たちがまた請け負わなければならないのだろう。ここに連れてくるよう命じたシド王子の責任と言われても、だからといって私に責任がないとは思えなかった。

　シオンさんは『無事解決する』と言っていたけど、どうやって？

　武力や権力にものを言わせないこの国で、どうやって暴動を収めるのだろう。

　いろいろな考えが頭の中をグルグルと回るけれど……これからどうするかの覚悟だけは、すでに決まっていた。さっき、シオンさんの瞳の話をした時に。

　私は、囚われたはずのこの国で、たくさんのものをもらったから……シオンさんから、溢れるほどの感動や感情をもらったから。このグランツ王国に、これ以上迷惑はかけたくない。

　これはテネーブル王国の問題で、責任をとれる王族は私だけだ。私が姿を現せば、この暴動はすぐに収まる。

　ただ、問題は、どうやって外まで行くかだ。

「クレア様」

　椅子に座り、テーブルの上に飾ってあるスズランを見つめていた時、ジュリアさんが声をかけてきた。部屋に戻ってきてから、十分ほどが経っていた。

「私は、ガイル様をこの部屋に連れてきます。もしもの時、ふたり一緒の方が守りやすいですから」

　そう言い微笑むジュリアさんを見つめ返した。

「守る……ですか」

　もともとは敵であったはずの私やガイルを守ろうとしてくれていることに、胸が熱くなり……同時に痛む。

「クレア様？」

「いえ。なんでもありません。……お願いします」

「では、すぐに戻りますから。クレア様はこの部屋でお待ちください」

　ジュリアさんは足早に部屋を出ると、外から鍵をかける。

　ひとりきりになった部屋にカチャリという音が一度響いてから……そっと立ち上がり、本の間に隠してあった針金を取り出した。いつかガイルがメモに挟んで渡してくれたものだ。

　まさか……こうして使う日がくるなんて思わなかったけれど。

　針金を握りしめ、ドアに駆け寄る。

　このドアには簡易的な鍵がひとつと、きちんとした鍵がひとつ、ついている。いつも、就寝時はふたつとも閉められているけれど、ジュリアさんが少しだけ席を外す時には簡易的なものしかかけない。今もそうだ。

　ドアの前にしゃがみ、鍵穴にふたつに折った針金を入れる。

　ここの簡易的な鍵が、塔のものと同じでよかったと思う。もしものことがあった時にと、ガイルに昔、開け方を教わったから。

　ガイルが初めてこの部屋に来た時、この鍵の種類を確認して、使えると思ったから針金をくれたのだろう。

　塔にいた時も、ここに移ってからも、ガイルはいつも私のことを考えてくれる。

　ガイルは剣の腕も立つし、ここでの信頼もすでにある。主とされている私がいなくなれば、グランツ王国で騎士として活躍できるかもしれない。そうして、毎日笑って幸せな時間を過ごしてくれるといいなと思う。

　以前、教わった通りに指先で感覚を探り、音を聞く。そして、わずかな音の違いと感覚を逃さずに針金を動かすと、カチャリと鍵が開いた音がし、ホッと胸を撫で下ろした。

　音を立てないようにそっとドアを押すと、長く延びた廊下には誰もいなかった。

　暴動が起きているんだし、城内もきっとバタバタしているのだろう。少しくらい大胆に動いても見つからず外に出られるかもしれない。

　中庭までの道を、人の気配に気を付けながら走る。運動に慣れていない身体はすぐに文句を言うみたいに呼吸を乱したけれど、それも無視して中庭に向かった。

　走っていると、突然廊下が暗くなり、なにかと思って窓から外を見たら、分厚い雲が空を覆っていた。シオンさんが言っていた通り、そろそろ雨になるのかもしれない。

「は、ぁ……はぁ……っ」

　心臓が痛い。

　ドレスは裾がふんわりしていて走りにくいし、重みだってある。どう考えても走るには向かない格好だけれど、ただひたすらに目的地を目指した。

　いつも、シオンさんとのんびり話しながらだと近くに感じた中庭までは、こうしてひとりで走ってみると結構な距離があり、着いた頃にはもう、息が激しく切れていた。

　空気を吸い込むと喉と胸が痛む。肺も痛い。

　まだ暴動は続いているようで遠くから声が聞こえていた。

　自分の身に起きている深刻な運動不足を実感しながら、ふらつく足をまた進める。中庭の端にある、鉄のドアに向かって。

　あの時、男の子は登れたと言っていた。木の枝が切られていないのは、さっきジュリアさんとここから離れる時に確認済みだ。

　ただ、危惧されるのは衛兵だけど……正門前で暴動が起きているなら、そちらに回っているかもしれない。それに賭けるしかない。

　視界を遮るものがない中庭は、王城内の窓から丸見えになる。だから、中庭の端を一気に走り抜ける。色とりどりの花が咲いていたけれど、目もくれずにただひたすら鉄のドアを目指す。

　雨はまだギリギリのところで降っていないけれど、じっとりと肌にまとわりつくような空気が、呼吸の邪魔をした。

　走ったせいもあるけれど、見つかるかもしれないという緊張からも酷使されている心臓が悲鳴をあげていた。喉に空気が貼りつくようで、軽くせき込んでしまう。

「は……っ、は、ぁ……っ」

　ジュリアさんはガイルと、もう部屋に戻る頃だろうか。もう、気付いただろうか。私がいないことに。

　だとしたら、時間がない。見つかる前にどうにかしてここを出ないと……。

　ドアの前までなんとかたどり着き、手をついて呼吸を整える。

　こんなに息が切れたことは今までなくて、酸欠からか頭がクラクラしていた。

「気持ち、悪い……」

　吐き気とは違う気分の悪さが襲いかかり、しゃがみ込みたくなる衝動に駆られる。地面がグラグラと揺れているみたいに、足元がおぼつかない。

　でも……ここで座ったらもう立てないかもしれない。

　目線を上げ、大きく空気を吸い込んだところで、隣に立っている木に手をかけた。

「よいしょ……っと……」

　木登りなんて生まれて初めてだ。

　それでも、なんとか枝に手をかけ足をかけ、不格好にだけど登っていく。

　低い位置に枝があってよかった。栄養が十分だからか、太い枝がたくさんあり、枝と枝の距離がそこまで離れていない。

　王城から人が出てこないかを何度か確認しながらも、どうにか塀の高さまでを登り切る。そして、枝から塀に足をつけ……そこで初めて高さに意識が向いた。

　登るのに必死で下なんて見なかったけれど、こうして塀の上から見下ろすと……結構高い。二メートル以上はありそうだった。

「どうやって下りよう……」

　一気に飛び降りるのはさすがに怖い。でも、だからといって他の出口を探す時間なんてないし、そのうち衛兵だって見回りに来るだろう。

　迷っている時間はない……と再度自分に言い聞かせる。

「……よし」

　自分を奮い立たせるように片手で頬を叩き、顔を上げる。それから、塀の外まで伸びている枝に両手で掴まった。

　正直、枝は先にいくほど細くなっているし、ぶらさがったら私の体重を支えてくれるかどうか不安はあった。それでもこれ以外に方法はないのだから仕方ない……と思い切って塀から足を離すと、枝は私の重みにしなり、ミシミシと音を立てゆっくりと折れる。

　腕にかかる重みが消えたと感じた次の瞬間、ガ……ッと鈍い振動みたいな痛みが身体を突き上げた。

「……ひゃっ」

　地面に落ちた衝撃で漏れた声に自分で驚き、思わず両手で口を塞ぐ。周りを見たけれど、辺りは閑散としていて、衛兵の姿もなかった。

　王城の城壁の周りは、大きく開かれた土地になっていて、民家もお店もなにもない。おそらく、見通しをよくして侵入者を防ぐためなのだろう。テネーブル王国もたしかそうだった気がする。

　とりあえず、壁の近くを歩けばどこか高い場所に見張りがいても、見つかりにくいはずだ。

　そこまで考えてから、少し安心して……いまだに激しく切れている息と、膝の痛みに気付いた。ドッドッドと心臓はうるさいほどに鳴り響いていて、その大きさに自分でも戸惑いながら膝を見下ろすと、ドレスが汚れて切れていた。

　おそらく、落ちた時に打ったりしたのだろうけれど、そんな痛みに気をとられている場合じゃない。すぐに立ち上がり、声のする方向へ足を踏み出す。

　グランツ王国は、たしか街よりも少し高い位置に王城を建てていたはずだ。城下町の端から一本の広い坂道が延びて正門前の広場に繋がっていたのを、連れてこられた時に見た記憶がある。

　王城を四角く囲む城壁の北側の壁に造られた正門。そこで暴動が起きているのだろう。ここは、正門とは正反対の南側だから、そちらに回り込まないと……。

　王城がとても大きいから、かなりの距離になる。急がなければと、走り出そうとした時だった。

　城壁の東側から、角を曲がってきた人たちの姿が目に映る。ギクリとして固まったけれど、揉めているようで誰もこちらには視線を向けようとはしなかった。どうやら衛兵ではないようだ。

　大人の男の人たちが数人と、小さな男の子がひとり。男のひとりが「いい加減なこと言ってんじゃねぇ！」と怒鳴っている。

　大人たちに囲まれた男の子の明るい茶色の短髪が、暗くなった空の下でも目立っていた。緑色の瞳がしっかりと意思を持ち、大人たちを睨みつけている。

　男の人たちは、男の子の服の襟を掴み、城壁にその子を押しつけた。その衝撃で、男の子の顔が歪む。

「こいつ、嘘ばっか言いやがって」

「嘘じゃない！　あの塔にいたお姉ちゃんなら優しい人だったっ。俺、たくさんパンもらったし、見たことだってある！　俺の言ってることが本当だっ」

　大人に囲まれているのに、怯まずにそう叫ぶ男の子に、目を見開く。

　あの……塔の男の子だ――。

「だいたいっ、そっちこそ誰もお姉ちゃんのこと知らないくせに、責めることばっか言ってんじゃねーよ！　噂信じて馬鹿じゃねーの！」

　威勢よく食ってかかる男の子に、男の人たちの顔が歪む。「こいつ……」と静かに振り上げられた拳を見て、とっさに足を踏み出していた。

「やめてくださいっ！　こんな子どもに大勢で……大人のすることじゃないでしょう！」

　男の子を掴んでいた男の人の腕にしがみつくと、彼らの視線が私を捉える。突然現れたからだろう。戸惑っているようだった。

「本来、大人は子どもを守ってあげるべき存在です。それなのにこんな風に詰め寄るなんて、恥ずかしくないんですかっ？」

　男の子から手を離させて背中でかばう。背後から「お姉……」と声が聞こえて、途中で途切れた。

　おそらくこの子は私が誰か気付いたのだろう。でも、ここで私を呼ぶとこの人たちにバレてしまうから黙ったんだ。

　賢い子だな、とふっと笑みがこぼれる。

　賢くて、いい子だ。こんな子を痛い目に遭わせるなんて……。

　目の前で私が何者かわからずに困惑している様子の男の人たちを、キッと睨みつけた。

「あなたたちは、テネーブル王国の国王が敷いた、弱者が虐げられる体制が許せなくて革命を起こしたんでしょう？　なのに、自分たちがその国王と同じことをしてどうするんですか。せっかく国から解放されたのに……」

　真剣に訴えると、男の人たちは黙り、辺りがシンと静まり返る。

　正門前で行われている暴動の声が遠くに聞こえる中、ただ睨み合っていると、ひとりが訝いぶかしげに口を開いた。

「もしかして、隠してた姫って、こいつじゃないか？」

　こうなることは、部屋から飛び出した時から覚悟の上だった。それでも、男の人たちの眼差しが変わった途端、ギクリと心臓が嫌な音を立てる。

　キュッと唇を引き結んでいると、疑いが確信に変わったのが男の人の瞳でわかった。

「そうだよ、だって高そうなドレス着てるし」

「こいつが、今まで俺たちを苦しめてきたあの国王の娘だ！　王族の生き残りだっ」

　私がテネーブル王国の王族だと確信し、顔つきを変えた男の人たちが「おまえのせいで……！」「よくも俺たちに顔向けができたもんだなっ」と、次々にひどい罵声を浴びせる。

　こんな風にすごい剣幕で男の人に怒鳴られるのなんて初めてで、気をしっかり持たなきゃと思うのに身体が震えてしまう。

　いつの間にか雨が降り出し、地面を濡らしていた。あんなに身体で受けてみたいと思っていた雨粒が次々に落ちてくる。

　動揺や恐怖からなのか、ポツポツという音だけが耳の中で響き、男の人たちの声がどこか遠く聞こえる。まるで水中にでもいるように、ぼんやりした怒鳴り声に歯の根が合わずにいた時。

　後ろにいたはずの男の子が、私の前に立ち、大きく両手を広げた。

「やめろよ！　女相手に大勢でなんて卑ひ怯きょうだろっ」

　今までぼんやりしていた耳がしっかりとその声を拾い、ハッとする。

「テネーブル王国の王族はひどいヤツらだったかもしれない！　でも、このお姉ちゃんは違う！　なにも知らないくせに傷つけるようなこと言うなっ！　なんでもかんでも王族ってくくって考えることしかできねーのかよ」

　男の子の迷いのない声に、震えていた手をギュッと握りしめる。

　ダメだ……怖がっていてはダメだ。これはテネーブル王国の問題で、王族の血を引く私の責任なのだから……震えている場合ではない。こんな小さな子に、守られている場合ではない。

「この……っ」と振り上げられた拳から守るように男の子を抱きしめると、次の瞬間、頭がガツンと強い衝撃に揺すぶられた。痛みで殴られたことを知ったけれど、もう動揺はなかった。

「お姉ちゃんっ、血が……っ」

「……ん。大丈夫だから心配しないで。ごめんね、私のせいで……」

　雨足は強まり、もう髪もドレスもびしょびしょだった。水分を含んだ重いドレスが、地面に私を縛りつけているようだった。

「なんだよ。子どもはかばうのかよ。俺たちにはなんにもしてくれなかったくせにな」

　冷たくなった身体に、言葉が刺さるみたいだった。

「ごめんなさい……」

「謝って済むことじゃねぇっ！」と、また振り上げられた腕に気付いて、男の子を抱きしめる。殴られるのなんてなんともないと強い意志を持ち、グッと歯を食いしばった。

　……だけど、しばらくしても覚悟していた痛みは落ちてはこなくて。

　恐る恐る顔を上げると、そこには立ち尽くす男の人たちと……剣を抜いたシオンさんの姿があった。剣先を男の人たちに向けたシオンさんの瞳には温度がなく、ぞくりとしたものが背中を走る。

　いつか、ガイルの部屋で私に近づいた兵士に向けたものとは比べものにならないほど冷酷に感じられる瞳が、ただ男の人たちを見据えている。恐怖が場に張りつめ、声を出すことさえできない。まるで空気が何倍もの重さになったようだった。

　シンと静まり返る中、本降りになった雨なんて気にしない様子で、シオンさんが口を開く。

「この女性は、グランツ王国第一王子、シド・エタンセルの婚約者だ。今のはそれをわかった上での暴行か？」

　その言葉に、男の人たちの顔色が変わったのがわかった。ひとりが震える声を出す。

「あ……革命の時、指揮してた――」

　そのあとに続いた言葉に、私の胸に驚きと納得が混ざる。

　ああ……やっぱりそうだったのか……と混乱する頭で考えていると、シオンさんが無表情のまま答える。

「そうだ。まさか忘れたわけではないだろう？　善意で協力したというのに、それを仇あだで返されるとは思わなかったな」

　ピリッとした緊張感の中、別の人が慌てたように言う。

「も、申し訳ありません……！　どうやら人違いしてしまったようで……っ」

「俺たちは、テネーブル王国がいい方向に舵かじ取とりできるよう、力を貸した。そして問題とされていたものの排除には成功し、今、おまえたちを抑えつけるものはないはずだ。これ以上、なにを求める」

　シオンさんがピシャリと言った言葉に、男の人たちは「……いえ」と小さく首を振って黙る。

　シオンさんは声を荒らげているわけではない。それなのに、ひどく恐怖を感じさせるのは、声や表情から滲み出る大きな怒気のせいだ。

　静かな怒りが上から辺りを押さえつけているようだった。意見することすら許されないような冷淡な雰囲気に呼吸が震える。

「過去に囚われずこれからを生きられるようにという意思のもと、恨みつらみはあの時、城と一緒に燃やしたはずだ。違うか？」

「……いえ。その通りです」

「国がこれからどうなるかの大事な時に、そこに尽力できないのであれば問題だ。おまえたちの責任者をあとで城によこせ」

　冷たく響いた言葉に、男の人たちも私も、ただ呆然とすることしかできなかった。










大事にしなきゃ俺が許さない




「俺はっ、こんなことのためにあの針金を苦労して手に入れたんじゃないっ！　おまえを助け出すためだ！」

「そもそもガイル様がこんな針金を渡さなければよかったんです！　頭よくないくせに変なこと計画して……！　ああもうっ！　お気持ちはわかりますが、クレア様が思ったら一直線だって知りながら、なんだってこんなもの用意したんですか！」

「それは……っ、それは、本当にすまないと思ってる……」

　ジュリアさんにギンと厳しい眼差しを向けられたガイルが口ごもり、声のボリュームを落とす。

　申し訳なさに歪んだガイルの表情を見ていられなくなり、椅子から立ち上がり、「ガイルは悪くないよ。私が……」と声をかけたところで、ふたりの視線が一気に私に移る。

「それは大前提だ！」

「それは大前提です！」

　同時に言われ黙ったところで、隣に立っていたシオンさんが「クレア。まだ治療中だから座って」と、着席を促した。

　その声は静かだけど……おそらく、怒っている。

　あの騒動のあと、シオンさんに連れられ、私は男の子と一緒に王城に戻った。

　ジュリアさんに同行されて湯浴みを済ませると、私の部屋にはすでにシオンさんとガイル、男の子の姿があった。

　今は、王城にいるお医者様に傷の手当てをしてもらっている最中だ。

　殴られたのはこめかみのあたりで、傷になっているけれど血はもう止まっている。シオンさんが何度も「頭だし、もっときちんと調べた方が」と言って、お医者様に「大げさですよ」と笑われていたから、どうやら軽い外傷だけのようだ。

「これは転んだのですか？」

　ドレスをまくり膝を見せると、そう聞かれたから「木から落ちて……」ともごもごと答える。

　隣から降ってくる視線が怖い。

「ガイル。あと、マイケル。そっち向いてろ」

　私が足を出したからか、シオンさんが注意すると、ガイルは言われた通り背中を向け、男の子は気に入らなそうにシオンさんを見た。

　この子の名前はマイケルというのか、と知る。

「だったらおまえもそっち向けよ。クレアに恥ずかしい思いをさせる気か？」

　そう言い、ふんと背中を向けたマイケルに、シオンさんは「口の悪いガキだ」と呟きながら壁の方を向いた。

「あざにはなるだろうけど、痕は残らないと思うので安心してください。傷もひどくない」

　傷口を消毒しながら説明してくださるお医者様に「はい」と答えると、シオンさんが「それだけ？」と背中で言う。だから「あ、すみません。ありがとうございます」と慌てて付け足すと、「違う。そうじゃない」と珍しく不機嫌な声を返され、困ってしまう。

　今の会話に、お礼以外の答え方があっただろうか。

　私がなにも答えられずにいると、シオンさんは小さく息を吐いてから「もういいよ」と呟くように言った。

　その背中が、やっぱり怒っているように見えた。




「マイケル、今日はここに泊まるの？」

　お医者様が医務室に戻ったあと、部屋を出ていこうとする後ろ姿に聞くと、「うん」と笑顔で頷かれる。

「今日はガイルの部屋に泊まる。もう、俺用のベッドを用意してくれてるんだって」

　お泊まりが嬉しいのか、楽しそうな声で返事をされる。「そう」と微笑むと、ドアの近くにいたマイケルが私の前まで戻ってくる。

　私は椅子に座ったままだから、視線の高さは同じだった。

「クレア。またちゃんとお礼を言うけど、パンやハンカチをありがとう。クレアのおかげで、俺は今、こうして元気に暮らせてる」

　真面目な顔をするマイケルに、ふっと表情を緩めた。

「大げさよ。私も、マイケルがどうしているか気になっていたから、こうして会えて嬉しい。無事でよかった」

　目を細めると、マイケルは首をぶんぶんと振り、「大げさなんかじゃない」とはっきりした口調で言う。

「俺にとっては救いだったんだ。だから、国が崩壊してからもずっとクレアを探してて……こうして会えて話せて、俺の方こそ、今すげー嬉しい」

　ニカッと歯を見せたマイケルが「これから、恩返しさせてくれな。おやすみ」と元気よく言い、部屋を出ていく。ハハッと笑ったガイルも「じゃあな、クレア。しっかり休めよ」とマイケルのあとに続き……そして、残ったのはシオンさんとジュリアさんだ。

　私の隣に立つジュリアさんをチラッと見上げると、すでにこちらを見ていたのかすぐに厳しい眼差しと目が合った。

「今後、私がこの部屋から離れる時には、いかなる場合もすべて施錠します。まるでクレア様を信用していないようですが、その通りです。前科がある以上、これからは全力で見張りますよ」

「心配をかけてごめんなさい」と謝る。

　この国にとって、私なんてどうなってもいい存在のはずなのに、ジュリアさんもガイルと一緒に私を探し回ってくれたらしい。雨に濡れながら……。

　申し訳なくなり、「風邪をひかないように温かくして寝てください」とジュリアさんの手を握ると、複雑な表情を向けられた。

「本当に……クレア様といいガイル様といい、天然な人タラシですよね。怒っていたのに調子が狂います」

　そう言ったジュリアさんは私から手を離すと「私よりご自分の心配をなさってください」と少し笑った。

「シオン様はこの部屋に残るようですし、どうせこれからお説教でしょう？　手当て中もずっとあの人の不機嫌オーラがひしひし伝わってきていましたし」

　ジュリアさんがこそっと言った通り、シオンさんはいまだソファに座ったままだ。でも、私もきちんと謝りたかったからちょうどいい。

「今日はありがとうございました。また、お世話になります」

　部屋を出ようとするジュリアさんをドアの前まで見送り頭を下げると、彼女はまた複雑な顔をし、最後に「こちらこそ」と笑った。

「それでは失礼します」

　ジュリアさんがパタンとドアを閉じる。その様子を見届けてから、ゆっくりと振り返ると、すぐにシオンさんと目が合った。

　私が振り向く前からこちらを見ていたらしい。いつものシオンさんらしくないピリッとした空気が漂っていた。

　足を組み、背もたれに背中を預けていたシオンさんが、スッと立ち上がり、こちらへ近づいてくる。そして、隣まで来ると私の腰に手を当てた。

　見上げると、無表情の瞳と目が合う。

　怖いとは思わなかった。むしろ、傷ついたように見え、もしかしたら私の勝手な行動のせいだろうか……と思うと胸が痛んだ。

　私がシオンさんの瞳から感情を奪ってしまった。

「こっちにおいで。少し話そう」

「……はい。私も、聞きたいことがあるのでいいですか？」

　シオンさんは「もちろん」と言いながら私を歩かせ、ベッドに座らせた。そして自分はその隣に腰を下ろす。

　ふたりきりの部屋は静かだった。

「ごめん。緊張させて」

「……え？」

　突然謝られて驚くと、シオンさんは情けないような笑みを浮かべ、私を見ていた。

「クレアを怖がらせたいわけじゃないんだ。ただ……どうしても、思うことがあって」

「あ、いえ……。悪いのは私ですから」

「クレアの話から聞くよ。俺に聞きたいことがあるんだろ？」

　シオンさんが意識して雰囲気を軽くしてくれたおかげで、緊張が解ける。

　きっと面倒を起こした私に怒りたいと思うのに……本当に優しい人だ。

　――こんな人が王子だから、きっとグランツ王国は平和なのだろう。

　少しの間、なにも言わず見つめてから……そっと口を開く。

「どうして、騎士なんて嘘をついたんですか？」

　質問の重みとは裏腹に、その言葉はすんなり声になった。

　シオンさん……シド王子も、私がなにを言うのかわかっていたのか、動揺した様子は見せずにふっと笑った。

「やっぱりバレてたんだ」

「ずっと、おかしいとは思っていました。騎士団長にしては、いろいろなことを自由にしすぎているし、エスコートや振る舞いもとても優雅だから……。確信したのは、今日ですけど」

　あの男の人たちの言葉と態度でわかった。

『あ……革命の時、指揮してたシド王子……っ』

　震える声でたしかにそう言っていた。

　テネーブル王国への侵攻の時、あんな軽装で来たシオンさんを、まさか王子だとは思わなかった。だって、王子自ら率先して危ない場所に赴くなんて、テネーブル王国ではありえなかったから。

　でも、この国で過ごすうちに、この国の考え方がわかって、ありえないことではないのだと知った。

　安全な場所から命令するだけではなく、王子自らが先頭で指揮をとる。それを当たり前にできるこの国をとても好ましく思った。

「シド王子……とお呼びすればいいですか？」

　聞くと、シド王子は困り顔で笑う。

「いいよ。呼び方なんてなんでも。ただ、距離感は今まで通りか、もっと近くが望ましいかな」

　そう笑ったシド王子が、ひとつ息をつき……静かに話し出す。

「第二騎士団の団長っていうのも嘘じゃないんだ。国王に頼んでやらせてもらっている。剣の腕を鍛えるには実践が一番だろうと許してもらって以来。もう二年になる」

「……そうなんですか」

　テネーブル王国では考えられない事実に驚くと、シド王子は「シオンっていうのは、デコラシオンからとった」と教えてくれる。

「デコラシオン？」

「この国で個人に与えられる勲章だよ。とくに、騎士団ではそこを目指しているヤツは多い。もちろん、それ以外でも功績を残した者に与えられる。学問でもなんでも、位とか関係なく」

「……素敵な制度ですね」

　私の言葉にシド王子は微笑み、目を伏せる。

「最初、あの塔で身分を明かさなかったのは、その必要がないと思ったから。ここに連れてきてからも〝シオン〟なんて偽ったのは……その方が、クレアと近づける気がしたせいかな。クレアは、自分も含め、王族ってものに嫌悪感を持っているように感じたから」

「それは……そうかもしれません」

　素直に認める。

　私はテネーブル王国の王族しか知らなかったから、いきなり王子だなんて名乗られたら、同じような人だと判断し、おかしなフィルターを通して見てしまったかもしれない。

「それに、俺もクレアと一緒で、身分や血筋って、そこまで大事だとは思わないんだ。そんなものにしか価値を見出せないなんて、馬鹿馬鹿しいにもほどがある」

　最後、わずかに刺々しさが滲んだ声がひっかかり、そういえばと思い出す。

『あの人、少し育った環境が複雑だから他人同士を結ぶ情みたいなものが理解できないんですよ。だから今まで、どんなに想いを寄せてくれる子がいても冷たく切り捨ててきたみたいです』

　ジュリアさんが言っていた言葉だ。

「そういうものに価値を見出す方が、周りにいたんですか？」

　慌てたようにパッとこちらを見たシド王子は、目を逸らさずにいる私に根負けしたように、微笑みを浮かべた。

「俺は、王と第一王妃の息子だから、順当に考えれば第一王位継承者という立場になる。でも、その立場を狙う者は他にたくさんいる。たとえば、第二王妃、第三王妃の息子とかね」

　私は王位継承については詳しくない。一応、王族ではあるものの、そんな立場に立たされたことがないから。

　でも……想像することはできた。そういう立場や権利に異常に執着する人間はいるのだろう。

　シド王子は、肩幅ほど開いた足に肘をのせ、間で手を組む。前屈みになったシド王子の顔は黒い髪で隠れてしまい、私の場所からだと口元しか見えないから、どんな表情をしているのかわからなかった。

　笑みを浮かべている口元がゆっくりと動く。

「俺がいなくなれば、王位を継承する権利は当然そいつらに移る。第二王妃たちも必死だったんだろ。ガキの俺に、毒を飲ませようとしたり、事故に見せかけて怪我を負わせようとしたり……散々だった」

「え……」

「俺の母親は物心つく前に他界していたから、気付いたら俺の周りにいる女はそういうヤツばかりになってて……女ってみんな怖いもんなんだって思い込んで、ベッドの中で震えていた頃もあった。恋愛感情どころか、母性本能なんてものも本当にあるもんだか信じられなかった」

　最後にぼそりと、「子どもの頃は、女というだけで怖かった」と漏れた言葉に、胸が突き刺されたみたいに痛んだ。あまりに衝撃的な事実に、息をのむ。

　だって……いくら王位が欲しいからといってそんなことを……？

　言葉をなくした私に、シド王子が続ける。

「やり方が結構狡こう猾かつでさ。死ぬまではいかない程度にするんだ。さすがに不自然に死んだりしたら犯人探しが始まるし。だから、怪我とか嫌がらせとか……周りに不自然に映らない程度に仕掛けてきて、俺の心を折ろうとしてた」

　嫌がらせを繰り返して、シド王子自らが王位を拒否するように仕向けたということだ。その重圧に耐えきれなくなるよう、何度も何度も嫌がらせを……。

　自分の子可愛さだとしても、あまりにも身勝手な行動に憤いきどおりを覚える。

「別に俺は王位なんか正直どうでもいい。むしろ枷かせにしか思わないし、欲しいならくれてやってもいい。でも……子ども相手にあんな卑怯なことを平気でする人間には渡せない。自らが努力するよりも、相手を引きずり下ろすことを第一に考えるなんて愚かすぎる」

　強い意志のこもった声だった。

「だから、国から身分をなくしたいという、テネーブル王国の革命派の意見に賛同したんだ。国をまとめるのは、国民に選ばれた人間がやるべきだ。血筋で決めるべきじゃない」

　シド王子の口元からは、いつの間にか笑みが消えていた。

　今、どんな顔をしているのか心配になっていると、シド王子が背筋を伸ばし、まっすぐに座った。それから前を向いたまま私の手を握る。

　その穏やかな横顔を見つめた。

「テネーブル王国に攻め入る前、王国に忍び込んでいた時、酒場でガイルに会ったんだ」

　今までとは違い、明るい声だった。

「ガイルから聞きました。美形の騎士が愚痴ばかり言って、他人なんか信じるものじゃない、みたいな話をしていたって」

　少し笑って言うと、シド王子も笑う。

「ここ数年、そろそろ結婚してもいい歳だからか、やたら女が寄ってきてうんざりしていたんだ。そしたらあいつが、そんな女ばかりじゃないって言ってきてさ。正直、嘘だろと思いながら聞いてたんだ」

　楽しそうな横顔で、シド王子が続ける。

「『俺の知り合いに、すげー芯が強くてまっすぐな女がいる』って、あいつは言ってた。『あいつはたぶん、惚れ込んだ相手なら自分の利益なんか放り出して命までかけて守る女だと思う』って」

「……ガイルは私を買い被っているんです」

　ため息を落とすと、シド王子はそんな私を見て微笑む。

「『でも、立場が複雑で自分は恋なんかしちゃいけない存在だって思ってるから、そこが心配だ』とも言ってた」

　その言葉にハッとする。

　私がそう思っていることを、まさかガイルが気付いているなんて思わなかった。

　私が子どもを産み、この血を残すことを王族たちは望んでいなかった。だからあの塔の中に閉じ込め、誰とも接することがないよう監視までしていたくらいだ。

　そんな王族の思惑はわかっていたから、私も恋をしたいとは思わなかった。

　だって、もしも恋をして、万が一、子どもを授かったら……その子を私と同じ目に遭わせてしまう。

　私は、大切に育ててくれた母がいるから、自分の立場を不幸だとは思わない。それでも、自分の子に同じ宿命を背負わせたくはなかった。

　そういう意味で『恋愛なんて、私にはできない』と言っていた私に、ガイルは『大丈夫だって。おまえはたしかに性格はちょっと意地っ張りで面倒くさい部分があるけど』と、いつも笑ってたけれど……。

　本当は、私の気持ちを知っていたんだ。全部知った上で、気付かないふりして明るく笑ってくれていたんだ。

　ガイルのくれる優しさはいつだって温かくて、胸の奥がじわっと熱を持つ。

　涙が浮かばないように唇を引き結んでいると、シド王子が言う。

「塔で、ガイルをかばいに入ったクレアを見た時、すぐにわかった。ああ、この子だって」

「え……」

　顔を上げると、シド王子の手が頬に触れて、ドキッと心臓が跳ねる。

　そんな私の反応を見て、シド王子は目を細めた。

「すごく芯が強くて、まっすぐな、勇敢な女の子。そんなクレアに大事に思われているガイルが、心底うらやましいと思った」

　私の顔にかかった髪を耳にかけながら、シド王子が続ける。

「あの時から、俺はクレアに惹かれていた」

　穏やかで、どこまでも甘い声に思わず言葉をのんだ。

　一瞬にして、空気が艶を含みしっとりと色づく。今まではなんとも思わなかったふたりきりの部屋が、とても魅惑的で……危険なものに思えた。

　シド王子の柔らかい微笑みから目が離せずじっと見つめ返していると、不意にその顔がつらそうに歪む。それが私のこめかみに貼られたガーゼのせいだと気付き……頬に触れた彼の手の上に、自分の手を重ねた。

「どうしてシド王子がそんな顔するんですか」

　苦しそうにしかめられた目元が、なんとか笑みを浮かべる。泣き出してしまいそうにも見える微笑みに、胸をえぐられたみたいな痛みを感じた。

　この人のこんな顔は見たくない。

「嫌なんだよ。クレアが傷つけられるのが。……どんな小さな傷もつけたくない」

　顔を寄せたシド王子が、コツン、とおでこ同士をくっつける。サラリとした黒髪が顔に触れ、ドキドキと胸が心地よくリズムを上げた。

　胸が、痛いのにドキドキして……たまらない感情に襲われる。

　こんな騒がしい感情、私は知らない。

「頼むから、当たり前みたいな顔をして自分を差し出すのはやめてほしい。育った環境のせいだとしても、クレアは自分を軽視しすぎる。そんなこと、母君だってきっと望んでいないよ」

「でも……母は私に、国のためにって……」

「そんなの建前だよ。本心はきっと違う。ただ、クレアに幸せになってほしかっただけだ」

　シド王子の声に……幼い頃の母の言葉が重なる。

『ごめんね……クレア。こんな立場に産んでしまって……普通の女の子として産んであげられなくて、ごめんね……っ』

　王族の責任を果たさないことは、逃げることだと思っていた。

　私には王族の誇りもなにもないけれど、血を受け継いだことはたしかだから……母がとれなかった責任をとらなくちゃいけないと……。私が王族の品格と覚悟を持ち、そこから逃げないことを母は望んでいるとそう思ってきた。

　……でも。母が、同時にこの立場を憎んでいたのも知っていた。あの時、謝りながら流した涙の意味を……。

　目から涙を溢れさせた私を、シド王子が優しい瞳で見つめる。

「クレアの母君も、ガイルもジュリアも……気に入らないけど、マイケルも。そして俺も。クレアが自分を大事にしてくれることを望んでいる」

　頬を流れる涙を、シド王子の指が拭い、目尻にたまった滴も掬われる。

「だから、大事にしてほしい。クレア自身のことを。自分についた傷もきちんと気にしてほしい。じゃなきゃ俺が許さない」

「あ……あの時、だから怒って……」

　お医者様に手当てしてもらっていた時、どうしてシド王子が不機嫌になったのかがわかり、涙がまたひとつこぼれ落ちる。

「暴動を起こしていた人間には話をつけた。王族を追放するという目的が達成された以上、もう王族の消息、生死にはこだわらないと約束させた。だからもう、クレアはテネーブル王国の王族として責任を果たす必要はない」

　強い眼差しを受け……呼吸が震えるようだった。

「ごめんなさい……」

「まぁ、そうは言ってもクレアは誰かのためってなればどうせまた自分を差し出すんだろうけどね」

　涙を溢れさせる私に、シド王子は今までとは違い、軽い口調で笑う。

「だから、ずっと俺の隣にいるといい。そしたら俺が、クレアが自分のこと軽視できなくなるくらい、大事にするから。身をもって自分の存在がどれだけ周りにとって大事かを知ればいい」

「……ずっと？」

　涙声で聞くと、「ずっと」と即答された。

「今のクレアができあがるまでに十八年かかったなら、十八年かけて俺が変える。それでも無理だったらまた十八年。時間はたくさんある」

「……あっという間に歳とっちゃいますね」

　壮大な計画に、思わず呆れて笑うと、シド王子が安心したように眉を下げた。そして、私の目尻に残った最後の涙を拭う。

「クレアにはいつだってそうして笑っていてほしい」

　それは、私がシド王子に願うことと同じだった。私も、シド王子にはいつだって笑顔でいてほしいし、そうあるよう、私にできることならなんでもしてあげたい。

　たくさん泣いたし、きっとひどい顔をしていると思う。それでも、こんな風に言ってくれることが嬉しくて微笑んでいると……不意に表情を真剣なものに変えたシド王子に見つめられ、胸が大きく跳ねる。

　声も出せないまま抱き寄せられ、シド王子の肩口に鼻がぶつかる。背中に回った腕にギュッと抱きしめられて戸惑っていると、シド王子がなにかに耐えているような苦しそうな声で言った。

「好きだ。もう、どうしようもないくらいに惹かれてる」

　切羽詰まった声に胸を打ち抜かれ、止まったはずの涙がまた浮かぶ。

　シド王子の背中にそっと手を回し、その身体の大きさを実感する。

　私とは違う、大きくてがっしりとした身体はとても温かくて……ドキドキした。

　最初こそ、態度の軽さから信頼していいのかわからなかったけれど。気付けば、ガイルと同じくらい信じている自分がいた。

　笑顔を見ると嬉しくて、沈んだ表情を見ると抱きしめたくなる。声を聞けば、胸が跳ねるし、仕草の隅っこに〝私のため〟が隠れていることに気付くと幸せだと思う。

　もっとたくさんの時間をこの人と過ごしたい。

　そんな風に〝未来〟を心待ちにしたのは初めてだった。

　――私は、この人が好きだ。










結婚相手としては認められない




「クレア……」

　抱きしめる腕が緩み、ふたりの間に距離ができる。

　気付いてしまった自分の気持ちにひとり恥ずかしくなってうつむいていると、シド王子の手が顎を持ち上げた。

　こんな近い距離で……と戸惑う暇もなく、近づいてきたシド王子に唇を塞がれる。

　シド王子のキスはいつだって突然で心の準備もさせてくれない。

　触れていた唇が離れ、はぁっと緊張を吐き出すと、そこにもう一度キスされ……口の中になにかが入り込んできて驚く。

「シド……ん、ぅ……」

　温かく柔らかいものが私の舌に重なり、そこを舐めるように動く。それがシド王子の舌だと気付いた途端、身体がびくっと跳ねた。

　なにが起きているのかわからなくて目も閉じられずにいる私の後頭部にシド王子が手を回す。そして私の頭を固定すると、角度を変えて深く唇を合わせる。

「……んっ」

　ずっと私の舌をからめとるように動いていたシド王子の舌先が上顎をなぞると、背中をぞくぞくとした感覚が走り抜ける。

　あまりのことに、頭が追いつかずに混乱してしまう。

　もうダメだと思い逃げようとするのに、頭に回された手がそれを許してくれず、続けられる深い口づけを受け入れるしかできない。

　ふたりきりの静かな部屋にわずかに聞こえる水音が恥ずかしくてたまらない。

　漏らす吐息さえも食べられてしまうようなそんなキスに、頭がクラクラしてくる。

　今日、中庭まで全力で走ったあとも酸欠でクラクラになったけど、あの時とは違う甘さを含んでいた。

　それに、溺れそうになる――。

「は、ぁ……っ、シド、王子……」

「……うん。ごめん」

　キスの合間に呼ぶと、ようやくシド王子が離れ、私ははぁ……と息をついた。それから自分の指で唇に触れ、シド王子から顔を隠すようにうつむく。

　だって……こんなキス、知らない。今まで読んだどの本にも載っていなかった。

「今の……今のも、キス、ですか……？」

「ん？」

　私の髪に鼻を埋めているシド王子に、いまだドキドキとうるさい胸の前で両手を握りしめながら聞く。

「だって、あんなの本には……」

「ああ、載ってないかもね。クレアが読んでいたのは、子ども向けのものが多いみたいだし。本を選んできていたのは……ガイル？」

「そうですけど……え、そうなんですか？　子ども向け……？」

　言われてみれば、文章も簡単だったし可愛らしい話が多かったけど……そういう本しか読んだことがなかったから、子ども向けだなんて疑ったこともなかった。

　きょとんとして見ていると、シド王子は困ったように笑う。

「子ども向けの童話かな。触れるだけのキスをしたらハッピーエンドみたいな可愛い物語。クレアは母君が描いてくれた絵本を一番気に入っていたくらいだし、同じ傾向の本を選んだ結果ってとこだと思うよ。それにあいつ、クレアの保護者気取りだから、あまり進んだ本は読ませたくなかったっていうのもあるかもしれない」

「進んだ本……」

　それには、今されたキスみたいなことも載っているのだろうか……。

　その前に、そんな描写が出てくる物語って……と考え、顔が熱を持つ。

「そういう本、見てみたい？」と聞かれ、「いくら勉強でも、いかがわしいものはちょっと……」と断ると、笑われてしまった。

「そうかもね。それに、クレアには必要ない」

　最後に「俺が全部教えてあげるから」と再びキスされ……そのまま、自然ともう一度唇が重なった。

「こういうキスは好き？」

「ん……はい」

「そっか」

　何度も触れるだけのキスをされ、身を任せる。ふわふわとくすぐったいようにも感じ、ふっと笑うと、シド王子も笑ったのが気配でわかった。

「ちょっとだけ……ごめん」

　キスしながら言われた言葉に目を開けると、強い眼差しがそこにあって……そのまま、触れるだけではない、さっきみたいなキスをされる。

「……んっ」

　触れ合う舌の感覚に戸惑い、必死に耐えていると、「ごめん……。我慢できなくなった」とシド王子が離れる。

　はぁ……と落とされた吐息も、悩ましげな表情も、醸し出す雰囲気も。そのどれもが色っぽくて……胸がトクンと鳴り、熱を身体中に送ったみたいだった。

「クレアは、こういうキスが嫌い？」

　ゆっくりと聞いてくる声まで艶を含んでいるから、恥ずかしくなり目を伏せる。

「嫌いとかじゃなくて……わけがわからなくなるから……」

　こういうキスをされると頭がぼーっとしてきて身体が熱くなる。それは嫌ではないけれど、経験のない私には怖い。なんだか溶け出してしまいそうになるから。

　そう説明すると、シド王子はふっと嬉しそうに表情を緩ませ、私の頬を撫でた。

「大丈夫。クレアがわからなくなっても、俺がちゃんと傍にいるから」

　柔らかい微笑みで言われた言葉に……ハッとする。

　いつだってそうだった。ここに来てから、ずっと……。

　わからなくなった時、傍で手を握って安心させてくれたのはシド王子だった。どんな時も私の不安に一番に気付いて、それを取り除いてくれたのは……シド王子だった。

　いつもいつも、守られていた。

「そうですね」と呟くように言ってから、顔を上げ、シド王子に笑いかける。

「シド王子が傍にいてくれたら、なにも怖くないかもしれません」

　笑顔を見せた私に、シド王子はぽかんとした顔をしたあと、それをいたずらな笑みに変えた。

「クレアが許してくれるならあのキスの先まで進みたいと思っている男に、そんなこと言っていいの？」

「こんな私を望んでくれるなら……私もその気持ちに応えたいです」

　即答だったからか、シド王子は驚いたような顔をし、訝しげに「それ、本気にとらせてもらうけど……いいの？」ともう一度確認する。

「嘘でこんなこと言いません」

　そう答えると、すぐに肩を押され、そのままベッドに押し倒された。視界がぐるんと回って、上から見下ろすシド王子に気付く。

　私を閉じ込めるように顔の横に手をついたシド王子が、真剣な目でじっと見つめてくる。

　青い瞳が綺麗だと思った。

「俺が、自分のことを大事にしろって言ったばかりだから、今ならなにを言っても手を出されないとでも考えてる？」

「そういうわけじゃ……」

「言っておくけど、俺は自分がクレアを大事にできるのがわかっているから、そんなこと言われて遠慮はしない」

　見たこともないくらい、男らしい瞳を怖いとは思わなかった。

　だって、私も知っている。シド王子が私を大事にしてくれることを……この身で、とっくに知っている。

「遠慮なんか、いりませ――」

　縮まった距離に、もう言葉にはならなかった。

「クレアは俺がすることをただ感じていてほしい。それで思い知ればいい。俺がどれだけクレアを大事に想っているかを」




　ベッドの上。いつの間にか脱がされたドレスや下着がそこらに散らばっていた。

　私の服は脱がせておいて、自分だけいまだにきちんと服を着ているシド王子が憎らしい。

　暑いのか、私の肌に唇を寄せるシド王子の額には汗が滲んでいた。その、頬を流れる一筋の汗も、私を気遣うような眼差しも、暑そうに前髪をかき上げる仕草も、そしてそこに見える整った顔立ちも……すべてに魅了される。

　この人の全部が、私を溶かすためにあるのではないかとさえ思ってしまう。

　自分の気持ちが大きすぎて溢れそうで……これをどうすればいいのかわからない。

　シド王子が私に触れるたび、大きく膨らむこの気持ちを――。

「クレア、ちゃんと見てる？」

「んぅ……あ……っ」

　もう、とろとろに溶かされた頭では、言葉なんて組み立てられない。だからただ眼差しだけを返すと、「仕方ないな」と微笑まれた。

　ふっと笑う吐息にさえ乱される。

　優しい微笑みがこんなにも目に毒だと思ったことはなかった。

「あっ……待って、ダメ……っ」

　腰をぐっと掴まれ、今までよりも深くまで揺すぶられる。奥から、気持ちがいいのかよくわからない不思議な感覚が生まれ、身体中に広がっていくようだった。

　こみ上げてくるなにかが怖くて思わずシド王子に手を伸ばすと、逞しい腕に抱きしめられる。

「……ん？　まだ痛い？」

　私の耳元で乱れた呼吸を繰り返すシド王子の声に、さっきから疼うずいて止まらない身体の奥が切なく鳴く。

「あ……っ、シド、王子……んん……っ」

　もう何度目かわからないキスをされ、吐息を交わす。

　身体のそこら中から生まれる感覚に溶かされ、もうなにがなんだかわからなかった。

「クレア……」

　愛しそうに私を呼ぶ声に応えるように、シド王子の首に腕を絡める。

　――自分を大事にしようと思う。この人のためにも。

　頭も身体も、シド王子から与えられる感覚を受け入れるのに精いっぱいなのに、心の奥が満たされたように温かかった。




「……起きた？」

　朝、目覚めるとシド王子はもう目を覚まして私を見ていた。その瞳がにこりと愛しそうに細められる。

　朝日の眩しさにも負けない微笑みをただぼんやりと見つめていると、「おはよう。クレア」と言われたから、挨拶を返す。

「おはようございます」

　開けられたままのカーテンから差し込む光を見て、昨日閉め忘れてしまったのかと考える。昨日はいろんなことがあったから、そんなところにまで頭が回らなかった。

「身体の痛みは？」

　布団の中で、なにも身につけていない腰を撫でてくる手を掴む。

「昨日、怪我した膝と……あと、ところどころ痛みます。でも、大丈夫です」

　あらぬところが痛いとは言えずにごまかすと、シド王子が申し訳なさそうに表情を崩す。

「初めては痛いらしいから……ごめん。今日はこうしてゆっくりしていよう」

「いえ。シド王子のせいじゃないですから。……それに、こうしてゆっくりは困ります」

「どうして？」

　不思議そうに聞くシド王子に、「だって」と口を尖らせる。

「晴れてるのに、中庭に行けないじゃないですか」

　それを聞いたシド王子は「それもそうか」とおかしそうに笑う。それから、「今日のドレスは俺が選んでもいい？」と聞いた。




　シド王子の計らいで、朝食はこの部屋でみんなでとることになった。

　あとから聞いた話によると、昨日ガイルは相当取り乱していたらしい。私を探そうと、止めに入る衛兵を殴って怪我を負わせたと聞き、申し訳なさでいっぱいになった。

　あの時の決断を今でも間違っているとは思わない。でも……こうして、自分の身の安全なんて二の次で私を心配してくれたという話を聞くと、罪悪感に襲われてしまう。

　それなのに、朝、私の部屋を訪れたガイルはいつも通りの笑顔で「おう。クレア」と声をかけてくれて……その器の大きさに救われる。

　一方で、部屋に入ってくるなり怒りを露あらわにしたのはマイケルだった。

「あ？　おまえ、なんでもうクレアの部屋にいるんだよ！」

「さぁ。なんでだろう。……まぁ、子どもにはまだ難しい理由かな」

　余裕を滲ませた笑みで言うシド王子に、マイケルは、ふん、と鼻を鳴らす。

「そんな挑発には乗らねーよ。どうせおまえなんかクレアに相手にもされてないくせに」

「……へぇ。だったら教えようか。数時間前まで俺とクレアがここでなにを――」

「シド王子。お言葉が過ぎますし、その上とても大人げないです。控えてください」

　私が止めるよりも先に言葉を挟んだのは、ジュリアさんだ。朝食がのったワゴンを部屋に運び入れながら厳しい眼差しを向ける彼女に、シド王子は「はいはい」とため息を漏らす。

　席につくよう言われ、いつも通り椅子に座ると、シド王子が珍しく隣の椅子を引く。

　丸いテーブルだし、どこに座っても構わないのだけど……いつもだったら向かいの席に座るのにと不思議に思っていると、マイケルが逆隣の椅子に座った。そして、シド王子をじとっとした目で見る。

「おまえ、王子だったんだってな」

「王子だとわかっていてその発言か……。なかなか度胸があるな」と苦笑いを浮かべたシド王子が「そういえば」と思い出したように続ける。

「昨日、暴動を起こしていた大人たちにひとりで立ち向かっていったらしいな。クレアをかばおうとしてくれたことには礼を言う」

「おまえに言われることじゃねーよ。それに……結局、俺が守られて、クレアを守れなかった」

　悔しそうに言うマイケルを、ぎゅうっと抱きしめたい衝動に駆られる。

　初めて感じるこみ上げるような衝動に、これが母性本能だろうか……と思いながら、マイケルの手をとった。

「そんなことない。ありがとう、マイケル」

　小さな手を両手で握りしめる。マイケルは最初こそふてくされたような顔をしていたけれど……そのうちに私に向き合い、まっすぐな目で見つめてくる。

「クレア。俺は昨日のことをたぶん、一生後悔する。でも、もう二度とあんな目には遭わせないし、俺が守るから。早くデカく成長して、今まで救ってくれた分、今度は俺がクレアを助けたい。だから、俺の妻になってほし……んむっ」

「言わせるわけないだろ」

　いつの間にかマイケルの後ろに立っていたシド王子が、マイケルの口を塞ぐ。そして、押さえられた手を必死にはがそうとするマイケルを見下ろしながら「最近のガキはませすぎてるな」と困ったように言った。

「マイケル、塔で見てた時からクレアのこと、いい女だなーと思ってたんだと。昨日の夜寝る前に言ってた」

　明るく笑うガイルに、シド王子が「へぇ……」とあまり明るくない笑みを浮かべる。

「ところで、ガイルは知ってたの？　シド王子のこと……」

　さっき、マイケルが当たり前のように口にしても、ガイルは特に驚いた様子を見せなかった。だからそう聞くと、「まぁ、なんとなくだけどな」とあっけらかんとした顔で言われる。

「話しててもところどころおかしいなと思うところはあったし、周りのヤツらにそれとなく聞いてみても変な態度とるから、よほどの立場なんだろうって見当はついてた。さっき、ジュリアにシド王子だって聞かされて、ああなるほどなーって今までのことがしっくりいった感じだな」

「そっか……」

　考えてみれば、ガイルは私よりも勘が鋭い。私が気付いたことに気付かないはずがないか……と思っていると。

「でもなぁ。クレア。さっきのマイケルのプロポーズを聞いて思ったけど」

　ガイルが珍しく難しそうな顔で話す。

「シド王子は正直、賛成しかねるなぁ」

「……ガイル。おまえ、俺にはクレアみたいな子が似合うってあんなに言っていたくせに、現実味を帯びた途端に意見を変えるなよ」

　立ったまま、厳しい眼差しを向けるシド王子にガイルが眉を寄せる。

「だってあの時はおまえが王子だなんて知らなかったからな」

「貴族付きの騎士よりもいいだろ」

「立場的にはな。でも、結婚相手ってなると話は別だ。王族はいろいろ面倒くさい」

　はっきりと断言したガイルが、シド王子がなにか言うよりも先に続ける。

「俺の見張りに立ってる衛兵に聞いたけど、ここも王妃様方は結構ややこしい性格してるんだろ。王位継承がどうので。そんなところに、クレアを簡単には預けられない」

　シンとなったテーブルに、ジュリアさんが朝食のお皿を並べながら言う。

「まぁ、それはその通りですね。この国は王族と国民の関係は良好で平和ですが、王位継承をめぐる確執だけは常に心配の種です。国王様も頭を悩ませておられる様子でした」

「衛兵の話だと、第一王子のおまえに相当なことしたらしいじゃねーか」

『ガキの俺に、毒を飲ませようとしたり、事故に見せかけて怪我を負わせようとしたり……散々だった』

　シド王子の言葉を思い出し、唇を引き結ぶ。

　でも別に、それはシド王子が悪いわけじゃないし、責めるような口調で言わなくても……と思いガイルを見ると、目が合ったのにすぐに逸らされてしまった。ガイルらしくない。

「そういえば、国王様が留守にしているこの数週間で他の王妃様がなにかしら仕掛けてくるかもしれないと懸念してましたが、なにもありませんでしたね。さすがに、この歳になればシド王子を精神的に崩すなんて無理だと諦めたんでしょうか」

　次々にお皿を並べながら言うジュリアさんに、シド王子は「そうだと嬉しいけどね」と呟く。

「まぁ、俺も今までは事を大げさにしたくないと見逃してきたけど……あちらがまだその気なら、黙らせる方法はある。どこかのクレアの父親気取りの騎士がうるさいし、そのうち目に見えた決着をつける必要があるかもな」

　そう、なにかを含んだような言い方をしたシド王子が、マイケルから手を離し、その顔を上から覗き込む。

「今の話がマイケルくんにはどれだけ理解できたのかな」

　そして、わざと挑発するように言い、睨み上げるマイケルから制裁の頭突きをもらうことになったのだった。










ここを出ていってもらう




「マイケル。これ」

　部屋の前、帰り際に袋を手渡すと、マイケルは不思議そうに中を覗き……それから、困ったように笑った。

「クレア。俺、もう大丈夫だよ。お父さんもこっちで働き口見つけて、ちゃんと金もらってきてくれるし……前みたいに、食うモノに困ってない」

「そうなの……？　よかった。ずっと気になっていたから」

　ホッとして笑みをこぼすと、マイケルは「おう」と笑ったあと、袋の中のハンカチに視線を落とす。それは、あの塔で縫っていた刺繍入りのハンカチだった。

「でも、せっかくクレアが縫ってくれたものだから、もらうな。国中のヤツらに自慢してやるんだ」

　へへっと笑ったマイケルの背中に手を振り、それから部屋のドアを閉めた。

　テネーブル王国の平民が起こした暴動は無事に収まったらしい。自分たちだけで国を再建できないのであれば、グランツ王国から人を派遣することも可能だと提案したシド王子に対し、テネーブル王国の責任者は首を横に振った。そして、今回の騒動を謝り、権力を失った王族をもう二度と追うような真似はしないと約束し……私の王族としての呪縛も解かれたのだった。

　決して、平民から許されたとは思わない。でも……身体が軽くなったような不思議な感覚だった。




「どうだ？　普通の女になった感想は」

「……言い方がいやらしい」

　嫌悪感を滲ませた目で見ていると、ガイルが「おまえなぁ」と顔をしかめるから笑ってしまう。

　あの騒動が起こってから二日。シド王子の正体を知ってからは二度目の面会だった。

　今日も、ジュリアさんの淹れてくれた紅茶がテーブルの上で湯気を立てていた。

「感想もなにも、だってなにも変わってないもの」

「まぁ、そうかもしれないけどなぁ」

「ガイルこそ、王族付きの騎士じゃなくなった感想は？」

　私が王族でなくなった以上、ガイルだって王族付きではなくなってしまったということだ。

　ガイルは頭をかきながら「別に……これといってねーな」と想像通りの答えを口にする。相変わらず、身分とか昇格に興味がない部分は変わらない。

「昨日の朝……なんで、シド王子にあんなこと言ったの？」

　他の王妃たちがしてきたことは、シド王子は悪くない。それなのに責めるように言ったことが気になっていたから聞くと、ガイルは「うーん」と背もたれに深く寄りかかりながら話す。

「正直に白状すれば、俺はおまえが選んだ男ならいいと思ってる。あいつは、言動が軽くて掴みどころがない部分はあるけど、おまえへの気持ちが本気だってことはもう、わかってるし」

　頭の後ろで手を組んだガイルはそのまま天井を仰ぐ。

「王子って立場がありながら、おまえがいなくなったって聞いた途端、すぐに探そうと必死になったところを見てるから、文句はない」

　一拍空けたあと、ガイルが「でも」と続けた。

「俺は、王族間の内々の争いが、どんなにひどい事態を引き起こすか知ってる。いくらあいつならって思っても……なにが起こるかわからない場所に、簡単におまえを渡せない。おまえがひとりで突っ走っちまうヤツだって知ってるから余計に」

　珍しく真剣な表情と声で言ったガイルが紅茶のカップに手を伸ばす。私も紅茶を口にし、カップを戻してから口を開く。

「ガイルはもう、私を守る必要はないっていうのはわかってる？　この国を出てテネーブル王国に帰るのだって、ガイルの自由だって」

　じっと見つめると、ガイルは呆れたように笑う。

「俺だってそこまで馬鹿じゃねーよ。それくらいわかってる。わかった上でここに残って、おまえの心配してる」

「……過保護」

　照れたのを隠すように言うと、ガイルは「まぁな」と自覚があるように言った。

　それからまた紅茶をごくごくと音を立てて飲むと、ひとつ息をついた。

「まぁ、あいつも考えはあるみたいだし。ここの生活も楽しいしな。どうせいつか嫁に出すまでだし、心配くらいはさせろよな」

　笑顔で言うガイルにどんな顔をすればいいのかわからなくて。

「私はガイルが剣しか愛せなくなったらどうしようってそっちの方が心配なんだけど」

　結局出たのは、いつも通りの憎まれ口だった。

　私の傍にいる必要なんてないのに………変わった人だ。そして……どこまでも温かい人だ。

「それに、シド王子はあの様子だとおまえがなにしでかしても怒ったりできなそうだしなぁ。目に入れても痛くないっつーか、そういうレベルの可愛がり方だし。一方のおまえはおまえで、塔から出てみたら予想してた以上に危なっかしいし」

　最後に「どう考えても俺がいないとダメだろ」とハハッと笑ったガイルが、ちらりと私に視線をよこす。そして、それまでとは違ってニヤリとした笑みを浮かべる。

「しかしおまえ、シド王子とのこと全然否定しないな」

「えっ」

　もうすっかりバレてるみたいだし、隠す必要も感じず普通に話していただけに、そんな風に言われて突然恥ずかしくなる。

「シド王子側の気持ちはなんつーかもう駄々漏れだったから今さらだけど。おまえもしっかり好きだったんだなぁ」

「だって……その、あの人、私がいないとダメだって口癖みたいに言うから……。少し会えない時間が続いただけで人が変わったみたいに元気がなくなるってジュリアさんからも聞いているし、いつもうっとうしいくらいに大事に扱うし……っ」

　照れ隠しのように弁明すると、ガイルは呆れたみたいに笑う。

「まぁ、あんだけベタ惚れだとそうも思うよなぁ。絆されたってやつか」

「それだけじゃないけど……」とぼそぼそと漏らすと、「へぇ？」と意地の悪い顔で見られたから、「恋をしろって言ったのは、ガイルでしょ」と顔をぷいっと背けた。




　ガイルが自分の部屋に戻ったあと、ジュリアさんも珍しく席を外すことになった。

「私じゃなくてもいい仕事だと思うんですが……指名されてしまったので二時間ほど席を外します。誰か他の使用人をここに置くのも心配ですし、しばらくおひとりでいていただけますか？　一時間もすればシド王子がいらっしゃると思いますので」

「大丈夫ですよ。子どもじゃないですし」

　部屋にひとりでいるくらいなんでもないと笑うと、ジュリアさんは目つきを険しくする。

「子どもの方がまだマシです。クレア様は危なっかしいので目が離せません。鍵は、両方かけていきますからね」

「……はい」

　ビシッと指を突きつけられても、前科があるだけに文句も言えない。

　ヒラヒラと手を振ってジュリアさんを見送ると、ドアが閉まってすぐにカシャン、カシャンと二度鍵の閉まる音がした。

　もう抜け出すつもりもないのだけど……一度失ってしまった信頼は取り戻すのが難しいから仕方ない。

　シン……とした部屋に、ふっと笑みがこぼれる。こんな厳重に閉じ込められているというのに、嬉しいなんて思ってしまう私はおかしいのだろうか。

　私への優しい思いが感じられるこの幽閉はちっとも嫌だとは思えなかった。

　塔の上に幽閉されていた時とは、理由が違う。だから、嬉しい。

　窓から外を見ると、グランツ王国は今日も眩しいほどの晴天に恵まれていた。

　朝食の時、シド王子は『いつも通りの時間に迎えに来るから』と言っていた。

　今日はなんの花を教えてくれるのだろう。

　あの中庭で一緒の時間を過ごせることがなによりも嬉しくて幸せに感じている自分に気付き……心が穏やかになる。

　こうして私はたくさんのものをシド王子にもらっているけれど、なにかひとつでも返せているだろうか。私がシド王子にしてあげられることは、なんだろう。

　そんなことを考えていた時、カシャンと鍵が開く音がした。

　まだジュリアさんが出ていって間もないのに……と思い、ドアを見つめていると、もうひとつの鍵も開けられる。

　なんとなくだけど、ジュリアさんやシド王子ではない気がして、胸の奥がざわざわと騒ぐ。

　じっと見つめている先で、ドアがゆっくりと開き……現れたのは、見たことのない女性だった。

「どなたですか……？」

　ふわふわとウエーブした茶色い髪は腰までと長く、きつい印象の顔つきをしていた。美人だけど、吊り上った目にどこか怖さを覚えた。

　三十代半ばといったところだろうか。ワインレッドのドレスを翻す女性の後ろから、お付きの使用人らしき女性も入ってくる。その様子を見る限り、かなり地位がある方に思えた。

　使用人がドアを閉めたのを確認すると、女性はようやく口を開く。

「突然の無礼をお許しくださいね。どうしてもあなたとお話がしたかったので、こういう形を取らせていただきました。私はグランツ王国第二王妃のラモーネと申します」

　第二王妃……と聞いて、シド王子の話を思い出す。

　この人が、シド王子にいろいろな嫌がらせをしていた人だ……。

　私がここにいることを知り部屋を訪ねてきたのなら、隠す必要もないと思い、自己紹介するために口を開く。

「クレア・ソワールです」

　どうして私がここにいることを知っているのだろう、そして、私になんの用があるのだろう……と疑問に思っていると、ラモーネ王妃がわずかに口の端を上げる。決して好意的ではない笑みに、緊張を覚えた。

　ラモーネ王妃の後ろでは、使用人の若い女性が私を見つめていた。ジュリアさんと同じくらいの歳だろうか。

「先日の暴動は大変でしたね。城の前にあんなにもたくさんの人間が押し寄せるなんて……グランツ王国始まって以来でしたわ。やはり、国が違えば民度も変わるものなんですね」

　テネーブル王国と、その平民を馬鹿にしたような発言だった。ラモーネ王妃の表情から、意図的に挑発しようとしているのは見て取れたけれど、ぐっと耐える。

　グランツ王国に迷惑をかけてしまったのは事実だ。

「申し訳ありませんでした」

「いえ。私には関係ありませんから」

　謝れと言わんばかりの態度だったのに、ピシャリと言われ、下げた頭がなかなか上げられなかった。頭を下げることには抵抗を感じなかったけれど、それを受け入れてもらえないことに悔しさがじわりと滲む。

　でも、それも仕方ない。シド王子みたいに好意的に受け入れてくれる方がおかしいのだ。ラモーネ王妃の態度が特別意地悪というわけではないのだろう。むしろ、面倒をかけられたグランツ王国の王族としては、こちらの反応の方が普通なのかもしれない。

「それでも、お騒がせしてしまったので。申し訳ありません」

　再度謝ってから頭を上げると、ラモーネ王妃の暗い茶色の瞳が、無表情に私を見つめていた。

「あなたがここにいるという噂が広まり、ああいった騒動になったようですが。その犯人探しはなさったのかしら」

「……いえ。私がここにいることをよく思わない方はいらっしゃるでしょうし、私自身、そう思う気持ちもわかります。なので、見つけ出して責めるつもりもありません」

　それはシド王子も気にかけていたことだ。そして、私も。

　私がここにいることを知っている人は限られる。一体誰が外部に漏らしたのだろうと。だから、シド王子も犯人探しをしようと言ったけれど、私が止めた。一連の騒ぎが解決した以上、その必要はないと。

　思った通りに話すと、ラモーネ王妃はなおも表情を変えずに言う。

「そうですか。なんでも、シド王子が直々にあなたを婚約者だと公言したとか……。聞いた時には驚いたけれど、今までの会話でわかったわ。あなた、たいした器でいらっしゃるのね。だからシド王子はあんなにもあなたにご執心なのかしら」

「そんなことありません」という私の言葉にかぶせるようにラモーネ王妃が言う。

「それとも、なにか汚い手でも使ったのかしら……あなたの母親のように」

　突然出てきた〝母〟という言葉に「え……？」と漏らすと、ラモーネ王妃が口の端を持ち上げる。

「あなたの母親も平民でありながら、外見の美しさを使い、国王に言い寄ったのでしょう？　成り上がるためにはどんな手でも使う意地汚さや図太さには感服しますわ。そして、自分の子どもにまでそんな教育をほどこしていたなんて……本当、いやしい家系だこと」

「違います……！　母は、国王に強引に妃にされただけで……っ」

「誰かに指摘されたらそう言うように母親に言われたのかしら。そうすれば同情が買えると。どこまでも浅ましい」

　軽蔑するような口調と眼差しに、呆然とする。

　なぜ母をそんな風に言われなければならないのかがわからなくて……頭の中がぐるぐるとしていた。

　だけど、母に対する侮辱は許せるものではないということだけはたしかだった。怒りで思考回路が埋まっていく。

　――それが、ラモーネ王妃の目的だとも知らずに。

「あら。褒めているのよ。そこまでプライドを捨てて成り上がれるなんて、普通の神経じゃできないことだもの。テネーブル王国では塔で生活していたようだけど、希望通り裕福に過ごせていたんでしょう？　夢が叶ってよかったじゃない」

「夢……？」

　あそこでの生活が夢だったはずがない。母は……すべてを失って、あそこに閉じ込められたのに……。

　止まらない、母への蔑べっ視しに、怒りで身体が震えていた。

「随分早くに亡くなられたようだけれど。天罰でも下ったのかもしれないわね。さすがに神も見逃せないほどの傲慢さだったんじゃないかしら――」

　ラモーネ王妃が言い終わるのが先だったか、私の手がその頬を叩いたのが先だったか。パシンという乾いた音が部屋に響く。

　たった数歩歩いて腕を振っただけなのに、呼吸が苦しいほどだった。涙を溢れさせながら睨みつける私を、ラモーネ王妃の冷めた瞳が見つめる。

「母は、国王に強引に王妃にされ、それなのに血筋を問題にあの塔に幽閉されたんです！　国の勝手な事情で……それでも、王族の血を引いている以上、その責任を果たさなければならないと私に教えてくれた……！　誰よりも憎いはずの国王の血を引く私を……一生懸命育ててくれた……っ」

　息が切れ、涙が落ちる。はぁ……と大きく息を吐き出してから「母を、悪く言わないでください……」とうつむくと、涙が絨毯を濡らした。

　熱くなってしまった頭はすぐにはもとに戻らずに、涙も止まらない。

　誰も話さない静かな部屋で、ただうつむき呼吸を整えていると……ラモーネ王妃が口を開く。

「その通りね。あなたの母親は立派だったのかもしれないわね」

　一瞬にして発言を翻され、驚いて顔を上げる。

　さっきまで散々ひどいことを言っていたくせに、なんでそんなあっさり……。

　なにかおかしい……と思い見つめる先で、ラモーネ王妃は「発言が過ぎたようですし、謝るわ」と言い、「でも」と目を細めた。

「第二王妃であるこの私に手を上げるなど、どんな事情があろうとも許されないと知った上での行為かしら」

　口ではそうは言いながらも、ラモーネ王妃の表情は満足そうに見え……あ、と思う。

　さっき母を侮辱したのは……私を怒らせて手を上げさせるためだ。そして、そうさせた理由はおそらく――。

「シド王子は、あなたを婚約者だと言ったそうだけど。だとしたら、今回の責任はシド王子がとるのかしら。婚約者の粗相は王子の責任ですものね」

　淡々としていた声に、愉快そうな感情が見え、怒りを感じた。この人にも……自分自身にも。

　ぐっと歯を食いしばりながら、頭を巡らせる。

　王妃に手を上げてしまったという罪に下される処分はなんだろう……。

　テネーブル王国では、国王や王妃に手なんて上げたら、ひどい処分が下ったと思う。それこそ、命にかかわるほどの。

　でも……グランツ王国の王族はテネーブル王国とは違う。

　そう考え、落ち着こうとしていた時、ラモーネ王妃が「勘違いしないことね」と先手を打つ。

「国王やシド王子はたしかに国民に対して寛大だけれど、私は違う。そして、第二王妃である私が問題にした以上、簡単に許されはしないわ。いくらこの国が才能や実力を評価するといっても、結局最後にものを言うのは身分や権力よ」

　静かに、そして冷たいほど感情のない声で言ったラモーネ王妃が、くすりと笑う。

「私が国王に、シド王子の婚約者に殴られたと報告した場合……一体、どういった処分が下されるかしら。第一王位継承者は、私の可愛い息子になるかしらねぇ」

「最初から……それが目的だったんですね」

　怒りは消えないけれど、頭は少しずつ落ち着いてきていた。

　きっと、ジュリアさんに用事を作ったのもラモーネ王妃なのだろう。全部が最初から仕組まれていたことだ。そして、情けないことに私は、ラモーネ王妃が企んだままに踊ってしまったということ……。

　この行動が、シド王子に不利をもたらすことになるとも気付かずに。

「でも……そうね。あなたの母親を悪く言いすぎてしまったし、ひとつだけ教えてあげるわ」

　顔を見るのも嫌で、うつむいたままその声を聞く。けれど続けられた言葉に、驚いた。

「数日前の暴動。あなたがここにいるという噂を広めたのは私よ」

「え……？」

　思わず顔を上げると、細められた瞳と目が合う。

「ああもあっさり終結してしまうとは思わなかったわ。本当なら、国王が帰還されるまで長引かせて問題にしたかったのだけど。少し、情報が弱かったみたいね」

「なんで……」

　呟くように聞いた私に、ラモーネ王妃は当たり前だとでも言いたそうな顔をした。

「シド王子の立場を不利にしようと思ったのよ。聞いているんじゃなくて？　私が自分の子どもに王位を継承させたがっていると」

「……少しだけなら聞いています。ラモーネ王妃が、シド王子にしてきたことを。なんで……ご自分にも同じように子どもがありながら、そんなひどいことが――」

「関係ないわ。私が大切なのは自分の子だけだもの。ずっと気に入らなかったのよ。正当な第一王子だからと好き勝手が許されるシド王子が」

　はぁ、と忌々しそうに小さく息をついたラモーネ王妃が「テネーブル王国のことも今回のことにしても」と続ける。

「シド王子はなんでも簡単にこなしてしまう。気に入らないけれど、彼なら王位がなくても周りからの評価は下がらないでしょう。でも……私の子は違う。とても引っ込み思案で大人しい子なの。暴動が起きたら、怯えてしまうような」

　そう話し、目を伏せたラモーネ王妃の表情に、初めて温度を感じた気がした。

「もしもシド王子が国王になったら、私の子はどんどん陰に追いやられてしまう。それではあまりに惨めだわ。だから、王位はシド王子には渡せない」

　強い意志のこもった瞳で言われ、なんと返せばいいのか戸惑う。

　子どもを思う気持ちは、わからなくはない。ラモーネ王妃の言うように、シド王子なら王位なんてものがなくても、実力と人柄で兵士にも国民にも愛されるに違いない。ラモーネ王妃の子はそうじゃないってことなのだろう。

　でも……。

「お気持ちはわかります。でも、だからといってシド王子を追い詰めようとするのは違う――」

「今日は、取引を持ってきたのよ。その話をしましょう。時間もないわ」

　私の言葉を遮った声からは、さっき一瞬見えた感情は消えていた。最初、この部屋に入ってきた時のような無機質な声に押し黙る。

　日中だというのに、太陽に雲がかかり、明かりのついていない部屋は薄暗かった。

「私に手を上げたこと、許してさしあげるわ。ただし、私の出す条件にあなたが従うのならば、だけれど」

「……条件はなんですか？」

　慎重に聞くと、ラモーネ王妃は一拍黙ったあとで「あなたには、ここを出ていってもらうわ」と告げた。

「え……」と無意識に漏れた声が、床にぽとりと落ちる。

　薄暗い部屋の中、ラモーネ王妃の瞳がじっと私を見ていた。

「行き先はもう用意してあるわ。ふたつ隣の国の宰相のところよ。……あれを」

　それまでただ立ってこちらの様子を見ていた使用人が、私に絵本ほどの大きさの紙を渡す。ふたつ折りになっているそれを開くと、私の父親とも言える歳の男性が描かれていた。

「歳は少し離れているけれど、悪い話ではないでしょう？　地位も財産もあるお方だもの。あなたの肖像画を見て、それはもう気に入ってね。生娘じゃなくてもいいとまで言ってくださっているのよ」

〝生娘〟という単語に、カッと恥ずかしさを覚え、それから気持ち悪さを感じた。ラモーネ王妃は、シド王子と私のことをどこまで知っているのだろう。

　それに、ひとつ腑ふに落ちないことがあった。ラモーネ王妃は私の顔を知らないはずなのにどうやって肖像画なんて……と考え、いつかガイルが熱を出した時のことを思い出した。あの時、シド王子に目的を聞かれてもあの兵士は答えなかった。それはつまり、ラモーネ王妃の命だったということか、と納得がいく。

　ラモーネ王妃はどうにかして私のことを暴こうとしていたのだろう。これだけの立場があるラモーネ王妃なら、遠目からでも絵を描かせるくらいできるのかもしれない。

　あの時、シド王子は兵士が誰の命を受けて行動したのか、心当たりがありそうだったけれど……きっと過去の経験からラモーネ王妃だとほぼ確信していたのだろう。

　点と点が結ばれて線になり、そうか……と納得すると同時に、一気にガクリと気持ちが落ち込んだ。

　だって……おそらく、この取引からは逃げられない――。

「その宰相に可愛がってもらうといいわ。もっとも、どちらの道を選ぶのかはあなた次第だけど」

　そう呟くように言ったラモーネ王妃が、ゆっくりと私に近づいてくる。

　光の見えないくすんだガラス玉のような瞳が怖く、びくっと肩が揺れた。

「もしもシド王子の婚約者があなただと公になった時、国民はどんな反応をするかしらね。テネーブル王国の王族については、私が手を回す必要もないくらい悪い噂が広まっているわ。あなたのお父様は相当平民をないがしろにしたそうね。今や、テネーブル王国の名前は地に落ちた状態よ」

　ラモーネ王妃との距離が縮まるのを見つめながら、肖像画を持つ手に力をこめる。

「シド王子の婚約者がその娘だなんて知ったら……。そして、その娘が私に手を上げたなんてことを知ったら、国民はどう思うのかしらね。とてもじゃないけれど、あなたを好意的には捉えないでしょうね」

　私の目の前で立ち止まったラモーネ王妃が、冷たい瞳で見下ろしてくる。身長はたいして違わないのに、それ以上の威圧感を覚えた。

「間違いなく、シド王子の評価は落ちるわ」

　ふん、と愉快そうに鼻で笑うラモーネ王妃に、両手をギュッと握りしめる。それからうつむき、口を開く。

「私が出ていけば、シド王子は国民に受け入れられたまま過ごせる、と……？」

「そうね。あなたという足枷はなくなるわけだから。……もっとも、あれだけご執心なのだから、あなたがいなくなったと知れば気落ちするでしょうけど」

　楽しそうな声で言われる。

「正直、私はどちらでもいいの。あなたがいればシド王子の評価が下がり、あなたがいなくなればシド王子は精神的に折れてしまうでしょうから」

　ふふっと笑ったラモーネ王妃が、私の顎に指をかけ、無理やりに目を合わせた。細められた瞳が冷たく、そして鈍く光ったけれど……この人への怒りが強すぎて、もうそこに恐怖は感じなかった。

「私は、あの王子が幸せそうにしているのが許せないのよ。第一王子という立場があって実力も人望だってあるのに、それに加えてあなたが来てからというもの、これまでにないほど幸せそうに笑っている……。それを見ているのが耐えられないの」

　睨みつける私を、ラモーネ王妃は余裕の表情で見下ろす。

　雲が途切れたのか少しの間明るくなったあと、また太陽が隠れて部屋を暗さが覆う。風が強い日は、こうして雲が速く流されると……いつかシド王子が教えてくれたことを思い出す。空は高くなればなるほど風がなくなるから、低い位置にある雲の方が動きが速いと……あの中庭で教えてくれた。

『頼むから、当たり前みたいな顔をして自分を差し出すのはやめてほしい。育った環境のせいだとしても、クレアは自分を軽視しすぎる』

『大事にしてほしい。クレア自身のことを。自分についた傷もきちんと気にしてほしい。じゃなきゃ俺が許さない』

　シド王子の言葉が頭に浮かぶ。優しい声と、柔らかい笑顔が――。

「どちらにするか決まったかしら」と聞くラモーネ王妃に「はい」と答える。そして、「ここを出ていきます」と告げたあとで、ラモーネ王妃の頬を思い切り引っぱたいた。

　さっきわざと挑発した時とは違い、予想していなかったのだろう。ラモーネ王妃は衝撃で数歩よろけたあとで驚いた顔を向ける。

「あなた、私になにを……っ」

「どうせ出ていくなら、その前に仕返しさせていただこうかと。……今まであなたがシド王子に与えた痛みの仕返しを」

　一発で済ませるつもりはなかった。ツカツカと足早に近づいた私を、ラモーネ王妃は信じられないような顔でただ唖然と見ていた。










私が想うのは、生涯シド王子だけです




「あれ。着替えたの？」

　中庭に誘うために部屋を訪れたシド王子が、不思議そうに聞く。

「え……ああ、はい。ちょっと気分転換に……」

　朝着ていたのは、山吹色のドレスで、今は黄色。バレないようにと似た色を選んだのに……結構きちんと見ているんだなと動揺してしまう。

　これがガイルだったら絶対に気付かないのに。ガイルは周りには目を配っているけれど、服や髪のことには呆れるほどに疎いから。

　……でも、気付かれるとは思わなかった。なんでだと聞かれたところで、まさかラモーネ王妃と取っ組み合いの喧嘩をしたからだとも言えないし……どうしよう。

　目を伏せ、シド王子の視線に耐えていると、ふっと笑われたのが気配でわかった。

「もしかして、俺と会うために？」

　屈んだシド王子に耳元で聞かれ、とっさに『違います』という言葉をのみ込んだ。

　なんだか恥ずかしくて嫌だけど、そういうことにした方が丸く収まる。

「だとしたら、ダメですか」

　もごもごと言い見上げると、シド王子は嬉しそうに表情をほころばせ、「まったく」と首を振る。それから、私の手を取り、部屋を出る。

　相変わらず人払いをしているのか、広い廊下はガランとしていた。

「まさかクレアが俺のために着替えてくれる日がくるなんて思わなかったから嬉しい。今度、またドレスを贈らせてもらっても？」

　本当に嬉しそうなシド王子に、チクチクと罪悪感を覚えながら眉を寄せた。

「もう十分です」

「でも、まだクレアに似合いそうなものがたくさんあるから。この間大量に注文したせいか、生地屋の主人が俺を見かけるたびに新しい生地が入ったと呼び止めるんだよ。それに、仕立て屋の主人も新しいデザインを見せてくるし。そのどれもがクレアに似合いそうで……まったく、商売上手で困るよ」

「シド王子はもっと仕事してください……」

　なにをしに街に下りたのか知らないけれど、そんな行った先行った先で……と呆れると、シド王子が笑う。

「もちろん、公務はきちんとこなしてるよ。まぁ、街に行くと呼び止められることも多いけど……それも王族としては大事な仕事のうちだとも思うから」

　穏やかな表情を浮かべるシド王子の横顔を見つめる。その向こうには太陽がキラキラと光って見えた。数十分前は、あんなにも雲が太陽を遮っていたのに。

「国民とは、困っていることや、助けてほしいことを、隠さず話してもらえるような関係でいたいんだ。ジュリアにはもっと一線を引くべきだと言われるけど、俺は線を引くよりも全員同じ場所にいる方が好きだから。いざという時の統率力は必要だと思うけどね」

　情けない笑顔で「まぁ、国民に王子だと認められてないだけかもしれないけど」と言うシド王子に、目を細める。

「そんなことないです。こんなに親しみやすくて頼りになる王子は他にはきっといません。みんな口にしないだけで、自慢の王子だと思っているはずです」

　本当にそう思ったから言ったのに。シド王子は珍しいものでも見るように目を丸くし、「どうしたの？」と聞く。

「どうもしませんけど……なんでですか？」

「クレアが俺を褒めるなんて、あまりないから……うっかり心臓を撃ち抜かれそうになった」

「そうですか」

　わざとそっけない態度を返すと、シド王子は楽しそうに笑う。それから、私の肩を抱き寄せ、耳に直接声を注いだ。

「今夜、クレアの部屋に行ってもいい？」

　急に色を含んだ声にドキリと胸が跳ね、シド王子の表情を見て言葉を失う。

「もちろん、無理にとは言わない」

　心臓を撃ち抜かれたのは私の方だと文句を言ってやりたいほど色気を漂わせた瞳を見ていられずに目を逸らす。

「……誰にも気付かれないように来てくれるなら」

　周りに知られてしまったら恥ずかしくてたまらない。

　だから言うと、シド王子は「任せて」と笑い、私の髪に唇を寄せた。




　その日、シド王子が案内してくれたのは、以前話題に出た温室だった。

　日当たりを考えて四方の壁がすべてガラスでできている室内は温度調整されているのか、外よりもわずかに温かかった。

「今は温度調整はしてないよ。風だけ防いであげれば太陽の光だけで温度が上がるんだ。小さな空気口はあるけど、基本的にここの扉は閉めたままだから」

　シド王子に言われ、なるほど……と感心する。

　中庭と同じように四角く区切られた花壇には、いろいろな花が咲いていて鮮やかだった。その一つひとつに見とれながら歩いていると、シド王子が紫色の花の前で足を止める。

　花びらが大きく、葉っぱが黄緑色をした花だった。しゃがんで眺めていると、手では触れないようにと注意された。

「この花は、見た目は綺麗だけど、葉に毒があるんだ」

「え……」と驚いて見上げると、花を見ながらシド王子が言う。

「触れるくらいなら問題はないけど、この葉を煎せんじて口にすると少量でも命を落とすほどの毒になる」

「……そんな花を、どうして温室で育てているんですか？」

　わざわざ風から守りながら育てる花には思えずに眉を寄せると、シド王子は「クレアの言っていることもわかるよ」と微笑んだ。

「でも、解毒剤を作るためにはまず、この毒を研究する必要がある」

「あ……」

「この花は割と生命力が強く、ここまで過保護に守った場所じゃなくても咲くんだ。だから、たまたま見つけたこどもが間違って口にする可能性もある。食用のハーブとして使う葉に、これとよく似たものがあるから」

「そうなんですね……」

　そういえば、青い花も研究しているって話だったし、ここはそういった対象の花も多く育てているのかもしれない。

　毒……と考え、唇をキュッと噛みしめる。

「クレア、こっちにも珍しい花があるからおいで」

「はい」

　シド王子が背中を向けたのを確認してから……ゆっくりと立ち上がった。




　ラモーネ王妃と揉み合いになったあと、部屋を出る直前に使用人が差し出したメモには、日付と時間が書いてあった。おそらく、その日時に誰かしらがここに迎えに来て、そのままグランツ王国を出るということなのだろう。

　メモに書かれていたのは、明日の午前十時。シド王子は公務で王城にいない予定だし、ジュリアさんにも上手いこと席を外させるつもりに違いない。

　ラモーネ王妃は、最初から私がどちらを選ぶかをわかっていたのだろう。そう思ってしまうくらい、手筈は全部調っていた。

「クレア。どうかした？」

　ベッドの上で上半身を起こし、本を眺めていた私を、シド王子が呼ぶ。

　部屋を照らすのは、ベッドサイドに置いてある小さな照明だけだけど、それで十分だった。

　素肌を隠すために胸の前まで持ち上げた布団を掴む手に力をこめる。さっきまで散々見られていたとしても、恥ずかしい。

「いえ。この本の花がとても可愛くて眺めていただけです」

　花の本は今日、シド王子が持ってきてくれたものだった。さまざまな種類の花たちが、色鉛筆で描かれたようなイラストとともに紹介されている。それがとても可愛くて、見た瞬間お気に入りの本となった。

「ありがとうございます。大事にします」

　改めてお礼を言うと、シド王子も上半身を起こし、私の肩を抱き寄せる。

「喜んでくれてよかった。たまたま見かけて、クレアが気に入りそうだと思ったんだ。……ああ、やっぱりこのページ見てたんだ。マーガレット」

　私が開いていたページに描かれているのは、白いマーガレットだった。

「はい。これ、図鑑というより花言葉の本なんですね」

「マーガレットの花言葉は〝心に秘めた愛〟〝誠実〟か……。クレアによく似合ってる」

　にこりと笑顔を向けられて……でもしっくりはこず「そうでしょうか」と首をかしげる。

「クレアは誠実に想える心を持っているから。心に秘めた愛が深すぎて、自分より相手を守ることに必死になりすぎるところがあるけど」

　タイミングよく言われ、ドキリと胸が跳ねる。

　それをごまかすように「そこまで想う相手は限られますけど」と笑みを浮かべると、突然ベッドに肩を沈められた。

　見上げると、シド王子が私を組み敷いていて、目をパチパチとしばたたかせる。

「なんですか……？」

「その〝限られた相手〟の中に、俺も入っていると思ってもいいの？」

　口の端を上げながら聞くシド王子に、「今さらですね」と呆れて笑う。

「誰にでも肌を許す女だと思われていたなら、心外です」

「まさか。クレアはそんな子じゃない」

　おでこにキスしながら言うシド王子をじっと見上げる。

　あまりに見つめすぎたからか、「クレア？」と不思議そうに聞くシド王子に、ゆっくりと口を開いた。

「誠実かどうかはわかりませんが、私は一度想ったらおそらく、一途です」

　手を伸ばし、シド王子の頬にそっと触れる。

　愛しくてたまらない、シド王子に。

「だから、この身体を開くのは、生涯シド王子だけです」

　言い終わるや否や、驚きを浮かべたシド王子の表情が切なそうに歪み、勢いよく唇を奪われる。

　こんなに荒々しいキスは初めてだったけれど、なんとか受け入れていると、気が済んだのかシド王子がやっと唇を離す。

　鼻先がぶつかるくらいの至近距離から見つめてくる瞳が、ベッドサイドからの照明を受け、キラキラと光って見えた。青い瞳がとても綺麗だった。

「どうかした？　急にそんなこと言うなんて」

「……どうしたんでしょうね。なんとなく、伝えておきたくなったんです」

　すると、シド王子は「そっか」と呟き、私の前髪をかき上げるように撫でる。

「でも、そんなことを言われたら男は止まれなくなると覚えておいた方がいいよ。今後のためにも。もっとも、今日はもう遅いけど」

　ちゅっちゅっとついばむようなキスをされ、シド王子の首に手を回した。

「ん……覚えておきます」

　どうせ、この人からもらった言葉なら、どんなものでも忘れることなんてできない。胸に刻まれて離れることなんてないから。

　ゆっくりと身体を撫でたシド王子の手が、胸を覆う。その頂に丹念にキスを落とされ、そのたびに腰が浮くような甘い感覚に襲われた。

　熱い舌先がお腹の上を這うだけで、ぞくぞくとした快感が背中を走り抜ける。さっきまで重ねていた熱が再び身体に宿るのに時間はかからなかった。

「ん……あっ」

　ゆっくりと侵入してきた指先が動くたびに小さな水音が聞こえ、気持ちよさと一緒に恥ずかしさが募っていく。

「あ……っ、も、う……十分です、から……っ」

「……うん。もう少しだけ」

　丁寧に育まれる行為にはシド王子の愛情がたっぷりと詰まっていて、それをこの身に溢れるほどに感じ、涙がこぼれた。

　節くれだった指に、大きな手のひら。形のいい唇に、熱い舌。

　逞しい肩に触れるのが好きだった。さらさらした黒髪を撫でるのが好きだった。青い瞳に見つめられ……微笑まれるのが、好きだった。

　この人の……シド王子の全部が、大好きだった。

「クレア……っ、好きだ……」

　数えきれないほどのキスと一緒に落とされる言葉に、涙が溢れる。

　シド王子に贈られた本が、カタンとベッドから落ちた音がした気がした。




　翌日の午前十時。メモの通り、ジュリアさんは席を外していた。

　外せない仕事が入ってしまったということだったけど、ラモーネ王妃が裏で手を回したのだろうとわかっていたから笑顔でジュリアさんを送り出し……そして、その数分後、外から鍵が開けられた。

「クレア様。馬車がつけてある場所までご案内させていただきます」

　そう頭を下げ、私の手から荷物を受け取ったのは、昨日ラモーネ王妃と一緒に部屋まで来た使用人の女性だった。ラモーネ王妃だってこのことは公にはしたくないはずだし、今回のことを知っている人はごくわずかなのだろう。

　カツカツと、自分の足音がやけに大きく響く気がするのは、なんでだろう。その音が数を重ねるたびにここから離れていくことを思うと、決心したはずの心がわずかに揺らぐ。

　衛兵のいない廊下を通り、細い通路から外へと出る。人ひとり通れるくらいしか幅のない扉を開けると、空からは太陽の眩しい光が降り注いだ。

　綺麗な青空をじっと見上げていると、そのうちに「クレア様」と歩くよう促され、また足を進める。

　馬車がついていたのは、王城の西側にあたる場所だった。そこにも衛兵の姿はなく、もしかしたらこれもラモーネ王妃が手を回したのかなと思う。

「荷物、ありがとうございました。ここからは自分で持てますから」

　使用人の女性から自分の荷物を受け取り、馬車に乗り込む。

「クレア様。くれぐれも早まったことを考えないようお願いします」

　重たい声で注意され、聞こえていたけれど頷きはしなかった。

　逃げるなと言いたいのだろう。言われなくても、そんなこと、最初から考えていない。逃げることも……そして、生き続けることも。

「ちゃんとできてるといいけど」

　馬車の中でそう独り言を呟き、誰にも見られないよう手の中に握りしめている小さな瓶を眺める。

　藍色のガラスでできた小瓶は、シド王子にいつか街に出たお土産でもらったものだ。『シド王子の瞳の色とおそろいですね』と感想を言うと、にっこりと微笑まれたのが記憶に新しい。

　小瓶の中には、水とちぎった葉っぱが入っている。昨日、シド王子が毒の葉だと教えてくれたものを、あの時、こっそり一枚だけ摘み取った。

　部屋でひとりになってから、葉を小さくちぎり、水と一緒に小瓶に入れた。あれから半日経つし、きちんと毒素が水に浸透したことを願う。

「それでは、道中お気を付けて」

　馬車の外で使用人の女性が頭を下げると、しばらくして馬車がゆっくりと動き出した。

　ガタゴトと揺れる馬車の中から、外の景色を眺める。

　でも……まったくといっていいほど綺麗に見えなくて不思議に思う。ここに来てから、こんなことはなかったのに……。

　木々や空を見つめても、心はシンとしたままで、ワクワクもドキドキする気配も見せない。

　キラキラとした彩りを失ってしまった世界をぼんやりと眺めてから目を伏せる。

　ただ離れていく王城を見ているのが耐え切れなくなり、背中を預け、ひとつ大きく息をついた。

　馬車の正面には小窓があり、外に御者の背中が見えた。その様子をしばらく窺い、荷物の中から、シド王子にもらった花言葉の本を取り出す。

　白い表紙の可愛らしい本を見ると自然と笑みが浮かび、気持ちが落ち着いた。

　パラパラとめくると、スズランやダリア、マーガレットなど、シド王子に教えてもらった花が目に入る。他にもたくさん知らない花が載っていて……一つひとつの花言葉を読んでいるうちに、急に胸を大きな痛みが襲った。

「……はっ……っ」

　ずっと耐えてきた悲しみが一気に襲いかかり、涙が溢れ出す。泣き声が御者に聞こえてしまうと思うのに、漏れる嗚お咽えつが止められなかった。景色はかすみ、ついにはゆらゆらと揺れて見えなくなる。

　あんなに綺麗だったはずの世界がどこにもなくなってしまった。

　シド王子から離れただけでこんなにも変わるのかと痛感し、胸が裂けるほどだった。

　痛くて苦しくてたまらない。

「……あ……ぅっ」

　寒くなんかないのに身体が震え、呼吸も震える。喉が焼けるように熱くて、頬を流れる涙も熱をもっていた。

　ポタポタと頬から落ちた涙が本を濡らしていくから、そっと本を閉じ……胸に抱きしめる。

「ごめんなさい……っ」

　あんなに守ってくれた人たちを、私はまた裏切ってしまった。

　心配して怒ってくれたのに……私は――。

『俺だってそこまで馬鹿じゃねーよ。それくらいわかってる。わかった上でここに残って、おまえの心配してる』

　ごめんなさい。

『大事にしてほしい。クレア自身のことを。自分についた傷もきちんと気にしてほしい。じゃなきゃ俺が許さない』

　ごめんなさい――。

　頭の中に浮かぶ、シド王子やガイル、ジュリアさんやマイケルの姿を消すように、本をギュッと抱きしめる。そして……ひとつ息を吐き、自分自身を落ち着かせてから、手の中の小瓶を見つめた。

　いくらテネーブル王国の王族の責任から解かれたといっても、テネーブル王国の王族がしてきた事実がある以上、私の存在はこれからも問題の種にしかならない。国王や王族が平民を虐げてきたのは紛れもない事実だ。……決して変えられない私の宿命だ。

　加害者である王族の私がシド王子のもとにいたら、いずれまたラモーネ王妃みたいな人の駒に使われてしまうかもしれない。そのたびに迷惑をかけてしまうのは、どうしても嫌だった。

　私が離れたらシド王子は心が折れてしまうとラモーネ王妃は言っていたけれど……シド王子ならきっと大丈夫。きっと、周りの人の支えでまた立ち上がって前を向ける。

　シド王子自身が優しいから、シド王子の周りに集まる人もみんな優しい。だから、大丈夫だ。

　そう考え、離れるべきだと判断したけれど、ふたつ隣の国の宰相のもとに行くつもりもなかった。

　シド王子に捧げたこの身体を……他の誰にも触れさせるつもりはない。

「苦かったら……嫌だけど」

　青い小瓶を見ているうちに、シド王子の瞳が重なる。

　シド王子は、たくさんのことを教えてくれた。花の名前、天気のこと、城下町のこと。それに……溢れるほどの幸せな感情を教えてくれた。

　シド王子を想い、彼の傍で過ごせたことを幸福に思う。

　私の中はこんなにもシド王子でいっぱいで、その思い出を抱きしめたまま終われるのだから……意地を張っているわけでもなんでもなく、幸せだ。

　しばらく小瓶を見つめてから、窓の外の様子を窺う。

　ふたつ隣の国に行くには、いくつかの森を通るとラモーネ王妃は言っていた。その間、どこかで逃げ出そうと考える。

　私が馬車の中で毒を含んで命を絶って、それがシド王子やガイルの目に晒されてしまったり、耳に入ることになったりするのは嫌だった。死んだなんて伝わってしまえばきっと、あの優しい人たちは悲しんでしまうと思うから。

　部屋にはシド王子に宛てて手紙を残していた。

【今までありがとうございました。怖くなったので逃げることにしました。探さないでください】

　初めて書いた手紙はそっけない文章になってしまったけれど、それでいいと思った。私を探したりしないで、これだけ面倒を見てやったのに逃げ出すなんて勝手な女だと見限ってくれればいい。

　裏切り者だって、見放して忘れて……そこから幸せを掴んでほしい。シド王子にも、ガイルたちにも。

　馬車の行く先に、森らしき木のかたまりが見えてくる。初めて目にする森は、あまりに深そうで無意識にごくりと喉が鳴る。

　そういえば、昔読んだ絵本の中に、森の奥で魔女に出会うお話があったっけ……と思い出していた時。

　ガタン！と馬車が大きく揺れて止まった。驚いて窓から外の様子を見ようとした途端、外からドアが開けられ、びくっと肩が揺れる。

　王城からもう随分離れた。でもまだ国境までは来ていないはずなのに……盗賊？　暴漢？

　物騒な言葉が頭の中をよぎる。

　前を見ると、小窓の向こうに御者の姿はなかった。

　恐怖を覚えたのと同時に誰かの手に腕を掴まれ、馬車の外へと引きずり出される。

　逆光で相手の顔は見えない。

　力強い手に、ぞくりと背中を恐怖が伝い、頭が真っ白になった。










婚約者として




「やめて……っ」

　薄暗い馬車の中から、急に外に引きずり出されたせいで、突然の眩しさに目がくらむ。それでも後ろから両腕を掴む手をどうにかはがそうとしたけれど、力が強くてびくともせず、焦りが浮かんだ。

　外に出た衝撃で、シド王子にもらった本や、握りしめていた小瓶が、地面に次々に落ちる。それを誰かの手が拾うから、奪い返そうとすると、私の腕を掴む手が阻んだ。

「離して……！」

　何人いるのかすらわからず、ドッドッと心臓が異常なくらい速く動いていた。

　確実なのは私を後ろから拘束している男と、小瓶を拾った男のふたりだけど、それ以外にもいるのかもしれない。

「それに触らないで……っ」

　叫ぶように言いながら視線を上げて……頭の中が真っ白になった。

　だって……そこに立っていたのは、知りすぎている人だったから。

「ガイル……」

　小瓶を拾い上げたのは、ガイルだった。

　珍しく真面目な顔をしたガイルが、苦しそうに表情を歪め、小瓶を見つめる。

「おまえ……これがなにかわかってんのか？」

　絞り出したような悲痛な声に問われ、心臓が掴まれたみたいに痛んだ。

　ガイルは、瓶の中がなんなのかをわかってるんだ……。

　身体から力が抜けると、抵抗を諦めたと気付いたのか、後ろから拘束していた手がわずかに緩む。それでも放す気はないようで、両腕を掴まれて身動きができないまま、ガイルに問いかける。

「どうしてここに？」

　ガイルは、小瓶を手で握りしめる。その表情にはまだ険しさが残っていた。

「おまえの様子がおかしいっていうのは聞いてたから、また危なっかしいことするんじゃねーかって見張ってたんだ。そしたら案の定……ジュリアに、ラモーネ王妃になにか言われたのかもしれないって聞いた。一体、なにがあった？　なにを言われたら、こんなもん使おうって思うんだよ……」

　ガイルが、くしゃっと髪に手を差し込む。

　ぐっと怒りをこらえたような声に、苦しくなりながら口を開いた。

「私、お母様のことを馬鹿にされたのが我慢できなくてラモーネ王妃に手を上げてしまったの。もっとも、ラモーネ王妃の目的は最初から私にそうさせることだったみたいだけど……。その責任をシド王子に負わせるために」

　あの時のことを思い出すと、奥歯がギリッと鳴る。

「私が、グランツ王国を離れれば今回のことは問題にしないって言われて……」と言ってから、自分自身の言葉に首を振る。

　違う。それだけじゃない。もっと、大事な理由がある。

　……逃げられない、解決もできない理由が。

「テネーブル王国の王族の噂がグランツ王国にも広がってるって聞いた。平民をひどく虐げていたっていう噂が」

　ガイルの表情が驚きに変わる。

　その顔を見て、そうか、ガイルは知っていたのか……とわかった。知っていて、でも私を気遣い黙っていたのだろう。本当に……どこまでも優しい騎士だ。

「仮にも王族だった私が、シド王子のもとにいたって、いずれ問題になる時がくる。テネーブル王国で好き勝手していた王族を傍に置いているなんて国民が知ったら、シド王子への信頼までなくなってしまうかもしれない」

　ひとつ息をつき、湧き上がってきた感情を吐き出す。「私は……」と呟いた声に、いつの間にか涙が混ざっていた。溢れ出した涙が頬を濡らす。

「私は……あの人を、私のせいで苦しめたくない。国民のためをいつだって思ってるシド王子の足枷になりたくない……っ。あの人を、守りたい……」

　叫ぶように言った直後、拘束されていた手が放され、同時に後ろからきつく抱きしめられる。それが誰だかがすぐにわかり……声を失った。

　だって……今日は公務で王城にいないはずなのに……。

　信じられない思いでなにも言えずにいる私に、シド王子が静かに言う。いつも通り穏やかな優しい声だった。

「初めてクレアと会った時、ガイルを守ろうとしている姿を見て、俺もこの子にこんな風に想われたいと思った。大事に想われたいって」

　あの塔でガイルをかばった時のことを思い出す。

「でも、実際自分を想ってこんなことされると、つらいものだと初めて知った」

　穏やかな声に、わずかに苦しみが滲む。

　私がこんな声を出させているんだとわかり、眉を寄せた。苦しくて、喉がひゅっと変な音を立てる。

「言っただろ？　どうせまたクレアはこういうことをするって。俺が簡単に逃がすと思った？」

『まぁ、そうは言ってもクレアは誰かのためってなればどうせまた自分を差し出すんだろうけどね』

　いつかの台詞が思い出され、放された両手を、ぶらんと下ろす。

　あれからずっと、私を警戒して、心配してくれていたのだろうか……。

　そんな中、私はこんな勝手な行動をしたのだと思うと、諦めのような呆れのような自己嫌悪が襲った。

「おまえも怒れよ！　なに呑気な声出してんだよっ。こいつ、こんなもん使って死ぬつもりだったんだぞ!?」

　怒りが冷めない様子のガイルに、シド王子が「そうだけど……」と歯切れ悪く言う。

「無事だったんだし、それでいいかなって。それに、クレアが無茶するってことくらい、ガイルも知ってただろ？　これからも俺たちが気を付けていればこうして止められるし、大丈夫だ」

「おまえ……こんな時にまで点数稼ぎか。怒れよ、もっと。ここに来るまでの間、あんな必死なツラしてたくせに」

「無理だな。惚れた弱味だ」と軽く言ったシド王子が続ける。

「それに、クレアがどういう行動に出るかは何通りも考えて備えていたから、これも想定の範囲内かな。そもそも、これは毒の葉じゃないしね」

「え……？」

　だって、昨日シド王子が毒の葉だって教えてくれたのに……と思い見上げると、困り顔で微笑まれた。

「もしかしたら……とは考えていたから、昨日、わざと違う花を教えたんだ。万が一、口にしても問題ない。ハーブの味がするかもしれないけどね。嘘ついてごめん」

「おまえ……そういうことは早く言えよ。俺にも毒だって言ったじゃねーか……」

　肩から力が抜けたガイルに、シド王子が笑う。それから私を見て……苦笑いを浮かべた。

「自分に少しの価値も置こうとしない部分はこれから俺が時間をかけて直していくつもりだ。……必要ならお仕置きもするかもしれないけどね」

　最後のひと言だけ声の色が変わった気がして、背中をぞくっとなにかが走った。

　後ろから抱きしめられている今の状態がなんだかとても危険な気がして、ゆっくりと口を開く。

　そもそも、今はこんな話をしている場合じゃない。

「……離してください」

「離さない」

　即答され、顔を曇らせた。

　シド王子だってわかっているはずだ。私が考えたことは間違っていないと……逃げようのない現実だということを。

　ラモーネ王妃に手を上げたことは、責任をとればどうにかできるかもしれない。でも……私の生い立ちについてはどうしようもない。ガイルだって、今の説明でそれがわかったからなにも言えないでいる。

　向かいに立つガイルが、悔しそうな顔で黙っているのを見て、目を伏せた。

「手紙を残したはずです。私は、逃げたんです」

　なのに、なんで追ってなんてきたのだろうと奥歯を噛みしめていると、「ああ、あの手紙か」とシド王子が思い出したように言う。

「〝怖くなったから逃げる〟……だっけ。クレアはもう少し嘘のつき方を勉強した方がいい。ガイルをかばって俺の剣の先に出てきたり、怪我をしてまでマイケルを守ったクレアが、怖くなったからって逃げ出すなんて考えられない」

　はっきりと告げられ、視線を泳がせてから口を開く。

　自信を滲ませる声に勝ち目はない気がしたけれど、ここで黙るわけにはいかない。

「嘘じゃありません。私は、ふたつ隣の国の宰相のところに行くんです。私を置いてくれるって言ってくれていますし」

　感情をこめないよう淡々と説明すると、シド王子は私を抱きしめたまま、ふっと笑う。「行く気なんかなかったくせに」と言われ、その通りなだけに言い返せずにいると、「本気で行く気なら、許さないけどね」と続けられた。

　本気もなにも……行く気なんて、最初から――。

　もう嘘をつくことは諦めて、「逃げないので、離してください」とお願いする。

　どうせ、なにを言っても逃げることができないのなら、嘘をつく必要もない。

　ゆっくりと私を離したシド王子と、向き合うように立つ。

　もう二度と会えないと思っていたシド王子に……胸の一番奥が締めつけられ、恋情が溢れ出す。深い情のこもった柔らかい微笑みと視線を交わしているうちに、じわじわと世界が色や輝きを取り戻していくようだった。

　シド王子を見上げる向こう側には青い空が広がっていて……綺麗だなと思う。彼の瞳と溶け合うような青空に目を奪われる。さっきまでは、そんな風に思えなかったのに。

「やっぱり、シド王子といると世界が綺麗です。こんなにも違うんですね」

「え？」

　きょとんとして聞き返してきたシド王子に「馬鹿馬鹿しいと思うかもしれませんが」と、前置きしてから……本心を告げる。

「あなたに触れられたままの身でいたかったんです。だから、誰にも触れさせるつもりはなかった。最初から、宰相のもとに行くつもりはありませんでした」

　こんなことを言うのは恥ずかしくて、それでも言い切ると、シド王子は衝撃を受けたような顔になる。

　心底驚いたようなシド王子にふっと笑みをこぼしてから、続ける。

「私の決意は、さっき言った通りです。今、シド王子になにを言われてもそれは変わりません。シド王子の立場を危うくするだけなら、傍にいたくない」

　きっぱりと言い切ると、シド王子が真面目な表情で黙る。

　王城の中庭に吹くような穏やかな風が、辺りを吹き抜ける。すぐそこに迫っていた森から、大きな木が風で揺れる音が聞こえてくる。

「俺がどんなに頼んでも……？」

　さらさらと、シド王子の髪が風に揺れる。

　空よりももっと綺麗な青い瞳を見て、微笑んだ。

「はい。私が私である限り、どんなに考えても無理でした。テネーブル王国の王族は横暴すぎた。私のせいでいつかあなたの立場を危うくしてしまうなら……今ここで、命を終えたい」

　そこまで言ってから、慌てて続ける。

「でも、勘違いしないでください。私は決して自分を大事にしていないわけじゃない。自分の気持ちを大事にしたからこそ、あなたを守りたいと思ったんです」

　見つめる先、シド王子の眉がぴくりと動き……そのままひそめられた。

　……ああ。結局私は、この人を困らせてしまう。もうそこは諦めるしかないのか、と思いながら告げる。

「あなたの温もりが消えないうちに……私があなたのもののまま、幸せなまま終わりにしたいと思ったんです。だからこれは、私のわがままなんです。結局私も、傲慢な王族でした」

　わがまま以外なんでもない。

　宰相のところに行けば、きっと不自由なく過ごせるのに。シド王子から離れて暮らせば、いくらでも平和に過ごせるのに……それをあえて選ばないのだから。

　全部、私のただのわがままだ。……譲れない、想いだ。

「わがままを、聞いてください」

　意識して微笑みを浮かべたまま見つめると、シド王子は私を見つめ返し……しばらくしてから、顔を険しく歪める。そして諦めたように目を閉じた。

「わかった。じゃあ……苦しまないように、せめて俺がやる」

「え……そんな、シド王子の手をわずらわせるつもりは……っ」

「いいから。それに、その毒は偽物で使えないしね。……クレアのわがままは、俺が聞くよ」

　ふっとわずかに笑ったシド王子が、「おいで」と手を広げるから、キュッと唇を噛みしめてから近づく。

　シド王子の肩口に唇がぶつかる。ふわっと抱きしめる腕に泣きたくなった。

「ガイル。クレアの髪を頼む」

「……おう」

　ガイルが、じっとシド王子を見ながら短く返して、私の横に立ち、長く伸びた髪を持った。

　髪まで斬らないようにと気を使ってくれたのがわかり、またひとつ胸が痛む。

　鞘から短剣を抜く、金属のこすれる音が聞こえ、目をつむる。

　視界をなくすと、いろんな音が鮮明になって耳に入ってくる。木の葉が一枚一枚揺れる音まで聞こえるようだった。頬を撫でていく風が気持ちいい。

　こうして草木が風に揺らされる音を聞いていると、まるで王城の中庭にいるような気持ちになった。瞼の裏にはたくさんの花が咲き誇る中庭が映し出され、そこに立ったシド王子が私に微笑み、手を差し出す。

　何度も……何度も、見た光景だった。

　シド王子の肩におでこをのせるようにすると……シド王子が静かに聞く。

「最後に……俺をどう想っていたかだけ、教えてほしい」

　優しい穏やかな声。大好きな声に問われ、目をつむったまま微笑んで口を開く。

　そういえば、口に出すのは初めてだ。

「好きです。いつだって明るく温かくて……誰よりも優しいシド王子が、いつの間にか愛しくて仕方なくなっていた。私の人生での幸せは、シド王子の存在でした」

　目をつむったままでいると、一拍置いてから「……そう」という声が返ってくる。そして「俺も、クレアを愛してる。だから……ごめん」という声が耳に届いた直後、シド王子の腕が動いた気配がし――。

　息をのんだ瞬間……パラパラと髪が顔の横に落ちる。

　想像していた痛みも衝撃もないことに疑問を抱き……しばらく呆然としていると、シド王子が私を一歩分離す。

　何度か瞬きをして見上げると、シド王子が微笑んでいた。

　横に立つガイルの手には、私の髪があり……自分自身の髪に視線を落とすと、腰まであった髪は鎖骨あたりまでの長さしかなくなっている。

　……どういうこと？

「……髪を、切ってほしいと頼んだわけではないんですが」

　動揺のあまり斬り損じたのだろうか、とも思いながら聞くと、「あとで綺麗に切りそろえてもらわないと」と、私の髪に触れたシド王子がわずかにつらそうに微笑む。

「俺も切りたくなかったけど、クレアはこれくらいしないと納得してくれそうにないから」

「納得……？」

「この長さもよく似合ってる」

　にこりと細められた目に黙っていることしかできずにいると、シド王子はひとつ息をついてから告げた。

「クレア・ソワールはこれで死んだこととする。ガイルがその証人だ」

　シド王子の言葉に、ガイルが「おう。しっかり見届けた」と微笑んで言う。

　髪を切っただけで、死んだわけではないのに……とわけがわからずにいると、シド王子の眼差しに気付く。愛しそうに見つめてくる瞳に戸惑っていると静かに言われた。

「これからは、テネーブル王国のクレア・ソワールとしてではなく、俺の婚約者として新しく生きてほしい」

　優しく頬を撫でられ、しばらくぽかんとしていたけれど……そのうちに、状況を把握する。バッとガイルを見上げると、やれやれといった笑顔を向けられた。

「騙したの……？」

「騙すもなにも、そいつがおまえを斬れるわけがねーだろ。俺も髪持ってろって頼まれた時はなにする気だって思ったけど……まぁ、傷つけるようなことはしねーだろと言う通りにした。一応、もしも血迷って剣突き刺そうとしたら、いつでも止められるようにはしてたけどな」

　ガイルに言われ、今度はシド王子を見て「騙したんですか？」と聞くと、困ったような笑みを向けられた。

「ガイルの言う通りだ。どんな事情があったとしても、俺がクレアを斬れるわけがない。万が一にもそんなことになったら、すぐに自害してあとを追うよ」

「でも……っ、これじゃあ、なにも問題が解決していない……。髪なんか切ったところで私は結局……っ」

　テネーブル王国の元王族であることは、なにをどうしても変えられないのに。

　叫ぶように言った私の両肩に、シド王子がそっと支えるように触れる。大きくて温かい手に、落ち着くよう言われているようだった。

「ラモーネ王妃のことだったら、もう気にしなくていい。前々から問題視はしていたから、使用人をひとり潜り込ませてたんだ。今回、ラモーネ王妃が執しつ拗ように挑発したことも、クレアを追い出そうと画策したことも、その使用人が報告してくれたし、必要なら証言もしてくれる」

　驚いて目を見開くと、シド王子が「俺のために王妃と取っ組み合いになったことも聞いた」と苦笑いを浮かべる。

「本当に勇敢で困る」

「あ……あの時、ラモーネ王妃と一緒に来た女性の使用人が……？」

　取っ組み合いの喧嘩を見ていたのは、あの人だけだ。

　シド王子は頷いてから「ジュリアとその子は繋がっているんだ」と説明する。

「ジュリアはただの使用人じゃない。諜ちょう者じゃ……なんていうと大げさだけど、俺の指示で王城内の動きを探ってもらっている。不穏な動きがあった時、手遅れにならないように」

「諜者……？」

「ジュリアは俺に剣の稽古をつけてくれた騎士団長の娘で、小さい頃から知ってるんだ。探らせてみてわかったけど、諜者としての筋もいい。もちろん、剣の腕も確かだ」

　ラモーネ王妃や他の誰かがおかしなことをしようとした時に備えて……と説明され、ああ、と納得する。だから、ジュリアさんはシド王子のことをよく知っていたんだ。

「ジュリアに頼んで、不自然にならないよう何年も前からその使用人をラモーネ王妃につかせていたんだ。ラモーネ王妃は彼女に信頼を置いて側近にまでしていたから、細かいことまで知ることができて助かった」

「そんな前から……」

「警戒するにこしたことはないと思ってしたことだったけど……よかった。手遅れにならずに済んだから」

　安心したように息をついたシド王子が、私を見て「噂のことも気にしなくていい」と続ける。

「テネーブル王国の王族については、たしかにひどい言われようだし、事実である以上、それを捻じ曲げて抑えることはできない。もしも、テネーブル王国の元王族をグランツ王国に迎え入れると公にすれば、反対する者も多いと思う」

　……そうだ。だからどうにもならないと思い、離れたというのに……。

　それをわかっていて、どうしてわざわざ私を止めたのだろう。

　そんな風に思い見ていると、シド王子がふっと笑う。

「でも、俺の婚約者についての噂なら悪いものなんてひとつもない」

「婚約者って……」

　仮に私のことだとして、一体、誰が噂なんて広めるのだろうと不思議に思う。私の存在はほとんどの人に隠されていたのに。

「〝シド王子の婚約者は刺繍が得意らしい〟〝花が好きだから、シド王子はその婚約者のために中庭を逢引の場に使っているらしい〟ってね。まぁ、後者については俺が、〝まったくしょうがない王子だな〟って笑われているらしいけど」

　ははっと笑ったシド王子が、「マイケルが刺繍入りのハンカチをそこら中で自慢するもんだから、もう知らない国民はいないんじゃないかってほどに広まってる」と教えてくれる。

『でも、せっかくクレアが縫ってくれたものだから、もらうな。国中のヤツらに自慢してやるんだ』

　そう笑っていたマイケルの顔が浮かび……ぽかんとしてしまう。まさか本当に自慢して回るなんて思ってもみなかった。

「褒めるのは気に入らないけど、あいつは頭がいい。国も名前も隠して、クレアに助けてもらった話をして回っている。幸い、クレアはテネーブル王国の国民に隠されて育ったから、その姿を知る者はいないに等しい」

「唯一、おまえの姿を知ってるマイケルは口が裂けても言わないだろうしな」とガイルが言うと、シド王子が「そういうこと」と歯を覗かせた。

「こうなることを見越して、グランツ王国の城内でもクレアの姿は極力隠していた。俺が信頼を置いている人間にしかクレアを会わせていないし、俺に異常に執着してクレアの存在に気付いたラモーネ王妃は黙らせるだけのネタがある」

「ネタ……？」

　脅して黙らせるだけのなにかを、シド王子は掴んでいるということ……？と思っていると、シド王子が口の端を上げる。いつもは見せないような、少し悪い笑みだった。

「今まで俺にしてきたことの証拠……と言えばいいのかな。潜り込ませていた使用人がいろいろな証拠を持ってきてくれたから、おそらく、あと百年くらいは黙らせることができる」

「百年……」

「ああ、でもクレアが殴った分を差し引くと五十年くらいがいいとこかな」

　冗談みたいにからかわれ、「そこまでボコボコにはしてません」と口を尖らせる。

　そんな私にシド王子は楽しそうに笑い、「とにかく」と話を戻した。

「クレアが心配していたことは、これでほとんどなくなったはずだ。あとは……ああ、理由も告げずにあの部屋に幽閉していたことも、今なら説明できる」

　そういえばそうだった。シド王子はなんであそこに私を……と、当初抱いていた疑問を思い出す。

「俺はクレアを婚約者として迎え入れたかったけど、父親である国王に相談してからでないと決められなかった。だから、遠方にいる国王に文書を出したんだ。事情はあるけどどうしても迎え入れたい女性がいるからその許可が欲しいって」

　はっきりと告げたシド王子が、目を細める。

　大事にしてくれているのは、態度から十分にわかっていたけれど……国王の帰還を待たずに文書を出すほど真剣に考えてくれていたのかと驚いてしまって、すぐに言葉が出なかった。

「返事が届いたのは、今朝早くで……俺がそこまで望むなら好きにしていいということだった。俺が結婚しないと王位を継承するにもいびつな形になるっていつも文句を言っていたから、逆に喜んでた」

「……本当に？」

　私を安心させるための嘘じゃないのか。だって、いくらグランツ王国がおおらかだからって、私みたいに問題がある人間を王室に迎え入れるなんて……。

　信じられない気持ちでじっと見ていると、シド王子は「嘘じゃない。近いうちに国王に会わせるからその時聞けばいい」と落ち着いた声で言った。

「国王は、クレアにはなんの罪もないとはっきりと賛成してくれた。だから……あとはクレアの気持ちの問題だけだ」

　シド王子に微笑まれ、黙る。

　私が心配していたことは、たしかに解消されている。

　噂のことも、ラモーネ王妃のことも……。そのうちに思い患うことになったと思われる国王の意思も、シド王子が先回りして解決してくれたから。

　ひとつだけ残っているとすれば……それはおそらく、私が私を捨てられるかどうかということだ。

　シド王子が〝私の気持ち〟と言ったのは……おそらく。

「自分を偽りこの先を生きるのは、真面目なクレアには今ここで命を終えるよりもつらいかもしれない。だけど、さっき、クレアは俺が生まれ変わらせた。この剣で」

　シド王子は、私の手をとるとゆっくりと自分に近づけ……手の甲に唇を寄せた。そのまま視線で私を捕らえる。まるで、初めて会った時みたいに。

「新しい人生を俺のために生きてほしい。クレアがこれを罪だと思うなら、クレアごと、その罪を俺に請け負わせてほしい」

　真剣な瞳で告げられ、涙が溢れる。

　存在を偽るのが許されることだとは思わない。〝クレア・ソワール〟という名前も過去も捨て、別人だと偽ってこの先を生きるなんて……考えられないことだ。

　私はそういうところは真面目だから……ガイルが言う通り、意地っ張りで一直線で頑固だから……普通だったら頷かないと思う。

　それでも……この愛しい手を振り払おうとは思えなかった。

　――この人と、生きたいと願う気持ちが勝ってしまった。

「生きたいと、望んでもいいんですか……？」

　震える声で聞くと、シド王子に「もちろん。俺はクレアよりも強く望んでる」と言われ……ふっと笑みが溢れた。

「私が罪悪感に潰されそうになったら、抱きしめてくれますか……？」

　涙声で言うと、シド王子の瞳に驚きが広がり……それから柔らかく細められる。

「それは毎日するつもりだから、別のお願いにしてもらわないと」

　シド王子が私の手をキュッと握る。

　さぁ……と吹き抜けた風に誘われるように空を見上げると、シド王子の瞳と同じ青空が一面に広がっていた。

「クレアの新しい名前、決めないと」

　呟かれた言葉に「そうですね」と返す。

〝クレア・ソワール〟という名前はもう消えたのだから。

「名前かー」と、それまで黙って見守ってくれていたガイルも難しそうな声で言い、しばらく沈黙が流れたあと、シド王子が私を見る。

「マーガレットは？」

　私が気に入っていた花の名前に驚く。

　正直、なにを言われてもしっくりはこないけれど……その名前を挙げてくれたシド王子の気持ちを思うと、嬉しさがこみ上げた。

「いいかもしれないですね。素敵な名前です」

　ふふっと笑顔を返すと、シド王子も同じように笑う。

「悪くはねーけど、長くないか？」

「黙れ」

「ジュリアやマイケルにも聞いてみてからにしようぜ。大事なことだし、みんなで決めた方がいいだろ」

　そう提案するガイルに、シド王子が顔をしかめる。

「本人が素敵だって言ってるんだから、おまえらの意見なんか必要ないだろ」

「ところで、馬車の御者はどうしたんですか？」

　ガランとしている御者台を眺めながら言うと、「ああ、そうだった」とシド王子が説明してくれる。

「馬で追いついたところで馬車を止めさせて、城に帰した。俺とガイルの馬、二頭持っていってもらったから、帰りはこの馬車で帰ろう。御者はガイルに任せて」

「おー。馬車は初めてだけどな。そろそろ腹減ったし、早いとこ帰ろうぜ。……あー、本が落ちたままだ」

　そう言い、本に手を伸ばしたガイルの手が、ぴたりと止まる。開いたままの本を見つめ……拾い上げると、そのページを見せて笑う。

「なぁ。リリィは？」

「え？」

「おまえの名前。リリィでいいんじゃねーの？　短くて呼びやすいし、なんか白い花びらがうさぎの耳みたいだろ。ほら、おまえあの絵本好きだったから」

　ガイルが開いたページに描かれていたのは、百合の花だった。

　反り返った白い花びらが、色鉛筆でぼんやりと優しく描かれていて……たしかに、うさぎの耳に見えないこともなかった。

　あの、母が描いた星みたいな形をした、いびつなうさぎに。

「……正直、おまえの意見では決めたくないけど、その考えは悪くない」

　不満そうに言ったシド王子に、ガイルが「だろ？」と自慢げに笑う。

「じゃあ、そろそろ帰ろうぜ。クレ……じゃなかった。リリィ」

「待て。さりげなく決定するな。俺は悪くないって言っただけで、マーガレットの線も……」

「でももうしっくりきたし、いいだろ。なぁ？　リリィ」

　ガイルに満面の笑みで言われ、「うん」と頷く。

　私が笑顔で頷いたからか、シド王子はふてくされたように髪をガシガシとかき……そして「わかった」と諦めたように言った。




　ガイルが御者を務める馬車の中、シド王子と並んで揺られていた。

　まだ名前に納得がいかないのか珍しく無口で……そんな横顔を見上げながら話しかける。

「名前、マーガレットにした方がいいですか？」

　じっと見上げると、シド王子はハッとしたような表情をしてから微笑み、首を振る。

「いや。気を使わせてごめん。リリィって名前は響きも可愛いし、母君の描いた絵からとったという由来もいい。ただ……どうして俺が思いつけなかったんだろうって悔しいだけで」

　情けないような笑みを浮かべたシド王子を見つめてから、ふっと笑う。

「私、あの本が好きだったのは母が描いてくれたからという理由だけではないんです」

「え？」

「たぶん、あのうさぎに自分を重ねていたんです。いつか素敵な王子様と……って」

　そこまで言ってから、笑顔でシド王子を見上げる。

「夢が叶いました」

　柔らかい微笑みを浮かべたシド王子の向こう。

　馬車の窓から見える青空が、キラキラと光って見えた。
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幸せの誓い




「うん。可愛い。これにしようか」

　オレンジとピンクが混ざったような色のドレスに身を包んだ私を見て、シド王子が瞳を細める。

　スカーレットという色のこのドレスは華やかで、袖口の形も綺麗だった。気持ちが明るくなるような、そんな色は女の子なら誰しもが憧れるものかもしれない。

　……ただ。

「でも、国王様の前に出るのには少し派手じゃないでしょうか」

　今選んでいるのは、国王様……つまりはシド王子のお父様にお会いするためのドレス。そこに居合わせるのは私たちだけではない。グランツ王国の王妃や王子、姫君たちも一緒に、国王様のご帰還をお祝いする席で着るのだ。あまり目立つ色は避けた方がいい気がする。

「気にする必要はないよ。父上とはもう何度も顔を合わせているんだし」

　昼下がりの部屋にはふたりきりだった。シド王子が人払いをしたから、普段は私についていてくれるジュリアさんの姿もない。

　私の後ろに立ったシド王子が、「これがいいかな」と楽しそうに私の首にネックレスをあてる。細いシルバーチェーンの先には、シド王子の瞳の色みたいな綺麗な青い宝石が光っていた。

「綺麗なネックレスですけど、このドレスには……」

「んー……たしかに。やっぱり赤に青は合わないか……これをつけてほしかったんだけどなぁ」

　国王様と初めてお目にかかった時は、自分の身分や生い立ちが気になり、緊張していたけれど、そんな私を見て、国王様はニカッと豪快な笑みを浮かべた。

『シドから聞いてるぞ。こいつは女に対して冷めた感情しか持たなかったから、ずっと私の悩みの種だったんだ。それが、急に手紙など出してきて……どんな娘かと楽しみにしていた。クレア……いや、リリィといったか。会えて光栄に思う』

　裏表が一切ないような満面の笑みに、言葉を奪われたみたいだった。

　がっしりとした頑丈そうな身体つきに、よく通る大きな声、豪快な仕草。そのどれもがシド王子とは違ったけれど……青い瞳の色と形が同じだった。

『シドが、どうしても欲しいと望んだと聞いている。居心地は悪いかもしれないが、この国で新たに生まれ変わり、シドのわがままに付き合ってくれると嬉しい』

　国王様は、私が抱えている不安を知っていたのだろう。

　きっと、シド王子が先回りして知らせてくれていたのだとわかり……ふたりの優しさに、ふっと緊張は解け、笑みが漏れていた。

　シド王子も、そして国王様も、私から負い目をなくそうとしてくれている。

『身に余るお言葉をありがとうございます』

　しっかりと下げた頭を上げると、国王様が満足そうな笑顔を向けていた。

　それから、外出や遠征好きの国王様が帰還なさるたびに顔を合わせているから、次で六回目となる。これまでは、他の王族の人たちを避けるように、シド王子とふたりで国王様の部屋に伺っていたのだけど、前回お会いした時に国王様に言われた。

『帰還の迎えの場に出ればいいだろう。私としてはあの場にシドとリリィがいない方が不自然に思える。次回からはそうしろ。国王命令として皆にも周知させておく』

　つまりは、ラモーネ王妃や王子、姫君たちが集まり、国王様の無事の帰還を祝う席に、私にも出るようにということだった。

　私の存在は、前のように執拗に隠したりはしていない。〝シド王子の婚約者のリリィ〟という認識なら、王城内にはそれなりに広まっているとは思う。

　それでも、急にそんな場に出るのは……恐縮してしまう。まして目立つ色のドレスなんて着たら、ラモーネ王妃に睨まれそうだ。

「やっぱりあまり目立つのは気が進みませんし」

「んー……じゃあ、さっきのベビーブルーのは？　それなら、このネックレスも合う」

　眉を寄せ、真剣に考えてくれているシド王子に、「そうですね……」と頷く。

　壁にかけてあるベビーブルーのドレスは、ひとつ前に試着したものだった。水色にほんの少しグレーを混ぜたような色は、落ち着いていて悪目立ちはしなそうだ。

　ウエストから上とスカートの裾に白い刺繍がほどこされていて上品さもある。淡い水色に白とゴールドの糸で描かれた花はとても繊細で、素敵だなぁ……と思わずため息が漏れそうになる。

「これにします。……けど、こんなドレス、いつの間に買ってきたんですか？」

　今、試着しているスカーレットのドレスも、このベビーブルーのドレスも見るのは初めてだ。私の知らないうちに仕立ててきたのは間違いない。

　じろっとした目で見ると、シド王子は苦笑いを浮かべ、言い訳でもするような口ぶりで言う。

「だってリリィ、仕立て屋に一緒に出掛けてもいつもなにも欲しがらないから」

「今持っているものだけで十分ですから。そもそもなんでそんなに贈りたがるんですか……」

　少しげんなりとしながら口を尖らせる。

　塔の上で暮らしていた私をかわいそうだと思っているのか、シド王子は私になんでも贈りたがる。ドレスやアクセサリーはもちろん、靴や食器まで、目につくものはなんでも次から次へと。

　私を想ってのことだし、ありがたいとは思うのだけど……物に溢れた生活はしたことがないから戸惑うばかりで困ってしまう。

『必要なものができたら言うので、それまではなにもいりません』と言ったら、とてもガッカリした顔をされてしまったのは、数カ月ほど前のことだ。

　せっかく楽しく読み進めていた本を突然取り上げられた子どもみたいに気を落とすシド王子に、母性本能をくすぐられて心苦しくなったけれど、ぐっと我慢した。

　だって、シド王子が私のためにと使ってくれているお金は、本来、シド王子が自身の剣で稼いだ大事なお金だ。騎士団長としてしっかり務めたからこそのお金。

　だから断ったというのに。

　それ以降も、ドレスだったり靴だったり、私が見たこともないものがちょくちょく姿を現すから、シド王子がこっそり買っているのだろう。

　じとっと睨む先で、シド王子は困り顔で笑った。

「……ごめん。でも、好きな子にプレゼントを贈りたいと思うのは男の本能なんだ。見逃してくれると嬉しい」

　目の前に立ち、鎖骨の長さで揺れる私の髪に唇をつけながら言われ、はぁ……と諦めのため息と落とす。

　こんな風に、微笑みを浮かべた瞳でお願いされてしまうと、つい許したくなってしまうのは女性の本能なのだろうか。

　もっと言えば、シド王子に恋心を抱いている私の本能なのだろうか。

　好きな相手には強く出られないものだと、いつだったか本で読んだ気がするけれど、その通りかもしれない。

「シド王子は女に現を抜かしている、なんて国民に呆れられても知りませんからね」

「しっかり剣で証明するからその心配はいらないよ。それに、そんな噂が立ったらリリィまで嫌な思いをする。だから、どんなに一緒にいたくても騎士団長としての務めは完璧にこなしてる」

　細めた瞳に言われて驚く。

　シド王子はいつも『まだ一緒にいたいんだけど』と、とてもとても残念そうに私の部屋から出ていく。まさに〝断腸の思い〟という言葉そのままの感じで。

　それはほとんど毎日のことで、他の騎士や国民たちよりも休みの日は少ないように感じていた。たまには休んでもいいんじゃないのかな……なんて心配さえしていたけれど、自分の時間を割いてまで騎士団長の務めを全うするのには、そんな理由もあったのか……。

　まさか、そこまで考えてくれていたなんて思いもしなかったから、すぐに言葉を返せなかった。でも、時間をかけたところで、結局今の気持ちを全部表す言葉は見つからないだろうから、シド王子に一歩近づき、その胸におでこをこつんとくっつける。

「ありがとうございます」

　すぐに背中に回った腕に、きゅっと優しく抱きしめられる。

「お礼を言われることじゃないよ。俺が勝手にしてることだし、苦には思っていない。でも……もしも、リリィがなにかお礼をしてくれるなら。望みがひとつだけある」

「望みですか？」

　すべてを手に入れているように見えるシド王子が望むものなんてあるのだろうか。

　そんな思いで聞き返すと、私を少し離したシド王子が目を合わせて微笑む。

「国王とももう何度も顔を合わせたし、婚約の許しをもらってから随分経つ。リリィもこの国での暮らしに慣れてきただろうし……そろそろ次の段階に進みたいと思ってるんだ」

『次の段階』という言葉がなにを指すのかがわかり、バッとうつむき目を逸らす。

　私だって、意識していなかったわけではない。国王様からは直々にシド王子のことを頼まれたし、覚悟だって持っていたつもりだけれど……。いざそういう話になると怖気づいてしまうのは、まだまだ心の準備が足りていなかったということだろうか。

　ドキドキというよりも、ギクリと鳴ってしまった胸の前で両手を握りしめていると、シド王子が髪にキスをする。

「今すぐに返事をする必要はない。ただ、近いうちにプロポーズしたいから、そのつもりでいてほしい」

　優しい声に言われ、「……はい」と頷くと、髪に鼻を埋めたシド王子が「それより、リリィ」と話題を変える。

「プレゼントを贈るのは男の本能だけど。その中でも、ドレスを贈る理由はなんだと思う？」

「……え？」

　顎をくいっと持ち上げられ、目が合う。シド王子の目元に、毒かと思うほどの色気が漂っていることに気付いたのと同時に、唇が塞がれる。

　男の人が女の人にドレスを贈る意味。

　私がそれを知るのは、まだ昼間だというのに、ベッドに押し倒されたあとだった。




　国王様との初めての顔合わせが無事済んで以来、シド王子は王城内であれば好きに動いていいと言ってくれた。日が落ちてからは誰かしらを連れていくように指示されたけれど、明るいうちならひとりでもいいと許可が下りた。それは、私にとっては初めての自由で……最初はもらった時間をどう過ごすか迷うほどだった。

　閉じ込められた空間の中で過ごすのとは違う、自由な時間。

　考え抜いて足を向ける先が、結局、資料室や中庭になることには、シド王子やガイルに笑われてしまったけれど……本を読んだり花を見て過ごすのがとても好きで落ち着くのだから仕方ない。

　ガイルとお昼を済ませたあと、ひとりで向かった先は温室だった。シド王子からあらかじめ預かっていた鍵で中に入ると、外よりも少し暖かい空気に変わる。

　四方、そして天井までガラスでできている温室には、たくさんの太陽の光が差し込んでいた。広がるのは甘い花の香り。ずっと嗅いでいたいような、爽やかで優しい香りをひとつ吸い込んでから、両手を上げて背伸びをする。外よりも、少し水分を含んだような空気を肌で感じる。

　ガラス越しに感じる柔らかい太陽の光を身体中で受け止め、この場所を満喫していた時。

「――なにしてんの？」

　誰もいないはずの温室に、男の人の声が聞こえ、ビクッと肩が跳ねた。

　声のした方を見れば、私と同い年くらいの男の人が立ち、こちらを見ている。

　身長は私よりも少し高いくらいで、ひょろっとした細い身体つきをしていた。耳を隠すほどのコルク色の髪は、くせ毛なのか、ところどころピンと跳ねている。緑色の瞳は眠そうで、半分瞼まぶたが閉じているようだった。目だけじゃなく、立ち方も雰囲気も、全部が気だるそうだ。

「あ……すみません。てっきり誰もいないかと思って……。あの、どうやって入ったんですか？」

　私が来た時、たしかに鍵はかかっていた。もちろん、温室の内側からなら鍵がかけられるけれど、問題はどうやって外から開けたかだ。だって、ひとつしかない鍵は私の手の中なのに……と思い見つめる先で、男の人はニヤッと口の端を上げた。

「そんなの簡単だよ。ここの鍵は簡易式だから、針金でちょっと細工すればすぐに開く。……ほら、アンタも知ってるでしょ？」

　チラッと向けられた視線で「鍵の開け方」と意味ありげに付け足され……緊張が走る。まるで、以前私がそうやって鍵を開けたことを知っているみたいな言い方だった。あの時のことは、関係者全員に口止めをしたとシド王子が言っていたのに……。

　口元に笑みを浮かべたまま見てくる男の人に「さぁ。どうでしょう」と返してから、すっと息を吸い込んだ。

　知られていると決まったわけではない。怯んではダメだ。

「申し遅れました。私、リリィといいま――」

「知ってるよー。純粋なふりしてシドに近づいたっていう話なら聞いてるし」

　自己紹介を遮られたことよりも、シド王子を呼び捨てにしたことに驚く。

　それが許される立場の人は、この国にそう多くはない。シド王子は友好的だから、もしかしたら親しくなったら呼び捨てを許すのかもしれないけれど……。

　あまりに自然にシド王子の名前を口にされて言葉をなくしていると、男の人が近づき、私の顔を覗き込んでくる。ジロジロと見定めるような眼差しが不快で一歩後ずさると、男の人が笑みを浮かべた。

　なんだか、胡散くさくて……上辺だけの笑みのように感じた。

「へぇ……噂に聞いた通り、綺麗な顔してんね。この顔で、シドを惑わせたのか」

　ムッとしながらも、言い返そうとは思わなかった。

　この人は、なんとなく得体が知れなくて不気味だ。下手に刺激したり、なにかを口走って情報を与えたくない。

　だから黙っていると、男の人は挑発するように瞳を細める。蛇に睨まれているような、ゾクリとした恐怖を感じ、わずかに呼吸が震えていた。

「なーに？　言いたいことがあるなら言ってくれて構わないけど。顔と身体使ってシドをタラしこんだって思われてるのが気に入らないんでしょ？　反論があるならしていいよ」

　怒らせたいのか、それともこういう嫌味っぽい性格なのか。

　高圧的な笑みを見ながら、ひとつため息を落とす。

「……いえ。どう思われても仕方ないですから。ただ、シド王子はこの程度の見かけに騙されてタラしこまれるようなボンクラではありませんから、そこだけ訂正させていただきます」

　私のことはいい。なにを言われてももう今さらだ。でも、そんな私をまっすぐに想い、温かい優しさをくれるシド王子のことを侮辱するのは許せなかった。

「シド王子を悪く言うのはやめてください。この国のために人事を尽くしている方です」

　目を見てはっきりと言った私に、男の人は驚きを瞳中に広げた。

　会ってから、ずっと眠そうな半目状態だったから、目をしっかりと開けたところを見るのは初めてだった。私がじっと眺めていると、男の人はひとしきり驚いた顔をしたあと、「へぇ」と楽しそうに笑った。

「案外、気が強いんだねー。そうは見えないのに」

　場の緊張が緩んだことに気付き、こっそり胸を撫で下ろす。

「よく言われます。シド王子からもたまに注意を受けますし、呆れられます」

「ふーん。あのシドがねー」

　愉快そうに声を弾ませた男の人が、頭の後ろで腕を組み、歩き出す。

　色とりどりの花が咲き誇る温室。水やりが済んだあとなのか、葉っぱや花びらに残る水滴を眺めていると、男の人が振り向く。

「ところで、ここになにしに来たの？　花見るのが趣味とか？」

「はい。ここにはたくさん珍しいお花があるから、お気に入りの場所なんです。でも、今日はただ見に来たわけじゃなくて、少し参考にしようと思って観察に」

「観察？　参考って、なんの？」

　興味の色が浮かぶ瞳を見て、意外に思う。雰囲気や表情には覇気がないように感じられるけれど、なんに対しても無関心というわけではないらしい。

「刺繍です。先日、シド王子が裁縫道具を用意してくれたので、最初に刺繍するのは、ここにある花がいいなと思ったんです。白いハンカチに描いたらきっと綺麗だから」

　シド王子が買ってきてくれたベビーブルーのドレスには、とても綺麗な刺繍がほどこされていた。それを見て、刺繍が恋しくなってしまったのを見透かされたらしい。その翌日には裁縫道具一式をプレゼントされてしまった。

　嬉しくて素直に微笑んでいると、『リリィは、ドレスよりも本だとか裁縫道具を贈った時の方が嬉しそうだね』と複雑そうな微笑みを浮かべられたけれど。

　グランツ王国に来て初めての刺繍は、なんの花がいいだろう。

　膝を折り、近くに咲いている花を眺めていると、男の人がすぐ隣にしゃがみ込む。

　肩が触れるほどの至近距離に一瞬驚いたけれど、「刺繍とか、おばあちゃんみたい」と明るい笑顔を向けられ……あれっと思う。

　なんだか、誰かに似ているような……。

「俺、手先は器用なんだよねー。時間もあることだし、教えてくれない？　刺繍」

「え……」

「お礼として、ハーブティー淹れてあげるからさ。……ああ、俺の名前はルイスね」

　目をパチパチとしばたいている私に、ルイスさんがにっと笑った。




「……結構、苦いんですね。ハーブティーって」

　約束通り、ルイスさんが淹れてくれたハーブティーは、薄く黄色に色づいていた。べっこうのような、淡い色。鼻にスッとミントみたいな香りが抜けていくのを感じながら正直に感想を言うと、隣に座っていたルイスさんが笑う。

　三人掛けのソファに並んで座る私とルイスさんの膝の上には、刺繍途中のハンカチがそれぞれ置いてあった。

　温室から戻ると、ジュリアさんは部屋にいなかった。最近はこうして席を外すことも多く、それは暗に信用してくれているということで、私にとっては嬉しいことだった。

　ガイルとも自由に会うことができるようになった。ガイルは少し前に騎士団に入り腕を磨いていて、毎日が充実していて楽しそうだ。

　そのどれも、シド王子がいろいろ気を使ってくれたのだろう。

「少し苦いかもね。ハーブってさ、普通の紅茶と違っていろんな効果があるから、いろいろ試してるんだよね。薬局長に頼んで調合したり研究したりさせてもらってるんだ」

「へぇ……そうなんですか。効果って、どんな？」

　温室内でハーブを摘んで、お茶にしてくれたのはルイスさんだ。手際もよかったし、随分慣れていそうだなぁと思ったけれど、研究までしているのかと驚く。

「リラックス効果だったり、頭痛に効いたり……あと、消化促進とかね。血圧下げたりとかもあるよ。俺、小さい頃から薬飲む機会が多くてさ。薬が苦くて嫌いだったから、ハーブで代えられたらいいのになーって」

「そうなんですね……」

　感心して思わずそう漏らすと、ルイスさんは「あ、口に合わなかったら残していいよー」と軽く笑った。

　ルイスさんの言うようにハーブが薬の代わりになるならとてもいいと思う。子どもにとって薬はただ苦いものだし、小さい頃、私があまりに嫌がるから飲ませるのが毎回大変だったって、いつだったか母に言われたことを思い出す。

「ねぇ。ここはどうすんの？」

　刺繍途中のハンカチを持ちながら、ルイスさんが肩を寄せてくるから、手元を覗き込む。そこには、淡いピンク色をした百合の花が途中まで描かれている。

「あ、そこは、針を半分くらい覗かせて、刺繍糸をぐるぐる巻きつけるんです。それから布に潜らせてゆっくり引いて……そう。ほら、そうすると少し立体的にできるんです」

　説明すると、すぐにその通りにできてしまう指先を眺める。男の人にしては、細くて綺麗な指先だった。

「本当に器用ですね。男性はこういう作業は苦手だと思っていたので、びっくりしました」

　ガイルなんて、『よくそんな細かいもん、ちまちまやってんな』と見ているのも耐えられないという顔をしてくるのに。

　止めた糸を口に挟み、歯でプツリと切ったルイスさんは「まぁねー」と表情を緩める。

「俺、病弱だったから小さい頃から手先の遊びばかりしてたんだよ。だからかも」

　そういえば、さっきもそんな話をしていたっけ。だから、薬をハーブで代用できないかと考えているって……。その話を聞いた時にはそこまで気に留めなかったけれど、結構、症状が重かったのだろうか。

「今は、身体の具合は……」

　失礼かな、と思いながらも聞くと、ルイスさんがそれを遮って答える。

「今はもう、大丈夫。若干疲れやすいとか、風邪ひきやすいとかはあるけど、昔に比べたら全然。元気だよ」

　それならよかったと息をついていると、ルイスさんがふっと笑みを浮かべる。

「まぁ、母上はいつまでも俺のことを〝かわいそうに〟って目で見るけどね」

　少し、嫌悪感が滲んでいるような、そんな笑みだった。

「母上は、自分のせいだと思ってるみたいなんだよね」

　針を針山に戻したルイスさんが、ソファの背もたれにドカッと寄りかかる。それから刺繍をしたハンカチを片膝の上にのせ、両手を頭の後ろで組んで天井を眺める。

「俺が病弱な身体に生まれたこととか……全部、自分のせいだって繋げてるっていうかさ。別にそんなんじゃないのに、そういう責任を勝手に背負ってるから、俺のためならなんでもする、みたいになっちゃってて、暴走気味なんだよね」

　声に、悲しみや苛立ち、いろんな負の感情が混ざっているようだった。溢れそうな感情をわざとグッと抑え込んだような声は、静かなのにまるで叫んでいるようにも思えて、どうにかしてあげたくなってしまう。

　暗く陰が落ちてしまったような横顔に、かける言葉を探していると、ルイスさんがふっと表情を和らげた。

「まぁ、母上の立場上、いろいろ難しいっていうのもあるんだろうけどねー」

「立場？」

　王城内で立場がある方……だとしたら、知っている人かもしれない。

　ルイスさんは「ああ、アンタも知ってるよ、きっと」とこちらに顔を向け、意味深に笑う。

「結構、意地悪されたみたいだしね」

「……意地悪？」

「ああ、そういえばきちんとした自己紹介がまだだったっけ」

　そう言ったあと、ルイスさんは立ち上がり……向かい合うように床に膝をつくと、私の手をとり甲に唇で触れた。

「俺はルイス。グランツ王国第二王妃、ラモーネ王妃のひとり息子だよ」

「え……」

　突然、ガチャリとドアが開き、「リリィー、なんかジュリアがこれ、焼き菓子だって……」と言いながら入ってきたのはガイルだった。

　ガイルは、ルイスさんに気付くなり、軽く身構え、真剣さを浮かべた瞳で「……おまえ、誰だ？」と聞く。

　ルイスさんはゆっくり立ち上がると、わざとらしく両肩を上げ、おどけてみせた。

「怖いねー。すげー睨んでくるけど、アンタ専属の騎士？」

「誰だって聞いてる。答えろ」

　ルイスさんから視線を外さずにこちらに近づいてくるガイルに、ルイスさんのことを説明しようと立ち上がった時。

「リリィ。これ、また今度教えて」

　ルイスさんがにこりと笑い、さっと背中を向ける。そして、窓を開けるとそのまま飛び降りてしまうから、慌てて窓際に走り寄った。

　ここは三階だ。軽々と地面に着地できる高さじゃない。小さい頃は病弱だったって話なのに、怪我でもしたら……っ。

　慌てて窓から顔を出し、下を覗いたけれど、ルイスさんの姿はなかった。見れば、すぐ近くの木の枝に掴まっているルイスさんが、私を見上げて軽く手を振っていた。

「随分、身のこなしの軽いヤツだな」

　隣に並んだガイルが観察するように見る先で、ルイスさんは地面に着地し、温室の方に歩いていく。

　その後ろ姿に、とりあえず怪我をしなくてよかった……と胸を撫で下ろしていると、隣から向けられる怖い視線に気付いた。ガイルだ。

「で、あいつは誰だ？　おまえ、ひとりになれる自由な時間が増えたからって知らない男を部屋に入れるとか、シド王子が知ったらどうなると思ってんだよ」

「ごめん……。刺繍を教えてほしいって言われて、流れで……」

　だとしても、たしかに軽率だったかもしれない。シド王子が他の女性と部屋でふたりきりの時間を過ごしたって聞いたら、私もいい気持ちはしない。

　考えが足りなかったことを反省しながら、「で、あいつ、誰？」と聞いてくるガイルを見上げた。

「ルイスさん。……ラモーネ王妃のひとり息子だって」

　私の答えに、ガイルが「ラ……っ、おまえ……ラモーネ王妃って……っ」と、まともに話せなくなったことは言うまでもない。




「すみません。知らなかったとはいえ……迂う闊かつでした」

　夕食と湯浴みが済んだ頃、シド王子が部屋を訪れた。

　シド王子もあとは寝るだけのようで、とても身軽な格好をしていた。襟首が広く開いた黒いシャツに、カーキ色のズボン。一方の私は、身体をどこも締めつけないゆったりとした形のワンピースにストールを羽織っている。

　シド王子と入れ違いにジュリアさんが出ていったから、部屋にはふたりきりだった。オレンジ色の照明が落ち着いた明るさで部屋を包んでいた。

　ベッドの端に座り謝ると、隣に座ったシド王子が微笑みかける。吸い込まれそうなほど綺麗な青い瞳が私を映していた。

「気にする必要はないよ。王城内の人間相手に警戒しているのは疲れるしね。……まぁ、正直、ラモーネ王妃には気を付けてほしいけど、ルイスに関しては俺はそこまで注視していないし」

「そうなんですか？」

　ラモーネ王妃の息子なのに？というニュアンスで聞くと、シド王子は座ったまま両手を後ろにつき、天井を眺めながら答える。

　綺麗な黒髪がサラサラと流れ、端正な顔立ちが惜しげもなく現れる。

「俺もよく話すけど、ルイスは悪いヤツじゃない」

「……そうなんですか」

「いまいち、本心が読めないヤツではあるけど。……リリィはどう感じた？」

　横目で見られ、ドキッと胸が跳ねる。

　ここに来て随分経つのに、いまだに見つめられただけでドキドキしてしまうのは正常なのだろうか……と心配になりながらも、冷静さを意識して答える。

「私も、悪い人には思いませんでした。ただ……ルイスさんはラモーネ王妃に少し思うところがあるみたいで、気にはなりましたけど」

　じっと観察するみたいに見ている瞳に「本当にそれだけ？」と問われ、きょとんとしてしまう。

「それだけですけど……」

　話していた時間だってそこまで長くはないし……と考えていると、シド王子がふっと表情を緩めた。

「惹かれたりしてない？」

　なんだ、そういうことか……と呆れて笑みをこぼしながら、「してません」と返す。

「それならいいけど」

　ルイスさんとふたりきりになったことに、少し気を悪くさせてしまうかもしれないとは考えたけれど、まさかそんな心配をされるとは思わなかった。

　シド王子は、ガイル相手にもいまだ嫉妬する素振りを見せることもあるし、そんなに信用されていないのだろうか。そんなに不安にさせているのだろうか……。

　心配になりながら、シド王子を見つめ、口を開いた。

「私、そんなにフラフラするような女だと思わせてしまっているんでしょうか」

　そういう行動をとってしまっているのなら、申し訳ない。

　グランツ王国に来るまで、母とガイルしか接する人がいなかったから、他人との距離感がいまだにわからないところがあって……もしかしたら、おかしな行動をとってしまっているのかもしれない。

　だから聞くと、シド王子は私に向き直り、両手で私の手を握ってきた。少しだけ慌てているような笑顔がすぐそこにあった。

「ごめん。そうじゃないんだ。ただ俺の独占欲が強いだけで、リリィはなにも悪くない。気を悪くさせたならごめん」

「いえ、気を悪くしたなんてことは全然……ただ、シド王子が私のせいで不安になったりしているなら申し訳ないと思っただけです」

　そう説明すると、シド王子はバツが悪そうな笑みを浮かべ、目を横に逸らす。

「いや、嫉妬は俺が勝手にしていることだし。その度合いがひどすぎるとよくジュリアにも言われるくらいだから、たぶん、全部俺が悪い」

　目を合わせ、「不自由な思いをさせてごめん」と謝ってくれるシド王子に、ふるふると首を振った。

　謝ってほしいわけじゃない。たしかに、些細なことで嫉妬をするシド王子に、〝え、こんなことで？〟と思うこともあるけれど。そんなのは、なんでもない。

　シド王子がふてくされるのなら〝そんな必要ないんですよ〟と呆れて笑うまでだ。何回でも、何百回でも。

　そういう覚悟で、過去も名前も捨ててここにいることを伝えたくて、膝の上で、シド王子の手を握り返しながら微笑みかけた。

「正直に白状すると、私はいまだにシド王子にこうして見つめられたり、触れられたりするだけでいっぱいいっぱいなんです。他の人に惹かれる余裕なんてありません」

　瞳に驚きを浮かべたシド王子をじっと見つめていると、次第にそこに柔らかい笑みが広がっていく。

　私の大好きな青い瞳から、穏やかで優しい感情が見て取れて嬉しくなる。

「リリィは俺をなだめるのが上手だな」

　大きな手が頬を撫でる。

　国民を守っている大事な手。こうして触れられることを嬉しく感じながら、その手に頬を寄せた。

「ラモーネ王妃がシド王子にしてきたことは、すべてルイスさんのためだったんですね。でも……それをルイスさんは迷惑にすら思っているような印象を受けました」

　ラモーネ王妃のことを話すルイスさんの横顔には、どうしようもないような苛立ちが浮かんでいた。あの時のルイスさんの様子を思い出すと、胸の奥が痛みで疼く。すれ違っている思いが悲しくて。

「私が読んだ本の中では、いつも強い想いは相手にきちんと届いていたんです。だから……親子なのにすれ違ってしまうのは悲しく思いました」

　私は、とても狭い世界で過ごしてきたから、知っている感情も少なくて済んでいた。お母様やガイルへの親愛。物語からもらう感動。……テネーブル王国国王への憎しみ。それだけ感じていればよかったから、もどかしかったりややこしかったりする感情は、シド王子があの塔から連れ出してくれて初めて知った。

　恋心もそのうちのひとつだ。

「人の感情って難しいです」

　眉を寄せてポツリと呟くと、シド王子が「ははっ」と楽しそうに笑う。

「リリィは優しいから……もしかしたら、これからいろんなことに傷ついたり悲しんだりするかもしれない。俺の立場が立場だから……傍にいると余計に」

　傷ついたような微笑みを浮かべてしまったシド王子に「そんなことを言いたかったわけじゃありません」と口を尖らせる。それから、まっすぐに見つめた。

「人の感情は難しいですけど。私、学ぶのは嫌いじゃありません。もしも、シド王子の傍でその機会がたくさん訪れるのなら、望むところです」

　私の言葉に驚き、瞬きを二度ほど繰り返したシド王子にそっと顔を寄せ……自ら唇を合わせる。それから「そんなの、苦でもなんでもありません」と告げると、ますます驚いた顔をされてから、ふわっとした微笑みを向けられた。

　一瞬にして色づいたような、しっとりとした甘い水分を含んだような空気に、呼吸が苦しくなるようだった。まるで、温室みたいだ。

　ハッと驚くより先に、押し倒され唇が塞がれる。さっき私がしたような触れるだけのキスじゃなかった。何度か唇の表面をついばまれたあと、柔らかく唇をこじあけられ、そこから舌が入り込む。

　もっと大きく口を開くよう催促するように歯を舌先でつつかれ、ぞくりとした感覚が背中を走った。舌が触れ合う瞬間の緊張には、まだ慣れなくて逃げ出したくなる。

「待っ……シ、ド、王子……ん……」

　呼吸が苦しい。甘く色づいた空気のせいで。やや強引に重ねられた舌のせいで……ワンピースの肩口から服の中へと滑り込んできた手のせいで。胸が、苦しい。

「なんにでも勝気に挑んでいくところは正直、心配だけど。クレアのそういうところ、たまらなく好きなんだ」

　服を脱がされ、素肌に唇で触れながら言われ、胸を上下させながら視線を落とす。

「あ、名前……」

　久しぶりの響きに、与えられる快感の中に懐かしさが混じる。

　私の胸にキスを落としていたシド王子が、目が合うのを待っていたようなタイミングで微笑みかけてくる。

「たまに、無性に呼びたくなる時があるんだ。リリィもクレアも、俺にとってはどっちも大事だから。……大丈夫。ふたりきりの時にしか呼ばない」

　じっと見上げてくる青い瞳に、思わず涙が浮かんでくる。「はい」となんとか答えた声が、震えていた。

　名前を変え、この国で新たに生まれ変わったことを後悔はしていない。幸せだとさえ思っている。

　それでも……〝クレア・ソワール〟という、決して忘れられない大事なものがあるのも本当で。

〝リリィ〟として、この国の生活に馴染んできたことがとても嬉しいのに、心の片隅のどこかで寂しさを感じていた。それがいけないことなのだと自覚するたびに、罪悪感に襲われていた。

　シド王子は、そんな私の気持ちに気付き、共感し、一緒に思い出してくれる。

　それが嬉しくて……涙が溢れた。

「泣かないで。クレア」

　流れ落ちる涙に唇で触れながら、シド王子が囁く。

　優しい声色に誘われるように目を開けると、柔らかく微笑まれる。

「どちらの名前も、もちろん好きだけど。俺は、今、この瞳に映している子が愛しくて仕方ないんだ。歩んできた過去ごと全部愛しい」

〝クレア・ソワール〟として過ごしてきた時間を、〝リリィ〟になったからといって切り捨てるわけじゃなくて、全部含めて愛しいと告げてくれるシド王子に、私も笑顔を返す。

　シド王子は、その青い瞳にいつだって私そのものを映して見てくれていたのだと思うと、心の片隅で満たされずにいた部分が、温かさで溢れた気がした。

　シド王子の瞳に映る私が、まるで〝愛しい〟とでも伝えているような顔をしていることに気付いて……恥ずかしくなって、逞しい身体を抱き寄せる。

「ん？　……続き、する？」

　色気を含んだ声でそんなことを聞くシド王子に、戸惑ったあとコクンと頷いた。

　熱のこもった手が胸を覆い、その先を指先で弄ぶ。最初は指がそこに触れるたびに走る感覚に身体を震わせていたのに、そのうちにそれだけでは物足りなくなってしまい……そんな身体が恥ずかしくなる。

　シド王子に触れられるまでこんなこと知らなかったのに……今ではその先を求めてしまうようになってしまったなんて。

「シド、王子……っ」

　執拗に胸にほどこされる愛撫に弱々しく声をあげると、それを待っていたみたいにシド王子が目を細める。私の気持ちをわかっているくせに、私がなにか言うのを待っているみたいに黙っているから、じわりと目に涙が浮かぶ。

　意地悪なシド王子に、もどかしさが募る身体に、どうしていいのかわからなくなってしまって。

「も、嫌です……っ。意地悪、しないでください……」

　口元を手の甲で隠しながら伝えると、シド王子は表情を緩め、「ここ？」と色気をたっぷりと含んだ低い声で問う。

　形のいい指に撫でられた部分が熱い。

「あ……っ」

「ごめん。やっぱりルイスとのことに少し嫉妬してるから……今日はちょっとしつこいかも」

　静かな部屋に響く水音が恥ずかしいのに、シド王子の指先から、舌から作り出される快感に逆らえず身体が揺れる。

「ゆっくり時間をかけて、俺のものだって自惚れさせて」

「ん……っ、あ――」

　強い快楽の波にのまれて、その返事はできなかったけれど……私の返事なんて最初から関係なかったのだろう。

　私がこの夜、シド王子にねだられた〝好き〟の言葉の数は、空に浮かぶ星とさえ張り合える気がした。




「昨日はごめんねー。なんか、アンタの騎士が今にも咬かみついてきそうだったから」

　へらっとした笑顔で窓から入ってきたのは、ルイスさんだった。

　お昼を回ったばかりの時間。太陽は空のてっぺんで輝いていて、たくさんの日差しを地上に届けていた。

　それは私の部屋も例外ではなく、白いような黄色いような明るさで溢れていたのだけれど……。太陽の日差しと一緒に、窓から入ってきたルイスさんに思わず息をのんでしまった。

「ルイス王子。リリィ様に御用でしたらきちんとドアからお入りください」

　部屋にいたジュリアさんが、ツカツカと窓に歩み寄りながら言うと、ルイスさんは苦笑いを浮かべる。

「ジュリア……いたんだ」

「シド王子は、ルイス王子のこの部屋への出入りを禁止してはいません。窓からこそこそ入るのはおやめください」

　ジュリアさんはルイスさんを知っているのか……と驚いたけれど、考えてみれば当たり前だ。ルイスさんは王子なのだから。

　この王城内でルイスさんを知らなかったのは、きっと私とガイルくらいだろう。ジュリアさんはシド王子と小さい頃からの仲だし、ルイスさんともそうなのかなぁと思いながら眺めていると、ルイスさんがため息を落とし、眉を寄せる。

「まぁ、シドは許可するだろうけどさー。正式にドアから入って、万が一、噂にでもなったらヒステリックに怒る人がいるでしょ。だから」

　……それは、ラモーネ王妃のことだろうか。たしかに、ルイスさんが私の部屋を訪れたなんて耳にしたら、激げっ昂こうしそうだけど……。

「だからってなんで窓なんですか。まったく……落ちて怪我でもしたら、それこそ怒られますよ」

　やれやれといった具合に言うジュリアさんに、ルイスさんは「ああ、俺、身軽だから大丈夫」とへらへらっと笑う。

　その横顔を見て思う。ラモーネ王妃のことを話して苛立ちを浮かべていた時は、本音の感情が浮かんでいたように思えたのに、笑顔となると急に薄っぺらくなる。

　まるで感情を伴わない、外側だけの笑みに、昨日初めて会った時のことを思い出す。胡散くさくて、掴みどころがないと感じたことを。

　……でも、シド王子も割と外側だけの笑顔を使う人だし。王族ともなれば、それも必要なのかもしれない。

　ルイスさんの本当の笑顔を見たことがないだけに気になってしまうけれど。

「私は、立ち合わせていただきますが、会話の邪魔はしませんから、どうぞご自由にお過ごしください。雑用だけさせていただきますので」

　ルイスさんが入ってきた窓を閉めながら、ジュリアさんが言うと。

「んー……じゃあ。お言葉に甘えて。ああ、でも、ハーブティーだけは俺に淹れさせて。今、摘んできたから」

　ルイスさんが、片手に持っていたハーブらしき葉を持ち上げ、にっと笑った。




　ルイスさんが淹れてくれたハーブティーは、今日もなかなかの味だった。色はとても薄いのに、風味が強いというか……舌先がピリッとするけれど、これもなにかの効能があるのだろうか、と考えながら、隣に座るルイスさんに視線を移す。

　ルイスさんの手元には白いハンカチがあり、そこにはすでに黄緑色のクローバーが刺繍されていた。

「私、教えることない気がするんですが……」

　言った傍から完璧にこなす指先を見ながら言うと、ルイスさんは「そんなわけないじゃん」と、ははっと笑みをこぼす。

　ジュリアさんは最初に言っていた通り、壁際に立ち、黙ったままだった。

　ふたりで刺繍していると、カチカチと時計の秒針が動く音だけが部屋に響く。レースのカーテン越しの柔らかい日差しを浴びながら、穏やかな顔で刺繍するルイスさんの横顔を注意深く観察し……私はゆっくりと口を開く。

「以前、ラモーネ王妃に聞きました。ルイスさんは、とても大人しくて暴動なんて起きたら怯えてしまうような子だって」

　ルイスさんは、まるでなにも聞こえなかったみたいに黙ったまま刺繍を続け、それからわずかに困ったような笑みを浮かべた。

「子どもの頃は、たしかにそうだったかもしれないけどねー……。ほら、人間って成長するでしょ。なのに、それをあの人はわかってないの」

　ルイスさんが、はぁ、とひとつため息をつく。げんなりしたような横顔を見つめた。

　やっぱり、笑顔よりもずっと感情がこもって見えるのは、それだけ言葉にこめられた思いが大きいからなんだろう。なんでも上辺だけでかわして見えるルイスさんにとって、この話題だけがそうできない。

「母上は俺をいつまでもそういう目でしか見ないんだよ。俺のこと、まだひとりじゃなにもできない子どもだと思ってるんだよね」

　あの時、ラモーネ王妃の言っていたことを思い出すと、たしかにそうだったかもしれないなぁと思う。まるで、小さな子どもを連想させるような口ぶりだったから。

　ラモーネ王妃の中では、ルイスさんは小さく病弱な子どものままなのかもしれない。

「そう考えると、やっぱりあの人、ちょっとおかしいのかもね」

　不意に明るい声で言われ、「え……」と声が漏れた。見れば、ルイスさんが嘲笑するかのようにこちらを見ていた。

「だってさ、普通、息子のためとはいえ、毒とか盛らなくない？　致死量にはならないように調製したって言ってもさー、あそこまでいくとおかしいでしょ。狂ってる」

　蔑むような声色と表情で口にした言葉が、耳の中で寂しい音として響く。

　目を伏せ、どうしようもなく悲しげな笑みを浮かべるルイスさんをじっと見つめた。

「いくら自分の母親でも、そんな言い方はどうかと思います」

　はっきりと言うと、ルイスさんはゆっくりと私に視線を移す。それから「はっ」と笑みを吐き出した。

　ジュリアさんの視線がこちらに鋭く向いたのが、気配でわかった。

「なんでかばってんの？　追い出されそうになったのだって知ってるよ。どっかの宰相だかに無理やり嫁がされそうになったって。そんなことされて、恨んでるんじゃないの？」

「正直に白状すれば、私は恨んでいます。私のことは置いておいても、ラモーネ王妃がシド王子にしてきたことを思い出すと、今も腸はらわたが煮えくり返っています。人の親のすることじゃない」

「でしょ？　だったら……」と話し始めたルイスさんの言葉を遮って続けた。

「でも。ルイスさんにとってはたったひとりの母親でしょう？　たしかにラモーネ王妃の行いは常識から外れているかもしれない。それでも、ルイスさんのためにしたことじゃないですか。そこにこもっている想いに、気付いていないんですか？」

　言っている途中で、ルイスさんの顔が不愉快そうに歪んだのがわかった。それでも止められずに言い切ると、睨むような眼差しが向けられる。

「さすが。綺麗ごとが好きだね。まぁ、言葉でならなんとでも言えるもんねー」

「言葉だけじゃありません。本当にそう思って……」

「はいはい。どうせ、幸せでぬくぬくした人生送ってきたんだろうねー。後ろ指さされることなんかないようなさ」

　最後に「本当、そういう偽善ってうっとうしいよね」とピシャリと言われ、思わず言葉をのんだ。

　ピリッと空気が張り詰め、肌を刺すようだった。

　鋭い眼差しを向けられて黙ると、ルイスさんは口元だけに笑みを浮かべる。

「俺が母上のせいでどんな目に遭ってるか想像もつかないでしょ。母上がなにかするたびに、俺が言われんの。『ルイス様をどうにか王にしようと必死だけど、上手くいくはずがない』って。そもそも俺、国王とか望んでないのにひどいとばっちり」

　冷え切った笑みから紡がれる声には、嫌悪感が滲んでいた。

「母上が余計なことばかりするせいで俺まで色物扱い。勘弁してほしいよ」

　視界の端で、ジュリアさんが止めに入るべきかどうかを探っているのがわかった。

　ルイスさんもそれに気付いているんだろう。それでも、ラモーネ王妃への不満は止まらなかった。

「あの人は、俺が気が弱いから表舞台に立てないと思ってるみたいだけど、実際は違う。あの人の息子って好奇な視線を向けられるのが嫌だからだ。全部、あの人のせい」

　ラモーネ王妃とルイスさんのことは、わからない。子どもの頃から今まで、どんな関係を築いてきたのかも、それがルイスさんにとってどれだけ息苦しかったのかも、私には正直わからない。だけど――。

「なにもしないで、〝ママ〟の後ろに隠れて過ごしてきた人が、よく言いますね」

　ぽそりと呟くように言うと、ルイスさんはピタリと止まり……それからゆっくりとこちらを向く。思い切り眉をひそめたこんな顔、初めて見たかもしれない。

「は？」

「今まで散々守られてきたのだって本当でしょう？　なのに自分にとってマイナスになったら邪魔者扱いですか？　国王になりたくないなんて言いますけど。それをきちんとラモーネ王妃に伝えたんですか？　自分の意思を伝えることもしないで、文句ばかり言うなんて……それこそ、わがままな子どもみたいです」

　怒ったのだろう。

　ルイスさんが勢いよく立ち上がり、窓に向かうから、私もあとを追う。

「アンタ、シドに気に入られてるからって調子に乗りすぎ」

「ラモーネ王妃は、ルイスさんのことだけを考えて過ごしてるんです。きっと、ご自分に下される処分なんて気にも留めないで、ルイスさんが王になれるようにって、それだけを」

「黙れ。聞きたくない」と吐き捨てるように言うルイスさんの腕を掴んで、睨みつけてくる瞳を見上げた。

「王になれば、ルイスさんが無条件に幸せになれるって信じているからです。ルイスさんだって、ラモーネ王妃を慕っているんでしょう？」

　ルイスさんの眉間に寄った皺がピクッと動いたのがわかった。

「ラモーネ王妃が周りからどう思われていても、ルイスさんにとってはただひとりの母親です。好きだって、大事だって思っていい……それが、当たり前で……」

　続く言葉を口にしようとした時……視界がグラッと揺れ、とっさにルイスさんが支えてくれる。

「あ……ごめん、なさ……」

　グラグラと激しく揺れる視界に気分が悪くなり、そのままズルズルと床にしゃがみ込んでしまった。

　どうしたんだろう……おかしい。身体から力が抜けていく。

「おい、大丈夫か……？」

　私を支えたまま、ルイスさんが心配そうな顔で見つめてくる。

　伝えたいのに。ラモーネ王妃がどんな人でも、大事に思うことは間違いじゃないって。それを隠す必要なんかないって、伝えたいのに……声が出ない。

「リリィ様……！」

　駆け寄ってくるジュリアさんの声が聞こえる。

　グラッと大きく歪む視界に目をつむると、すぐに意識が遠のいていく。

　ルイスさんとジュリアさんが私を呼ぶ声を聞きながら、すっと意識が途切れた。




「どこ行ってたんですか！　リリィ様をこんな目に遭わせた張本人が席を外すなんて無責任すぎます！」

　私はどうやら、血圧を下げる働きのあるハーブを多く摂取してしまったようで、一時的に意識を失っていたらしい。目が覚めるとベッドの上に横になっていて……ジュリアさんが心配そうな眼差しで私を見ていた。

　王城付きのお医者様が診察してくれたけれど、こうして休んでいれば、いずれ体調は戻るという話だった。

　気を失っていたのは一時間ほどで、外はまだ昼間といえるくらいの明るさだった。

　私が倒れてから、姿を消していたルイスさんが再び部屋に戻ってきたのを見て、ジュリアさんの怒りが爆発している。

　横になっているのにいまだにクラクラとする頭に気持ちの悪さを覚えていると、ジュリアさんが声を張りあげた。

「このハーブを持ってきたのは、ルイス王子ですよね。もし、ラモーネ王妃の指示だとしたら……」

「ジュリアさん。違います」

　先ほどから、一方的に言われっぱなしでいるルイスさんが、こちらを向く。

　情けないほどに眉を下げた表情を見て、なんとか微笑んでみせた。

「ハーブは、私が飲んでみたいとお願いしたもので、ルイスさんのせいじゃありません」

　そう告げると、ジュリアさんは眉を寄せる。

「ですが、リリィ様……」

「ごめんなさい。ハーブのことなにも知らないのに、興味本位で……迷惑をかけてしまって申し訳ないです」

　にこりと笑顔を作ると、ジュリアさんは諦めたのか、ため息を落とす。それから私をじろっとした目つきで見た。

「いいですよ。リリィ様がそうおっしゃるなら、私はこれ以上申しません。でも、シド王子には伝えてありますからね。そちらはご自分でなんとかしてくださいね。もうじきいらっしゃるはずですから。……気分が悪いでしょうから冷やしたタオルをお持ちします」

　怒りながらもそう言い、部屋を出たジュリアさんに、ふふっと笑みを浮かべていると、ルイスさんがベッドに近づいてくる。

　相変わらず神妙な面持ちのルイスさんは、私に小さな小瓶を差し出した。緑色の瓶の中で、液体が揺れている。

「悪かった。形がよく似たハーブで、リラックス効果があるものがあるんだけど、それと間違えて摘んだみたいで……ごめん」

「……これは？」

「今、王城付き薬剤師に、事情を説明して調合してもらったんだけど……」

　そこまで言ったルイスさんが、バツが悪そうに笑みを浮かべる。

「まぁ、俺が持ってきたものだし、信じられなくて飲めなくても当然だけど……って、おい……っ」

　言い終わる前に上半身を起こすと、小瓶のコルクを抜き、液体を口に流し込む。わずかな苦みを感じながらも、「ありがとうございます」と笑顔を返すと、わけがわからなそうな顔で驚かれてしまった。

「なんで……だって、それ、俺が持ってきたもんなのに……」

　こうして慌てているところを見ると、随分幼く見える。

　周りの人間が、自分の母親を悪く言っているのを聞くのはどんな気分だろう。ずっと、ひとりで苦しんできたのだろうか。ルイスさんは、ラモーネ王妃がしていることがすべて自分のためだと知っていたのだろう。だから、止められなかったんだ。

　自分に向けられるラモーネ王妃の愛情と、周りがラモーネ王妃に向ける非難の眼差し。その狭間で、苦しんでいたのかもしれない。

「はい。ルイスさんが持ってきてくれた〝薬〟ですよね」

　そう瞳を細めると、ルイスさんが言葉をのむ。

「信じているって、言葉でならいくらでも言えますけど……それだけじゃ伝わらないですよね。全部、信じてほしいんです。それには私自身もリスクを負わなければ……と思ったんです」

　見上げて「さっき、言ってたじゃないですか」と付け足すと、ルイスさんは衝撃でも受けたように動かなくなってしまう。

『さすが。綺麗ごとが好きだね。まぁ、言葉でならなんとでも言えるもんねー』

　ルイスさんが言っていたことだ。

　たしかにその通りだと思ったから言うと、ルイスさんはじわじわと顔中に驚きを広げ……そして、耐え切れなくなったのかしまいには笑い出す。

　その顔を見て、あ……と思った。

　今まで見ていたような、偽りの笑顔じゃない気がして。

「シドがさ、アンタのこと危なっかしいってよく嘆いてるんだけど。その意味がわかった。結構、とんでもないね」

　あどけない笑みを浮かべたまま言われた言葉に「……そうでしょうか」と一拍遅れて返事をする。

　直後、心配そうな表情で部屋に入ってきたシド王子が、明るい笑い声をあげるルイスさんと、呆然としている私を見比べて、不思議そうに眉を寄せていた。




　ルイスさんの持ってきてくれた薬が効いたのか、結局、私の症状はすぐに治まり、その日の夜には、夕飯を完食することができるほどに回復していた。

　大事には至らなかったということと、ルイスさんが執拗なほど謝ってくれたことが功を成して、シド王子からは軽い注意だけで済み、この件は終わった。

　そして、それから数日が経った、国王の帰還日。お出迎えに立つために王城の門前まで行くと、そこにはズラッと並ぶ人たちの姿があった。

　シド王子にエスコートされるままその最前列に並ぶと、すでに立っていたラモーネ王妃が隣からきつく睨んでくるから、ビクッと身がすくんでしまった。

　ラモーネ王妃が着ているドレスは真っ赤で、ベビーブルーのドレスを選んで正解だったと心の中で胸を撫で下ろす。スカーレットなんて選んでいたら、色がかぶってしまい、余計に睨まれていたところだ。

　まだ日が昇って間もない、早朝といっていい時間帯。空気は澄み渡り、木々が芽吹く音が聞こえそうなくらい爽やかだった。

　国王のお出迎えに出ているのは、二十人ほどで、中には騎士の姿も見える。ここに立つには地位が求められるという話だったし、みんな偉い人たちばかりなのだろうなぁと眺めていると、ルイスさんと目が合った。

　並び順としては、最前列に、シド王子、私、ラモーネ王妃、そしてルイスさんとなっている。二列目三列目には、正装に身を包んだ年配の公爵や伯爵、それに騎士たちが並んでいた。

「母上」

　みんなが黙って国王を待っている中、不意にルイスさんが口火を切る。

　なにかと、周りの人たちも耳を傾けているようだった。

「どうかしましたの？」と不思議そうに見上げるラモーネ王妃に、ルイスさんが目を合わせる。

「母上。俺は、王になるつもりはありません」

　突然、告げられた言葉に、その場にいる全員が息をのんだ。その証拠に、そんな重大発言をしたにもかかわらず、シン……とした時間が十秒近く流れていた。

　木の枝にとまった小鳥がさえずる、朝の空気の中、ルイスさんが続ける。

「シドを王にたて支える方が俺の性分にはよく合ってるし、それが俺の希望であり、そして幸せです」

「な、にを……ルイス、あなた、自分がどれだけ大変なことを口にしているかわかっているの……？　それを、こんな場で……」

　ようやく声が出るようになったのか、ラモーネ王妃が聞く。

　目に見えて動揺しているラモーネ王妃の声はかわいそうなほどに震えていた。

　周りの人たちも、わずかにざわめき出す。

　そんな中、ルイスさんは背筋をピンと伸ばし、まっすぐにラモーネ王妃を見ていた。

「シドは人を公平に見ることができる。身体が弱いからと俺を馬鹿にするような男でもない。シドが王になり、俺に不利に働くことはなにひとつありません。母上は、それを心配しておられるんでしょう？」

　ルイスさんを見上げるラモーネ王妃の肩が、小刻みに揺れているのがわかった。信じられないとでも言いたそうに呼吸まで震えている。

　ざわざわと周りの人たちが騒ぎ出していたけれど、ルイスさんは落ち着いた様子でラモーネ王妃を見つめ……微笑む。

「たとえ、いつか時が経ち、母上がこの世を去ったとしても、俺はきちんと幸せに暮らしていけます。それを心配して、俺を〝王〟という立場につけ、周りから守ろうとしていたんでしょう？」

　その言葉に、ラモーネ王妃が息をのんだのがわかった。

　しばらく見つめ合ってから、ラモーネ王妃はゆっくりと顔をうつむけ……そして手で口元を覆う。泣いているのか、グラッと揺れたラモーネ王妃の身体を、ルイスさんが肩を掴んで支えた。

「もっと早くにそう言えればよかったのに……そうすれば、母上を解放できたのに、今になってしまい、すみません。自分の意見を言い、母上の期待に背くのが怖かった。母上がいつも俺のことを考えて動いてくれているのはわかっていただけに……それを否定して悲しませるのが嫌だった」

　そう言い、情けなそうに笑ったルイスさんを、ラモーネ王妃が見上げる。ラモーネ王妃の頬を伝い地面に落ちる涙が、朝日に照らされキラキラと光って見えた。

「俺に勇気がないばかりに、何度も悪役をさせてしまい、すみませんでした。……でも、もうやめてください」

「ルイス……」

「これ以上、誰かを傷つけようとするのはやめてください。これからは俺も表に立つ。そうなれば、母上の罪は俺にも降りかかることとなります」

　わずかに苦しそうに顔をしかめたあと、ルイスさんがふっと微笑む。

「だからこれからは、俺が、母上が自慢できるような息子になります。今までの恩を胸に。……降りかかるものは、罪よりも称賛の方がいい」

　誰かの感心したようなため息が聞こえる中、ラモーネ王妃は放心したかのように、なにも口にしようとはしなかった。

　それでも、国王が帰還し、それを迎えたラモーネ王妃の笑顔からは毒気が抜かれたように見え……シド王子と目を合わせ、微笑みを交わした。




　国王のお出迎えと、続く食事会を無事に終えたあと、シド王子とふたりで中庭に出た。

「疲れさせてごめん」

　他の王族たちを交えての食事会が初めてだった私を気遣って、誘い出してくれたのだろう。微笑みを浮かべて首を振る。

「いえ。大丈夫です」

　真上に昇った太陽が温かい日差しを地上に届ける中、緩やかな風が吹き、花を揺らす。足元で揺れるマーガレットを見つめている私の隣で、シド王子はなにも話そうとはしなかった。きちんと正装したシド王子が一層凛々しく見える。

　ふたりきりの中庭に穏やかな空気が流れる。花の揺れる音だけが静かに聞こえる中、そっと口を開いた。

「シド王子から『次の段階に』と言われた時、少し怖いと思ったんです。私が現実の世界で知っている結婚はひとつだけで……それは幸せだとは思えないものでした」

　視界の隅でシド王子が私を見たことに気付き、私もそちらに顔を向ける。

　私が知る結婚は、テネーブル王国の国王が母と交わした一方的なものだけだ。

「物語の中では、結婚したらそこでお話はおしまいになってしまうので、その先のことがわからなくて……だから、不安だったんです」

　シド王子と私を、母たちに当てはめたりはしない。テネーブル王国の国王とシド王子はまるで違うし、シド王子とこの先一緒にいることを迷ったわけでもない。

　ただ、今とは形を変えてしまう関係を考えると怖かった。

　それは、今がとても幸せだから。

「変わることを恐れたんです。今の幸せが終わってしまうんじゃないかって……こんな風に思うのは初めてでした」

　自嘲するように笑うと、シド王子は驚きを瞳に広げたあと、ふっと表情を緩めて私の手をとる。

「そんな風に感じてくれていたとは思わなかった」

「周りの方に優しくされて、シド王子に溢れるほどの情を向けられて……それで幸せでないなんてことがあるはずありません。きっと、今まで生きてきた中で、一番素敵な時間を過ごしていると思います」

　目を伏せて微笑むと、「だから、それが変わるのが怖かった？」と聞かれ、頷く。

「自分が臆病だったんだと思ったのも初めてでした」

　ふふっと笑うと、シド王子も同じように笑う。

「リリィは勇敢だからね。……でも、未来のことを考えると俺だって怖かったり不安だったりすることはあるよ」

「そうなんですか？」

　驚いて見上げると、シド王子はそんな私に苦笑いを漏らし、「ごめん。嘘をついた」と謝る。

「え？」

「正直、リリィとのこの先を考えた時、不安や恐怖はひとつもない。ただ幸せに溢れていると信じているし、きっと現実もその通りだと思うから、今から楽しみで仕方がない」

　本当に信じて疑っていないような笑顔で言うシド王子に呆れていると、「渡したいものがあるんだ」と手を引かれ、そのままシド王子の部屋に連れていかれた。

　普段は私の部屋で過ごすことが多いから、シド王子の部屋に入ったのは数度だけだ。上品な紺と白を基調とした部屋は広くゆったりとしていて、棚にはたくさんの本が並んでいる。公務を行う部屋はまた別にあるから、ここはシド王子の完全なる私室だ。

　部屋にはわずかにシド王子の香りがして、反応した心臓が勝手にトクトクと速度を上げていた。

　レース越しの日差しが温かく入り込む中、一冊の本を持ったシド王子が私の前で立ち止まる。見上げると、シド王子は私を見つめて微笑んでいた。

「まずは、これを」

　手渡されたのは、厚い本だった。深い緑色の表紙には銀色で綺麗な柄が描かれていて、題には【DIARY】と書かれていた。

「日記……ですか？」

　両手で本を持ったまま見上げた私を、シド王子が優しく見つめ返す。

「そう。リリィは、今まで読んだ本の中に、結婚したあとの幸せが描かれていないから不安を感じていたんだろう？　だったら、リリィ自身がそこに幸せを綴っていけばいい。一年分のページがあるから、書き終える頃にはきっと、この日記の中には幸せが溢れてる」

「自分で綴るなんて……考えたこともありませんでした」

　驚いてそうこぼすと、シド王子がふっと笑う。

「書くことは、なんでもいい。もちろん、俺とのことだと嬉しいけど。たとえば、少し気に入らないけど、ガイルやマイケルのこと、それにルイスとのことでも。……ただ、その日記の一ページ目だけは俺に譲ってほしい」

　最後、声に真剣さが滲んだ気がして見つめていると、シド王子がスッと片膝をつく。そして、「リリィ」と改めて私の名前を呼ぶから……一気に緊張が高まって心臓がドキドキし始める。右手で日記を胸に抱きかかえ、ギュッと力をこめた。

　どこまでも綺麗で魅力的な青い瞳がじっと見上げてくるから、胸を掴まれたみたいに苦しくなる。

　シド王子は私の左手をとり、告げる。

「これからもずっとリリィの隣にいる権利を、リリィを守る権利を……愛する権利を俺に与えてほしい。共に、この先の時間を歩ませてほしい。できることなら永遠に」

　真摯なシド王子の瞳を、私もじっと見つめ返す。シド王子の言葉を受け、胸の奥の柔らかい部分がキュッと切なく鳴いた。

「幸せにすると誓うから、俺と結婚してほしい」

　真剣さと優しさが混ざる響きのいい声でこんなことを言われ、頷かずにいられるはずがなかった。

　目を逸らすことなく見つめてくるシド王子に、唇をキュッと引き結んだあと、そっと口を開く。

「はい。私でよければ、シド王子が背負うものを半分持たせてください。私もあなたを傍で守りたいです」

　微笑んで答えると、シド王子はパチパチと何度か瞬きを繰り返したあと、複雑そうに見える笑みを浮かべた。

「なんだかリリィの方がカッコいいことを言った気がするけど……まぁ、いいか」

　そう呟き、ポケットからなにかを取り出したシド王子が、私の左手の甲にキスをする。そして、唇を離すと同時に薬指に、光るものをはめた。

「無事、受け取ってもらえてよかった」

　シド王子が立ち上がると、繋がれたままの手が胸の高さまで持ち上がる。薬指に光る、白い宝石に見入っていると、「ダイヤモンドっていう宝石だよ」とシド王子が教えてくれた。

「とても綺麗な宝石ですね……」

　まるで、光を中に閉じ込めたみたいにキラキラと光る指輪に見とれてしまう。今までもシド王子から宝石を贈られたことはあるし、それもとても綺麗なものだったけれど……これは大きさも輝きも比べものにならない気がした。

「式までにウエディングドレスも仕立てないと」

　私の腰を抱き寄せながら、髪に鼻を埋めてくるシド王子に「またドレスですか」と少し呆れつつ笑みをこぼす。

「これが日記の一ページ目だとすれば。シド王子の言うように、先が楽しみで仕方ありませんね」

「リリィが書くことに困らないくらい、この手を引いていろいろな場所に連れていくよ。これで少しは未来が楽しみになった？」

　私の手をとり、微笑むシド王子に「もちろん」と笑顔を返した。

　これからのことを考えると、楽しみで胸が震える。

　シド王子が連れていってくれると約束してくれた場所は、一体どんなところだろう。そこで、シド王子とどんな会話を交わそう。

　それは考えるだけで幸せな時間で、そんな優しい時間を、ひとつ残らず記していきたいと思った。シド王子と過ごす、これからを。

　もしもこれが物語として誰かの目に映るのなら、きっと幸せが溢れる世界に見えるだろう。

　それは私が読んだどの絵本よりも素敵に思えた。


ＥＮＤ












あとがき




　はじめまして。ｐｉｎｏｒｉと申します。たくさんの本の中から、この作品を手にとっていただき、ありがとうございます。

　正直、こういったヒストリカルの世界は書いたことがあまりないので、きちんと完結できるかな……と不安を抱えながらの執筆だったのですが、サイトの読者様のおかげで無事書き終えることができホッとしております。

　純粋で、でも突っ走ってしまう部分があるクレアと、そんなクレアに想われたいという入口から入ったのに、いつの間にか溺愛する側に変わっていたシド王子。そんなふたりを見守る、お父さん役のガイル。三人とも私が好きなタイプなのでとても書きやすく、気付けば最初に感じていた不安は飛び、楽しんで書いていました。

　とくにシド王子に関しては担当さんに〝騎士団長なら、もう少し威厳を〟と助言していただいても〝どうしても掴みどころのない軽い感じにしたいんです〟とわがままを通してしまうほど描きたいヒーローになりました。

　自分に価値を置かない、それが当たり前の環境で育ったクレアも、シド王子やガイル、ジュリアたちに〝大事なんだよ〟ということを徐々に教わり、これからもっと変わっていけるといいなぁと思います。そして、シド王子の隣できちんと幸せを掴み、周りにも与えてくれるといいなぁと。

　私事ですが、作品の中でこんなにもしっかりしたプロポーズを書くのは恐らく初めてかと思います。普段書いているオフィスラブだと付き合っている間の方が楽しそうだし……と、いずれ結婚するのかな？という雰囲気を匂わせるだけにして、なかなかはっきり書かないので……そのへんも楽しんで頂ければ幸いです。




　今回、こちらの作品を書くきっかけと機会をいただけたこと、とても幸せに思います。文庫化にあたりご協力いただいたスターツ出版様、担当編集の鶴嶋様、編集協力の妹尾様。純粋で、でも思い立ったら一直線なクレアと、いつでも余裕の微笑みを浮かべているシド王子を素敵に描いてくださった山田パン様。

　そしてなによりこの作品を読んでくださった読者様。この作品に携わってくださったすべての方に感謝いたします。本当にありがとうございました。
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